
ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（ 分野） 授業形式

基礎解析学1(Basic Calculus 1) 

R211B100 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名福田亮治，渡邊紘，沖田匡聡（非），馬湯清（非），吉田祐治（非）

必修 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 これまで学校で習ってきた数学の知識（計算の技術や，論理的な思考方法など）を系統的に整理し，具体的な問題の解決に応用する力を養います。計算結果に一喜一憂する

業 のではなく，なぜそうなるのか，なぜそうなるぺきなのかを論理的に考える習慣を身につけます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象的な数理現象と具体的

の な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

具体的な到運目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単純な計算，典型的な計算を常に正しく実行できること。

゜゚目標2論理的な文章（例えば教科書）を書いてあるとおりに正確に理解できること。

゜゚目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

漫集の内容

1初等関数の完成とその微積分

2初等関数の完成とその微積分

3初等関数の完成とその微積分

4初等関数の完成とその徴積分

5初等関数の完成とその微積分

6初等関数の完成とその微積分

7初等関数の完成とその微積分

8初等関数の完成とその微積分

9初等関数の完成とその微積分

10微積分の利用

II微積分の利用

12微積分の利用

13微積分の利用

14微積分の利用

15微積分の利用

ラア A．知謙の定着・確認
〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう機会を設けます。演

工そ
Moodie等の活用

lクB・意見の表現 ・交換
習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の構義の理解度が高 夫の

- 7 c：応用志向
まります． 他

ンイ の
グブ D：知織の活用 ・創造

時間外学修
準傭 大多数の学生は，毎週1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間）。

学修
の内容と”.，

事後 大多数の学生は，毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。計算の反復練習を嫌がらないことと，すぐには模範解答に頼らないこと間の目安
学修 が，学力の定着と能力の向上につながります。

長綺憲一，襦口秀子，横山利章著・明解微分積分［改訂版］，培風館

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英償，野澤宗平，宮本脊子著：初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原 繁編大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験や小テストなど 50% 

゜
0 

゜価 学期末試験 50% 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
価

劉
学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう
合
十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあり ます。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授集形式

基礎代数学1(Basic Alcebra 1) 

R2118101 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名大隈ひとみ• 田中康彦 ・ 武口 博文（非） • 新庄慶基（非）

必修 2 1 
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内繰

授 連立一次方程式を解く過程を見直すことにより，自然に行列の概念に到達します。行列の演算のもつ性質を深く謂べると，無味乾燥に思われる計算が実は幾何学的な意味を

業 持つことに気づきます。 単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。 他の自然科学の分野との関連を頂視し，つねに抽象的な数l!I
の 現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。 すでに知っている事柄はより深く ，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単純な計算， 典型的な計算を常に正しく実行できる。

゜゚ ゜目標2線形変換を表す行列を求めることができる。

゜゚ ゜目標3行列の基本変形を用いて連立方程式を解く ことができる。

゜゚ ゜目標4輪理的な文章 （例えば教科書）を書いてあるとおりに正確に理解できる。

゜
00  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，釆法，交換法則， 結合法則

2行列とその演算 行列， 加法 スカラー乗法， 釆法，交換法則，結合法則

3行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則， 結合法則

4行列とその演算 行列，加法，スカラー乗法，乗法，交換法則， 結合法則

5列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

6列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

7列式とその応用 行列式，正則行列，逆行列

8幾何学的な取り扱い 直線 ・平面の方程式．方向ベクトル，法線ペクトル．一次変換

9幾何学的な取り扱い 直 • 平面の方程式．方向ベク トル．法線ペク トル， 一次変換

10幾何学的な取り扱い 立紛 • 平面の方程式，方向ペクトル，法線ベクトル， 一次変換

11幾何学的な取り扱い 旺船 • 平面の方程式，方向ペクトル，法線ペク トル， 一次変換

12連立一次方程式の解法 係数行列、 拡大係数行列，掃き出し法

13連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

14連立一次方程式の解法 係数行列、拡大係数行列，掃き出し法

15線形代数の応用

ラア A：知諜の定着・確認
〇教只による講義に加えて，演習問題を解いてもらう携会を設けます。油

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

1クB：意見の表現 ・交換
習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の請義の理解度が高 夫の

＿ア
c：応用志向

まります。 他
ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜時間外学修
準備 大多数の学生は、毎週1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間） ．

学修
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。間の目安
学修

高橋 大輔著 ・理工基礎線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳葦房

参考書 基礎数学研究会編：新版基礎線形代数，東海大学出版会

必要に応じて印刷物を配付します。

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 レポートまたは中間試験 50'.II 

゜゚ ゜゚価 期末試験 50̀ 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び
評

価

劃合 学期末の統一試験の結果に担当教貝の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式

基礎傾析学2(BasicCalculus 2) 

R2118102 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名渡邊紘•原恭彦・吉田祐治（非）・馬場清（非）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線

授われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って記述されることに気づいてもらいます。そのうえで，それらの関数の性質を調べるための手段 ，道具として，微象分杖

集積分法の基礎を身につけます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに直点を置きます。他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽

の な数理現象と具体的な自然現象の1ll1の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く ，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

憂

具体的な至l)運目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1初等関数の微分積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと読んで，書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること．

゜目標4

目標5

目標6 ヽ

目標7 ． 

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

2微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

3微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

4微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

5微分法の基礎理論 微分の連鎖，平均値の定理，テイラー近似式

6積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

7積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

8 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

9 積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

10積分法の基礎理論 置換積分，部分積分，広義積分

11微積分の応用 関数の増減極値問題≫定積分に帰嗜する和の極限値

12微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰着する和の極限値

13微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰着する和の極限値

14微積分の応用 関数の増減，極値問題，定積分に帰着する和の極限位

15微積分の応用 関数の増減極値問題，定積分に帰着する和の極限征

ラア
A：知鰈の定着 ・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう槻会を設けます。演

工そ
習熟度別クラス編成を行います。

1クB：意見の表現・交換
習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の理解度が高 夫の

＿アc：応用志向
まります。 他

ンイ の

グ ブ 〇．知織の活用・創造

時間外学付
準備 教科書を使って予習しましょう。 (15h)

学修
の内容と阻

事後 教科書を使って復習しましょう。(30h)
間の目安

学修

長崎憲一，儒口秀子，横山利章著：明解微分積分改訂版，培風館， 2019年

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英信，野澤宗平，宮本育子著初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原 繁編．大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評 期末試験 50" 

゜゚ ゜価 中間試験や小テストなど 50% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

割合 学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を顆ぺる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，顧序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 

‘‘ 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題l/（分野） 授業形式

基磁代数学2(BasicAlcebra 2) 

R211B103 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名寺井伸浩・大隈ひとみ ・新庄慶基（非）・武口博文（非）

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内練

授 方程式が定める図形という考え方をおし進めて，図形のもつ幾何学的性質を代数的な計算によって謂べる方法を身につけます。 抽象的な概念に対して，その具体的なイメー

集 ジを思い浮かべる練習をします。 単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。 他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽象
の的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概

憂

頃体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ベク トルや行列の線型演算と，それに付随するさまざまな概念を理解すること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと読んで書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること。

゜目標4

目標5
， 

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

2行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

3行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

4行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

5行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，正則行列，逆行列

6固有値f!ll題とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

7固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

8固有値問題とその応用 固有値．固有ベク トル，固有多項式．対角化

9固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

10固有値問題とその応用 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

II固有値問題の発展 対称行列，直交行列，正規直交基底， 二次形式，符号

12固有値問題の発展 対称行列， il'[交行列，正規il'[交基底， 一次形式，符号

13固有値問題の発展 対称行列，五交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

14固有値問題の発展 対称行列，直交行列，正規直交基底， 一次形式，符号

15固有値問題の発展 対称行列，江交行列，正規il'I交基底， 一次形式，符号

ラア A•知謙の定着・確認 〇教只による講義に加えて，演習問題を解いてもらう機会を餃けます。演
工そ
習熟度別クラス編成を行います。

1クB．意見の表現・交換
習問題に積極的に取り組むことによって，その前後の構義の理解度が高 夫の

-- T -
C•応用志向

まります。 他

ンイ の
グブ D．知紐の活用 ・創造

゜時間外学り
準傭 大多数の学生は，毎週 1時間程度の予習 （継続的な学習）が必要です（全15時間） 。教科書をあらかじめ読んでおき，疑問点を整理しておくと良いでしょう

学修 ． 
の内容と時

事後 大多数の学生は，毎週2時間程度の復習 （継続的な学習）が必要です（全30時間） 。教科書やノートを参考に自分で練習問題を解く ことが，学力の定着に/間の目安
学修 ながります。

高橋 大輔著 ・理工基礎線形代数，サイエンス社， 2000年

教科書

石原繁編：大学数学の基礎，裳葎房， 1999年

参考書 基礎数学研究会編．新版基礎線形代数，東海大学出版会， 2007年

必要に応じて印刷物を配布します。

成評価方法 割合
目標 目標 目襴 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 学期末統一試験 50 

゜゚ ゜価 中間試験や小テス トなど 50" 

゜゚ ゜の
方

法
及

び
評

価

割合 学期末の統一試験の結果に担当教只の判断を加味して給合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

傭考
受講生の予傭知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題 】／（分野） 授集形式

基礎解析学3(Basic Calculus 3) 

R212B100 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名吉川周二•吉田祐治（非）・ 馬場清（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内繰

授 われわれのまわりの自然現象が，さまざまな関数を使って記述されることに気づいてもらいます。そのうえで，それらの関数の性質を調ぺるための手段 ・道具として多変炒

業関数の微分積分法の基礎をクにつけます。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに頂点を置きます。他の自然科学の分野との関連を直視し，＜

の ねに抽象的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指し

概 ます。

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1基本的な関数の偏微分や直積分などの単純な計算，典型的な計算がつねに正しく実行できること。

゜目標2綸理的な文章をじっくりと読んで，書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること． 00  

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1微分法の基礎理論．偏微分，微分の連鎖，陰関数

2微分法の基礎理論：侶微分，微分の連鎖，陰関数

3微分法の基礎理論：偏微分，微分の連鎖，陰関数

4微分法の基礎理論：偏微分，微分の連鋲，陰関数

5微分法の基礎理論：偏微分，微分の連鎖，陰関数

6積分法の基礎理論：重積分，逐次積分，変数変換

7積分法の基礎理論．重積分，逐次積分，変数変換

8 中間テスト

9積分法の基礎理論 重積分，逐次積分，変数変換

10積分法の基礎理論・重積分，逐次積分，変数変換

II微積分の応用 ・極佃問題，立体の体積や表面積

12微積分の応用 ・極値問題，立体の体積や表面積

13微積分の応用 極伍問題，立体の体積や表面積

14微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

15微積分の応用 ：極値問題，立体の体積や表面積

ラア A：知織の定着 ・確認
〇教只による講義に加えて、演習問題を解いてもらう携会を設けます。演

工そ
演習問題を豊宮に準備している。

lクB：意見の表現・交換
習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の理解度が高 夫の

ーアc：応用志向
まります。 他

ンイ の
グブ D• 知謙の活用・ 創造

時間外学惰
準傭 大多数の学生は、毎週 1時間程度の予習（継続的な学習）が必要です（全15時間） 。

学修
の内容と瞬

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間） 。
1111の目安

学修

長崎憲一，襦口秀子，横山利章著：明解微分積分，培風館

教科書

(1)佐藤恒雄，吉田英償，野澤宗平，宮本育子 著 ．初歩から学べる微積分学，培風館

参考書 (2)石原 繁編 ：大学数学の基礎，裳華房

必要に応じて印刷物を配布します。

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
籟
評 中間テストや小テスト ・演習など 501' 

゜゚ ゜価 期末テスト 50~ 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉合 学期末の絞一試験の結果に担当教只の判断を加味して総合評価を行います。統一試験の問題は，基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう

十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調ぺる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿豹を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

基礎代数学3(Basic Algebra 3) 

R212B101 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名小畑経史・新庄慶基（非）・武口博文（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 行列の図形を移動させる働きに着目して，どのような行列によって，どのような図形が，どのような図形に移るかを考えます。 抽象的な概念に対して，その具体的なイメー

集 ジを思い浮かぺる練習をします。単に結果がどうなるかだけではなく，なぜそうなるかを考えることに重点を置きます。 他の自然科学の分野との関連を重視し，つねに抽集

の的な数理現象と具体的な自然現象の間の対応を考察します。すでに知っている事柄はより深く，初めての事柄は知っている事柄と関連づけて理解することを目指します。

概
蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1連立一次方程式の解法を理解し，固有値や固有ベク トルの計算に活用できること。

゜目標2論理的な文章をじっくりと読んで書いてあるとおりに理解できること。

゜目標3 自分の思考の過程を正確に表現できること．

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

収集の内容

1行列の基本変形とその応用 ． 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

2行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

3行列の基本変形とその応用： 基本変形， 階数，逆行列，連立一次方程式

4行列の基本変形とその応用 ： 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

5行列の基本変形とその応用 基本変形，階数，逆行列，連立一次方程式

6行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベクトル

7行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ペクトル

8行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベクトル

9行列式とその応用． 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベク トル

10行列式とその応用： 行列式，置換，符号，余因子展開，外積ベク トル

11固有値とその応用： 固有値，固有ペクトル，固有多項式，対角化

12固有値とその応用 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

13固有値とその応用： 固有値，固有ベクトル，固有多項式，対角化

14固有値とその応用： 固有値，固有ペク トル，固有多項式，対角化

15固有値とその応用： 固有値，固有ペク トル，固有多項式，対角化

ラア A・知紐の定着・確認
〇教且による讀義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を設

工そ
習熟度別クフス編成を行います。

1クB．意見の表現・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の

ーアc：応用志向
理解度が高まります。 他

ン イ の
グブ D：知謙の活用・ 割造

゜時間外学付
準備 大多数の学生は、毎週1時間程度の予習（継絞的な学習）が必要です（全15時間）。あらかじめ教科書を院み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いて

学修 おくことはよい予習のやり方です。
の内容と時

事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習（継続的な学習）が必要です（全30時間）。ノートを読んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題 (t間の目安
学修 算問題、証明問題）を解くことは、理解の定着のためには必須の事項です。

高橋大輔著 ：理工基硝線形代数，サイエンス社

教科書

石原繁編 ：大学数学の基礎，裳華房

参考書 基礎数学研究会編 ：新版基礎線形代数，東海大学出版会

必要に応じて印刷物を配布します。

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評 学期末統一試験 50~ 

゜゚ ゜価 中111l試験や小テスト 50% 

゜゚ ゜の
方

法

及

び
評
価

： 全クラスで学期末統一試験を実施します。統一試験の問題は．基礎的な計算を主要な題材とし，所属クラスによって不公平が生じないよう十分な配慮を行います。

注意事項
講義に参加する，文献を調べる，計算問題を解くなど，自ら勉強する姿勢を強く求めます。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

力学(Meehani cs) 

R241 B800 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名長屋行之，末谷 大道，岩下拓哉，近藤隆司

必修／選択 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I nagayato i ta-u. ac. j p, sue tan i@o i ta-u. ac. j p, t iwash i ta@o i ta-u ac.j p, ryuj i-kondollsus i 

授 力学は物理学の分野の中で最も基礎的なものである。物理法則の基本理論を蘭潔に記述しており，他の分野の体系化を行う際のモデルとなる。 ここでは， 質点に作用するカ

業 と運動の関係について， 微積分を基礎にしたニュートンカ学を学び，これをもとに物理学の基本的考え方を理解する。

の

概

蔓

県体的な到違目禰 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1座標，速度， 加速度の関係を微分 ・積分を用いて記述する運動学を理解できる。

゜目標2ニュートンの運動方程式を理解できる。

゜目標3仕事とエネルギーについて把握し，保存力について力学的エネルギー保存則を理解できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1運動の表し方 (1) 位置と座標系，極座標，次元

2運動の表し方 (1) ペク トルの基本，問題演習

3運動の表し方 (2) 速さ，速度，加速度，等加速度運動

4運動の表し方 (2) 円運動，ホドグラム

5運動の表し方 (2) 問題演習

6 カと運動 ニュー トンの運動法則，色々な力

7カと運動問題演習

8 中間試験

9 色々な運勤放物運勲，空気抵抗

10色々な運勤 微分方程式の変数分離法による解法

II色々な運動 束縛運動，単振勤

12色々な運勤演習

13エネルギーとその保存則 仕事，保存力

14エネルギーとその保存則 位置エネルギー，エネルギー積分

15エネルギーとその保存則 問題演習

ラア
A知諏の定着・確認 〇内容の理解には数式の導出が必要になるため，謂義の途中で隣の学生と

工そ
Ll!S (Mood I e)を利用する。

1クB：意見の表現 ・交換
の教え合いの時間を設ける。演習問題は宿題とし，受講生が板書して解 夫の

-- T -
C・応用志向

答する。 他

ンイ の
グブ D知諜の活用 ・創造

時間外学惰
準備 教科書や参考文献等の情報を必要に応じて予習する(15h)。

学修
の内容と時

事後 演習課題に取り組む(45h),
間の目安

学修

永田一清著 「新 ・基礎力学」サイエンス社， 2 0 0 5年

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評中間テスト 501' 

゜゚価 期末テス ト 50" 。
゜゚の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
高校までの力学と違って，微積分をベースにして運動の法則を考察する。高校までの数学的知識が不足していると，講義内容が分からなくなるので，高校数学の復

習を行うこと。教只が指示する宿題を行うこと。

傭考
再履修は，冗々受講していた教貝のクフスを受講する。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授集形式

原子と分子(Atomsand Molecules) 

R241B801 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名大賀恭

必修／選択 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I yohga@o i ta-u. ac. j p 内線 7958 

授物質科学の基礎としての化学を，原子・分子という微視的観点から学ぶことによって，物質の成り立ちについての理解を深めることを目指す。

業

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1基本物理量，単位を用いて，適切な有効数字で測定値を表現 ・取り扱うことができる

゜目標2物質を構成する基本単位である原子の構造を悦明できる

゜目標3原子同士の結合の種類とそれらの成り立ちを説明できる

゜目標4結合様式の違いに基づいて，物質の構造と性質を餃明できる

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1受講にあたっての注意事項第1章化学の基本・物質の分類

2第1章化学の基本・元素と元素記号

3第2章 単位と測定値の扱い： SI単位

4第2章 単位と測定値の扱い：有効数字

5第3章 原子の構造と性質・電子と原子核

6第3章 原子の構造と性質・ボーアのモデル

7 第3章原子の構造と性質•原子軌道

8第3章原子の構造と性質 ：電子配置

9第4章原子から分子へ．共有結合

10第4章原子から分子へ：混成軌道

II第4章原子から分子へ 冗結合・共嗚

12第4章原子から分子へ：霞子対反発則・極性

13第4章原子から分子ヘ ・分散カ ・水素結合

14第5章 いろいろな結品 ：イオン結品・金属結晶・共有結合結晶

15第5章 いろいろな結品：半導体

ラア A•知紐の定着・確認 〇毎回の講義内容に関するチェックテストと演習問題を課す。
工そ
毎回の課題は希削 ・採点して，解答例と解税を付けて返却する

lクB．意見の表現・交換 夫の 。特に理解が不十分だと思われる点は，解税のオンデマン ド資

ーア C•応用志向
他 料を作って復習に役立つようにする。

ンイ の
グブ D・知鰈の活用・創造

時間外学修
準傭 事前に教科書，講義資料に目を通しておく (15h)。

学修
の内容と時

事後 毎回の講義内容に関する 1~2題の演習問題を謀すので，教科書，講義資料を見在しながら問題を解いて復習すること (30h).間の目安
学修

浅野努，上野正勝，大賀恭共奇「第4版 FRESHMAN化学」，学術図書出版社， 2022年， ISBN978-4-7806--1034-5 

教科書

浅野努，荒川剛，菊川清共著 「第4版化学一物質・エネルギー ・環境ー」，学術図書出版社， 2008年， ISBN978-4-7806-0117-6 

参考書 浅野努，上野正勝， 大賀 恭共著 「原子，分子から学ぶ化学の世界一基礎化学・エネルギー・環境ー」 ，学術図書出版社， 2009年， ISBN978-4-7806-0172-5 

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
評毎回の演否課題 40% 0 

゜゚ ゜価 毎回のチェックテスト 10% 

゜゚ ゜゚の期末試験 50% 

゜゚ ゜゚方

法
及

び
評

価

割

合

注意事項
講義はプロジェクタを用いて行う。画面に表ホする内容（講義資料）は，事前にMoodleからダウンロードすること。関数電卓， excelの操作ができるようにしておく

こと。

備考
複数コース対象科目であるため， 「具体的な到達目標」の fDP項目との対応」は， 「大分大学理工学部卒業認定・学位授与の方針Jとの対応を記載している。

リンク
URL I 



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（ 分野） 授業形式

物買の状態と変化(Statesand Changes of Matter) 

R241B802 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名大賀恭

選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I yohga@o i ta-u. ac j p 内線 7958 

授 前期開講の「原子と分子」の内容を踏まえて，原子 ・分子の集合体という巨視的観点から物質をとらえ．物質の状態と変化の背後にある原理について学ぶことによって，よ
集りいっそう物質についての理解を深めることを目指し，特に基本原理の理解に直点を置く。

の

概

蔓

具体的な到違目禰 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1状態図に基づいて，物質の状態と相変化を説明できる

゜目標2熱力学第一法則，第二法則，第三法則に基づいて，関連する自然現象を貌明できる 0 

目標3化学反応を支配する因子に基づいて，反応機構を悦明できる

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1受講にあたっての注意事項，第6章 分子の世界1・相図

2第6章分子の世界1．状態方程式

3第7章分子の世界2:固体と液体

4 第7章 分子の世界2・溶液の性質

5第8章 エネルギーとエントロビー：エンタルビー

6第8章エネルギーとエントロビー エントロビー

7第8章 エネルギーとエントロビー：ギプズエネルギー

8第9章化学平衡の原理 ：平衡定数

9第9章化学平衡の原理：ルシャトリエの原理

10第10章酸と塩基酸解離定数

II第10章 酸と塩基：中和反応と酸塩基滴定

12第II章酸化と還元 ：酸化数

13第II章酸化と還元電池

14第12章反応の速度：速度定数とアレニウス式

15第12章反応の速度 ：触媒の働き

ラア A：知靡の定着 ・確認
〇毎回の講義内容に関するチェックテストと演習問題を課す。

工そ
毎回の課題は希削 ・採点して，解答例と解税を付けて返却する

1クB：意見の表現 ・交換 夫の 。特に理解が不十分だと思われる点は，解税のオンデマンド資

ーアc：応用志向 他 料を作って復習に役立つようにする。
ンイ の
グブ D：知鰈の活用・痢造

時間外学修
準傭 事前に教科書，講義資料に目を通しておく (15h).

学修
の内容と時

事後 毎回の謂義内容に関する 1~2題の演習問題を諜すので，教科書，講義資料を見直しながら問題を解いて復習すること (30h),間の目安
学修

浅野努，上野正勝，大賀恭共若 「第4版 FRESH.¥IAN化学」，学術図書出版社， 2022年， ISBN978-4-7806-1034-5 

教科書

浅野努，荒川剛，菊川清共著 「第4版化学ー物質 ，エネルギー ・環境ー」 ，学術図書出版社， 2008年， ISBN978-4-7806-0117-6 

参考書 浅野 努，上野正勝，大賀 恭 共著 「原子 ，分子から学ぶ化学の世界一基礎化学 ・エネルギー ・環境ー」， 学術図書出版社， 2009年， ISBN978-4-7806-0! 72-5 

成 肝価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 毎回の演習課題 40~ 

゜゚ ゜価 毎回のチェックテスト IOl 

゜゚ ゜の

方
期末試験 50~ 0 

゜゚法

及

び
評

価

割
合

講義はプロジェクタを用いて行う。画面に表ホする内容（講義資料）は事前にMoodleからダウンロードすること。 1l11数電卓の操作，パソコンを用いてグラフ作成や
注意事項 データ処理ができるようにしておくこと。この科目を履修するためには前期開講の 「原子と分子」を履佐していることが望ましい。

偏考
複数コース対象科目であるため， 「具体的な到達目標」の 「DP項目との対応」は「大分大学理工学部卒業窮定 ・学位授与の方針」との対応を記載している。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】／（分野） 授集形式

微分方程式(DifferentialEquations) 

R2428102 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名吉川周二／内田俊／豊坂祐樹（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I rfukuda@o i ta-u ac. j p（福田） 内線 7860（福田）

授 様々な分野で使用される常微分方程式について，基本的な概念や考え方を身につけた上で，微分方程式が必要となる状況や解が持つ意味などの理解を目指します。特に， 2

集 階までの線形微分方程式にたいしては， 基本的な計算が出来るようになり，それぞれの分野で実践的に微分方程式を生かせるようになることを目標とします。

の

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1常微分方程式の一般解，特殊解，解の一意性といった基本的な概念を身につける。

゜目標21階および2階の常微分方程式に対して，斉次，非斉次の場合に一般解や初期条件を満たす解を求められるようになる。

゜目標3定係数の連立微分方租式に対して，一般解を求める汎用的な考え方を理解する。 0 . 

目標4連立微分方程式と高階の線形微分方程式の関係を理解する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

l微積分の復習その 1（初等関数と微分）

2微積分の復習その2（積分）

3微分方程式入門 （方程式の種類，解について）

4定係数1階常微分方程式（斉次）

5定係数1階常微分方程式（非斉次）

6 I階常微分方程式（非定係数）

7 I階常微分方程式（まとめ，発展）

8定係数斉次2階微分方程式

9定係数非斉次2階微分方程式

10初期値問題

11非定係数2階微分方程式

12 2階常微分方程式（まとめ，発展）

13連立微分方程式と高階の微分方程式

14連立微分方程式の解法

15全体の復習および発展

ラア A知謙の定着・確認
〇授業の方針や関連事項，演習の解答例および，補足税明をWebページで

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポー トを餃定し，常時質問

1クB：意見の表現・交換
公開し，これらを用いた時間外の学習を前提として授業を行う。 夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

-T  c：応用志向 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ D• 知織の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭 今までに学習した内容を，教科書やWebページなどで復習する。シフバスの悦明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事3
学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の3倍程度の学習が必要） （30h) 

の内容と時
事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書，＂ ebページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分カ間の目安
学修 らない部分を教只に質問 相餃する。（演習を解くのに要した時間の5倍程度の学習が必要） （15h) 

微分方程式概税（サイエンス社）

教科書

参考書は指定しない

参考書

成 評価方法 割合
目標 目襴 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
演習（レポー トを含む）

゜゚ ゜
評 30" 

゜価試験 70" 

゜゚ ゜゚の

方
法
及

び
評

価
割

合

理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。この授業は複数の教Rで分担して担当しています。 教只によ
注意事項 って扱いが違うところがありますので，レポートや試験などのアナウンスはどちらの教Rのものなのかを必ず確認してください。

備考
連絡先は統括をしている福田のものです．

担当の教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（分野） 授業形式

複素関数(ComplexFunctions) 

R242B103 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名吉川周二／坊向伸隆／豊坂祐樹（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I rfukudatlo i ta-u. ac. j p（福田） 内繰 7860（播田）

授 フーリエ解析などの様々な場面で筏素数を用いた解析が用いられています。これらを正しく理解して使いこなすためには，複素関数に対する微分，積分の考え方や性質を正

集しく理解する必要があります。この授業では，複素数，複素関数に関して，四則演算や極座標などの基本的概念，コーシーの積分定理や留数の定理などの基本的性質を理解

のすることを目標とします。

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1複素数の四則演算，極座標表示など，基本的性質を理解する。

゜目標2 コーシー ・リーマンの方程式など複素微分に関わる性質を理解する。

゜目標3複素線積分の定義を理解し，計算が出来るようになる。

゜目標4 コーシーの積分定理，コーシーの積分公式，留数の定理など複素線積分に関わる性質を理解する。

゜目標5留数の定理を実積分に応用できるようになる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

I導入 ：複素数と複素関数

2複素数の四則演算，大きさ，極座標表示

3 n乗根の計算

4 初等関数の複素化

5複素微分とコーシー ・リーマンの方程式

6 複素線積分

7 コーシーの積分定理

8 コーシーの積分公式

9 特異点，留数

10留数の定理

II実積分への応用（有理関数の積分， 1位の極の場合）

12実積分への応用（有理関数の積分， 1位の極でない場合）

13実積分への応用（＝角関数の局回積分）

14実積分への応用（フーリエ積分）

15全体の復習および発展

ラア
A：知謙の定着・確認 〇必要に応じて理解を確かめ演習やレポー トを設定し，常時質間を受け付

工そ
なし。

lク B・意見の表現 ・交換 けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫の

ーアc：応用志向
入れます． 他

ンイ の

グブ 0：知謙の活用 ・創造

時間外学修
準傭 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその課題にも取り組む(5h)。
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは指定します。

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目填 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評演習またはレポート課題 30% 

゜゚ ゜゚ ゜価 期末試験 7ぼ

゜゚ ゜゚ ゜の

方
法

及

び

評

価

劉合 主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポートの点数を加味します。

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

連絡先はこの科目の統括をしている福田のものになっています．
備考 担当教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

＇ 

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式

ベクトル解析(VectorCalculus) 

R2428104 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名播田亮治・豊坂祐樹（非） ・馬場渭（非）

必修／選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I rfukudaOo i ta-u. ac.j p（福田） 内線 7860（福田）

授 3次元空間の中の物体など、ベクトルで表された解析対象を，微分や積分を用いて解析する上で必要となる概念や性質についてその基本的な部分を解貌する。形式的な計算

集だけではなく、理論的な背県を正しく理解して3次元空間のイメージをベクトル解析の立場からとらえ、実際の現象を数式に結びつけることのできる慇覚を身に付けること

の を目的とする．

概

憂

県体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1曲線の長さ、曲率、曲面の面積、スカラー場やベクトル場の勾配、ラプラス演算子、線積分、面積分、体積分などについて正し

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1線形代数と微分積分の総論

2 線形代数の復習

3微分積分の復習

4 空間曲線

5接線ペクトル，主法線ペクトル，従法線ベクトル

6 曲率，ねじれ平

7 曲面（面積，接平面）

8 スカラー場の微分

9 ベクトル場の微分（微分演算子）

10スカラー場，ベクトル場の微分の公式

11線積分

12面積分

13ガウスの発散定理

14グリーンの公式とストークスの定理，

15ペクトル解析の展望

ラア
A：知諜の定着・確認 〇教只による講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を殷

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問

1ク8：意見の表現・交換
けます。演習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の

を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

＿ア c：応用志向
理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます．

ンイ の

グブ D：知鰈の活用 ・創造

゜時間外学付
準傭 今までに学習した内容を，教科書やWebベージなどで復習する。シラパスの貌明や事前の予告により，次に必要となる事項を予測しあらかじめ基礎となる事Ii

学修 については理解しておく。（演習を解くのに要した時間の3倍程度の学習が必要） （30h) 
の内容と時

事後 学習した内容に対して，演習を中心に，分からないことを整理する。その上で，教科書， Webページなどを用いて，理解するための復習をする。最終的に分カ
間の目安

学修 らない部分を教只に質問，相駁する。（演習を解くのに要した時間の5倍程度の学習が必要） （15h) 

基礎と応用ベクトル解析，サイエンス社

教科書

指定なし

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評演習（レポートを含む） 30~ 

゜価試 70% 

゜の

方

法 ＇ 
及

び
評

価

劉

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。この授業は複数の教只で分担して担当しています。 教只によ

って扱いが違うところがありますので，レポートや試験などのアナウンスはどちらの教只のものなのかを必ず確認してください。

連絡先は，全体の統括をしている福田のものになっています．
傭考 担当教貝の連絡先が分かる場合はそちらに連絡して下さい．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式

フーリエ傾析(FourierCalculus) 

R2428105 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 内田俊・豊坂祐樹（非） ・馬場渭（ 非 ）・

必修／選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I r fukudaOo i ta-u. ac. j p（福田） 内線 7860（福田）

授 理工学分野の諸現象を解析する場合，そのモデルとして現象を微分方程式で記述することが多くあります。この授業では，初等微積分学の基礎知識を積分変換としてのラプ

集ラス変換，フーリエ変換について解貌し，応用数学の視点からここで得た知識を基本的な緒現象に関る常微分方程式・偏微分方程式に適用し，これらを解くことで微分方程

の式の物理的な概念を把握できるように導きます。また，積分変換に1l11連してj]'[交関数，デルタ関数についても解脱し，数式と現象の相互関係をより深く理解できることを目

概 的とします．

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1フーリエ解析に必要な学習済みの数学的概念を再確認する。

゜目標2積分変換において必須と考えられる直交関数，デルタ関数について理解する。

゜目標3ラプラス変換，フーリエ級数，フーリエ変換についてその数学的解析手法を怯得する。

゜目標4上記手法の物理学的意味を把握し，工学専門領域で応用できるようになる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1微積分学の総論

2微分積分の復習

3基本的な常微分方程式の解法(I階）

4基本的な常微分方程式の解法(2階，それ以上）

5特殊な関数（デルタ関数）

6積分変換

7ラプラス変換の定義

8ラプラス変換の性質

9 ラプラス変換の応用

10ラプラス変換に関する演習問題

11立交関数系とフーリエ級数

12フーリエ変換と偏微分方程式

13フーリエ級数，フーリエ変換に関する演習問題

14デルタ関数に関する演習問題

15全体のまとめ（展望）

ラア
A• 知諜の定着・確認 〇必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを設定し，常時質問を受け付

工そ
なし．

lクB．意見の表現 ・交換
けながら謂義を進めます。また状況に応じて授業で復習的な内容を取り 夫の

ーアc：応用志向
入れます。 他

ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

時間外学修
準傭 入学前を含め，以前に学習した内容を復習しておく (20h)。

学修
の内容と時

事後 それぞれの時点までの内容を理解するまで復習する。また，演習またはレポート課題が与えられた際にはその課題にも取り組む(5h)。
間の目安

学修

教只ごとに授業のはじめに配布もしくは事前に指定します。

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目憬

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
演習またはレポー ト課題

゜
評 30% 

゜゚ ゜価 期末試験 70% 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

劉
主に期末試験で評価します。必要に応じて最大3割程度，演習またはレポートの点数を加味します。
合

注意事項
わからないところば自分で謂ぺたり質問したりして積極的に解決してください。

連絡先は全体を統括している福田のものになっています．
備考 担当教員の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください．

リンク
なし。

URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】 ／（分野） 授業形式

確率．統計傾析(ProbabiI ity and Statistical Analysis) 

R242B106 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名小畑経史•吉田祐治

選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I r fukudaflo i ta-u. ac. j p 内線

授 理工学における様々な数値を解析する上で，確率的なモデル化をし，それを統計的に処理することが有効であることが多々あります。

業 この授業では＇，代表値や散布度，共分散，相関係数といった数値データを処理するための概念を解悦し，それらを確率の「分布」の概念に基づいて統計的な解析をする基礎

の を学びます。具体的には，数征データを解析するための数値化，独立性に基づく種々の性質を解税し，正規母集団からの無作為抽出を用いた各種パラメータの推定に対して

概 • x2乗分布， t-分布，F-分布を用いた区間推定や統計的仮鋭検定について，理論的に理解した上で正しく使いこなす技術を身につけます。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1与えられた数征データの特徴を表す数値化（代表俯，散布度，共分散，相関係数）を理解する。

゜目標2確率の基本的性質（ベイズの定理，条件付確率なぢ）を理解する。

゜目標3確率変数の分布の定義を，離散的な分布や密度関数を持つ分布の場合に理解し，それを通して平均や分散の概念を把握する。

゜目標4 X 2乗分布， t-分布， F-分布を用いた正規母集団に関する推定検定の手法と理論背表を理解する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1概要（オリエンテーション）

2数値データの把握l（度数分布表，ヒストグラム，代表値）

3数値データの把握2（散布度，相関係数）

4事象と確率，条件付き確率，ベイズの定理

5確率変数，分布，離散的な分布

6連続的な分布，密度関数

7多変数の分布と独立性

8大数の法則，中心極限定理

9データと確率に関するまとめ

10区間推定，統計的仮悦検定（正規分布の場合）

II x2乗分布を用いた推定，検定とその理輪

12 t分布を用いた推定，検定とその理論

13 F分布を用いた推定，検定とその理論

14片側検定

15全体のまとめ（応用や発展的内容など）

ラア
A：知諜の定着・確認 〇教Rによる講義に加えて、演習問題（基礎的 • 発展的）を解く機会を設

工そ
必要に応じて理解を確かめ演習やレポートを殷定し，常時質問

lクB：意見の表現・交換
けます。液習問題に積極的に取り組むことによって、その前後の講義の 夫の を受け付けながら講義を進めます。また状況に応じて授業で復

- T c：応用志向
理解度が高まります。 他 習的な内容を取り入れます。

ンイ の
グブ D．知織の活用・創造

゜時間外学修
準備 大多数の学生は、毎週1時間程度の予習が必要です（全15時fllll。あらかじめ参考書を醗み疑問点を整理しておくこと、計算問題を解いておくことはよい予
学修 習のやり方です。

の内容と時
事後 大多数の学生は、毎週2時間程度の復習が必要です（全30時間） 。ノー トを読んで論理の進行を追えるか確かめてください。練習問題（計算問題、証明問息

間の目安
学修 ）を解くことは、理解の定着のためには必須の事項です。

パワーアップ確率統計（辻谷将明、和田武夫著）共立出版

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
籟
レポー ト，演習

゜゚ ゜゚
評 30" 

価 試験 70% 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項
理解度には個人差があるので，分からない部分は質問するなどして，自分の責任で解決してください。

傭考
連絡先は統括をしている福田のものになっています。

担当する教貝の連絡先が分かる場合はそちらに連絡してください。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授集形式

音メディア処理(AudioMedi a Processing) 

R212C300 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名古家賢一

必修／選択 2 2 • 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I fu ruya-ken i chi to i ta-u ac. j p 内線 7879 

授 l．授業の目的
業 現在，行声，行楽の行メディアはインターネッ ト上をコンテンツとして流通し，また，音声インタフェースとしても普及してきています。ここでは，汗メディアのコンピュ

の一夕上における表現およびその処理方法について学ぶことを目的とします。

概 2．カリキュラムに占める位置
蔓コンピュータ上で扱う廿メディアデータは数値の一種であり，その処理には数学に関連する基淀知識が必要となります。また，コンピュータにおける画像を含めたメディア

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンピュータに行メディアをどのようにディジタル化して取り込み，表現するかについて税明できる。

゜目標2 在メディア処理におけるフーリエ変換の意義およびその方法について悦明できる。

゜目標3 ディジタルフィルタを用いた簡単な在メディア処理について理解し，悦明できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l ifメディア処理とは

2 基本的な離散時間信号：パルス信号，正弦波償号，方形波信号

3 基本的な離散時間信号：加算操作，乗算操作，シフト操作，反転操作

4線形時不変システム・線形性，インバルス応答

5線形時不変システム：昼み込み

6離散時間フーリエ変換：｛言号の周波数分析

7離散時間フーリエ変換 ：スペクトログラム

8 中間試験，及びz変換

9 z変換と離散時間フーリエ変換の関係

10サンプリング

II離散時間LT!システムの表現

12離散時間LT!システムの性質

13ディジタルフィルタ ・FIRフィルタ， I IRフィルタ

14ディジタルフィルタ： フィルタの特性解析

15統計的｛言号処理

ラア A：知諜の定着・確認
〇授業中に理解度を確認するための試験，レポート課題あるいは演習問題

工そ
数理科学コース及び知能情報システムコースの講義連携である

lクB・意見の表現・交換 を課す。 夫の 特色を活かす

_ T 
C．応用志向

゜
他 ために，受講生がお互いに協力して理解を深めるグループ形式

ンイ の での助け合い演習を実施します。

グブ D：知謙の活用・創造

時間外学惰
準備 Web上の謂義資料を予習して来てください (!Sh)。

学修
の内容と瞬

事後 復習でWeb上の諄義資料を統み返し，内容を理解していってください。課題レポートを着実に提出していくこと (!Sh)間の目安
学修

適宜，資料を配布します。

教科書

より詳しく学習したい人は以下の図書を参考にしてください。

参考書 大賀，山崎，金田 ：音響システムとディジタル処理，コロナ社

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目樗 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績評中間試験 30" 

゜゚ ゜価 謀題レポート 201' 

゜゚ ゜の 期末試験 50~ 

゜゚ ゜方
法

及

び
評

価
劃

合

注意事項

備考
JABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育到達目標(A2),(A3), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験の

゜有無教只江の摯実秒 情報通信企業で通信会議システムの研究開発に従事 .. 
実務経験を

いか守内し容た彰企業においてどのように研究開発を行うかを経験をもとに紹介



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

基礎理工学PBL (Project-Based Learning in Fundamental Science and Technology) 

R212COOO 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生（取り纏め）．福田亮治（数理科学）．高見利也（知能情報）．長屋咎之 ・小西美積子

理工学部理工
（物理学）， 槌田雄二 （電気電子），本田拓朗 （機械工学），後藤雄治（知能機械），衣本太郎（生含

必修 2 2年
学科

後期 物質化学），北西滋 （地域環境），島津勝（建築学）

E-mai I iwa@o i ta-u.ac.jp (岩本） 内線 7806（岩本）

授 PBLとは， Project-BasedLearningの略であり，与えられた課題に対し，自らが考え，課題解決を行う学仕形態である。本講義は，これまで修得した理工学の基礎的な知謙

集 や考え方，各分野の専門的導入科目や専門教育で学修した知識や技術をもとに理工学分野の融合的礎を築くのが目的である。本謂義では，前半にイノベーション創造のた

の めのグループワークの手法を学ぶ。後半ではそれを用いて専攻分野の課題に1l!]しグループ単位で検討し，課題解決のための提案を行う。

概
蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1イノペーションのための手法を理解し．使うことができる。

゜゚
00  

目標2他者と協働して科学的な内容をふまえ，意思疎通をすることができる。

゜゚目標3 グループワークで他者と協調してチームの一只として活動することができる。

゜゚＇目標 4 目標4 グループワークの成果を適切に文章やプレゼンテーションにより発信することができる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1 （前半）授業ガイダンス ・前半の課題貌明

2 （前半）イノベーション対話ツール1 (KJ法，親和図の作成，キャッチコピー）

3 （前半）イノペーション対話ツール2 （バリューグラフ，強制連想法， 2X 2) 

4 （前半）前半中間発表資料作成，発表練習

5 （前半）中間発表，質疑応答

6 （前半）イノペーション対話ツール3 (SWOT分析，クロス分析， PEST分析，四面会議システム）

7 （前半）最終発表資料作成，発表練習

8 （前半）最終発表，質疑応答

9 （後半） PBLの概要，課題についての説明

10 （後半）課題の抽出と検討

11 （後半）課題検討結果の整理と課題解決 (1回目）

12 （後半）課題検討結果の整理と課題解決 (2回目）

13 （後半）課題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

14 （後半）プレゼンテーション資料の作成，発表練習

15 （後半）プレゼンテーションと総評

ラア
A・知諜の定着・確認 課題解決に必要なグループワークの手法を学び，それを基にしてグルー

工そ
lクB：意見の表現・交換

。ブワークにより課題の整理，討論，まとめ，発表を行う。 夫の
ー-ア-
C・応用志向

他
ンイ の
グブ D：知織の活用・創造

゜時間外学惰
準備 プレゼンテーション資料は，作成する時間が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (25h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考にレポートを作成のこと (5h)間の目安
学修

適時資料を配付する。

教科書

適時資料を配付する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション資料 501' 

゜゚ ゜゚価 プレゼンテーション内容 50% 

゜゚ ゜゚の

方
法
及

び
評

価

劉
プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション内容により総合的に評価する。
合

注意事項
ダイダンスで説明する。

備考
なし

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験の

゜右無教只江の鵬実務岩本光生：昭和62年4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの家霞製品の設計 ・開発業務に従事
実務経験を

い呑かdしプた彰大学だけでなく企業の視点から，グループ単位で課題について考え，発表することの重要性と，大学で身につけるべき素養についての助甘を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（ 分野） 授集形式

応用理工学PBL (Project-Based Learning in Applied Science and Technology) 

R213COOO 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生 （取り纏め）， 福田亮治（数理科学），高見利也（知能情報 ），長屋咎之 ・小西美積ヨ

理工学部理工
（物理学） ，片山健夫（電気電子），中江貴志 （機械国学）， 後藤雄治 （知能機械 ）， 衣本太郎（生6

必修 2 3年
学科

後期 物質化学），永野昌博（地域環境） ，島津勝（建築学）

E-mai I iwa@oita-u.ac.jp (岩本） 内線 7806（岩本 ）

授 応用理工学PBLは，基礎理工学PBLで修得したグループワーク手法や， 専攻分野に関するPBL(Project-Based Learning)形式の演習による実践的知諏をもとに，専攻以外の分

集 野のPBLを複数回学修することにより，理工学への応用的展開への道筋を確かなものとするための主体性を涵養する。

の

概
憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1専門知識 ・技能と分野を俯廠する視点を有し，これらを横断的 ・総合的に活用することができる。

゜目標2他者と協謂してチームの一只として活勤し．その成果を適切に文章やプレゼンテーションにより発償することができる。

゜目標3課題に対し，総合的な視点から他者と協働して課題解決に取り組み，解決方法を提案できる。

゜゚目標4 課題の解決のため主体的に取り組むことが出来る。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1授業ガイダンス，研究者倫理とは

2 第 1回PBL ガイダンス， PBL概要，課題設定

3 第1回PBL 課題の抽出と検討

4 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (1回目）

5 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (2回目）

6 第1回PBL 課題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

7 第1回PBL プレゼンテーション資料作成

8 第1回PBL プレゼンテーションと総評

9 第2回PBL ガイダンス，PB頃ぼ！，課題設定

10第2回PBL課題の抽出と検討

II第2回PBL課題検討結果の整理と課題解決 (1回目）

12第2回PBL課題検討結果の整理と謀題解決 (2回目）

13第2回PBL課題検討結果の整理と課題解決 (3回目）

14第2回PBLプレゼンテーション資料作成

15第2回PBLプレゼンテーションと総評

ラア
A• 知紐の定着・確認 グループワークにより課題の整理，肘論，まとめ，発表を行う。

工そ
外部企業などから，課題提供を頂き，これまで得た知識を基に

1クB：意見の表現・交換

゜
夫の 課題解決を図ることにより，大学での学びの重要性を自覚する

- T C•応用志向

゜
他ようにしている。

ンイ の
グブ D知鰈の活用・ 創造

゜時間外学惰
準傭 プレゼンテーション資料は，作成する時間が限られるため，時間外学習により完成させておくこと。 (25h) 

学修
の内容と時

事後 総評を参考にレポートを作成のこと (5h)
1111の目安

学修

適時資料を配付する。

教科書

適時資料を配付する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション資料 50% 

゜゚ ゜゚価 プレゼンテーション内容 50" 

゜゚ ゜゚の

方
法
及

び
評
価

： プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション内容により総合的に評価する。

注意事項
ガイダンスで悦明する

備考
なし

リンク
URL I 



担当教只c
実務経験u:0 
有無

教只江の摯実粒 岩本光生：昭和62年4月～平成2年 12月 ：（株）日立製作所家霞事業部で冷蔵庫などの家霞製品の設計 ・開発業務に従事

実務経験を
大学だけでなく企業の視点から，グループ単位で課題について考え，発表することの直要性と，大学で身につけるべき素養についての助言を行う。

いかした葱
守内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授集形式

技術者倫理(EngineeringEthics) 

R213C600 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

必修（数理科 理工学部蜀
氏名 吉川周二，紙名哲生，岩下拓哉，市来龍大， 山本隆栄，大津健史，井上高教

学，知能情報
2 3 

理科学，知侑
前期

．物理学運携 情報システム

，電気電 ，物理学連 E-mai I tyama@o i ta-u. ac. j p (山本）・ 内線 7777 (山本）

授 理工学部理工学科は，理工系分野の技術者，研究者，教育者として高い責任唸と倫理観を備え，自らの良心と良謙に従って行勲することのできる人材の育成を目指している

集。さらに理工的な知識に基づき，人類の福祉や地域社会に貢献できる人材も求められている。この授業では将来の科学技術を担う者として，技術が社会や自然に及ぼす影響

の や効果，及び技術者が社会に対して久っている責任について学び，自ら考え，技術者，研究者，教育者としての行動規範と責任への理解を深め，倫理的に自律性の互い人材

概 の育成を目指す。

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1理工学の倫理的な問題を，自ら考察し，分析する能力を持っている

゜゜目標2利害が反する考え方 ・視点が存在することを理解し，議論を通して意見の不一致を認めることができる 00  

目標3理工学的倫理慇を備え，謀題に対し倫理的責任感を持ちながら取組み，解決することができる 00  

目標4理工学倫理的問題に対して自分の意見 ・主張を適切な判断基準と共に， 口頭や文章で表現 ・発表できる 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l技術者倫理とは何か

2技術者と責任

3技術者と倫理

4技術者の行動規範1

5技術者の行動規範2

6技術者の行動規範3

7技術者と法律

8技術者の責任

9企業倫理と技術者倫理

10技術者にとって安全とは何か

11技術とリスク

12意志決定の事例

13国際社会における技術者倫理1

14国際社会における技術者倫理2

15倫理的意志決定

ラ ア
A．知I紐の定着 ・確認 〇提案された倫理的課題についてレポートを作成することにより理解を深

工そ
lク B•意見の表現・交換 る。 夫 の
ー-ア～ c：応用志向

゜
他

ンイ の
グ ブ D：知諜の活用 ・創造

゜時間外学り
準傭 テキストを読んでおくこと。 (3 0分）

学修
の内容と時

事後 レポートの作成 (90分）間の目安
学修

必要に応じ資料を配付する。

教科書

「技術者倫理」札野順編， （財）放送大学教育振興会， 2004年， （放送大学教材）

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 レポートおよびMoodleの理解度確認クイズ 100" 

゜゚ ゜゚価

の

方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項
なし

傭考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授婁形式

人工知能基磯(ArtificialIntel Ii、ence)
R212C301 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名高見利也

必修／選択 2 2 • 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I takam i-tosh i ya@o i ta-u ac. j p 内線 7880 

授 計算機に知的な振る算いをさせるために必要な基礎技術を扱う。まず人工知能の歴史を押さえた上で，基本的な要素技術として，状態空間の探索技術，知識表現と処理技術

集 ，推論技術，学習技術などの概要を学ぶ。

の

概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1人工知能技術の特徴及び適用分野に関して説明できる。

゜目標2主要な探索アルゴリズムを列挙できる。

゜゚目標3確率的生成モデルとその応用手法について悦明できる。

゜゚目標4主要な機械学習方式について、その動作原理を悦明できる。

゜目標5人工知能技術の発展方向，派生／新技術について概要を説明できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1人工知能とは何か、歴史

2探索(I)：状態空間表現

3 探索 (2)• 最適経路探索、ゲーム理綸

4確率(I)：条件付き確率、ベイズの理論

5確率（2) 確率的生成モデル、ナイープペイズ

6 計画と決定(!)・動的計画法

7計画と決定(2)：強化学習

8 中間試験

9状態推定（I).ベイズフィルタ

10状態推定（2) 粒子フィルタ

11学習と認識（I):クラスタリング、教師なし学習

12学習と認識(2)：パターン認識、教師あり学習

13学習と認識(3)・ニューラルネット

14自然言匝処理：形態素解析、単語と文章のペクトル表現

15知能と創発 ．実世界知能、人工生命、群知能

ラア
A：知識の定着 ・確認 〇毎回、講義の最後に小テストを実施し、習得した知臓の確認ができるよ

工そ
1ク B．意見の表現・交換

うにする。
夫の

-- 7 -
C．応用志向

他
ンイ の
グブ D：知識の活用・割造

準傭 テキストを事前に読んでおく (!Oh)。

時間外学と脩瞬i学修
の内容

事後 小テストで理解が不十分だったところを復習する(5h)。各授業回の内容に関連する話題について、参考書やインターネット等を利用して理解を深める(10h)。
間の目安

学修

谷口忠大「イラストで学ぶ 人工知能概論（改訂第2版）」謂餃社

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 40" 

゜゚ ゜
0 

価 期末試験 60" 

゜゚ ゜゚
0 

の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項

備考
JABEE「知能情報プログラムJ学習 ・教育到達目標(A3), (B2), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（ 分野） 授業形式

図学(DescriptiveGeometry) 

R241C600 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 濯 ・限 担当教員

氏名 竹之内 和樹

選択 2 1 • 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I zugaku. method a@gma i I. com 内線

授 二次元の対象物を二次元平ilii上に図形として表現する能力、逆に投影図で表された図形から対象物を二次元的に理解し解析 ・統合する能力は、グラフィックスリテラシーと

菓 呼ばれ、図を用いた、自分自身および協働する他者とのコミュニケーションに必須である。図学では、グラフィックスリテラシーの獲得のために、これまで定性的に眺めて

の いた三次元の物体や空間におけるそれらの位置や姿勢、さらに相互の関係を定泣的に理解して分析したり、表現したりできるようになることを目標とする。グラフィックリ

概 テラシーは、三次元の対象物の可視化や操作の代表的ツールであるCADシステムやCGの効率的な利用に有用であり、物理や数学などの科目での空間を理解する助けにもなる

憂 だろう．

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1投影の原理を理解し、 三次元空間内の点 ・線 ・面および立体を第三角法で表現できる。

゜
00  

目標2第三角法による点 ・線 ・面および立体の投影図から、 三次元空間における位置や広がり、形や姿勢を読み取れる。

゜
00  

目標3第三角法で示された点 ・線・面および立体について、副投影法、回転法および切断法による基本的な解析・統合が行える。

゜
00  

目標4軸測投影図の原理を理解し、作図法に基づいて立体を描いてコミュニケーショ ンに利用できる。

゜
00  

目標5透視投影図の原理を理解し、作図法に基づいて立体を描いてコミュニケーションに利用できる。

゜
00  

目標6

目標7

目憬8

目標9

目標10

授業の内容

1図形の認識と属性の表現。 投影の概念と正投影の原理および第三角法と投影図の配置。理解度確認演習。

2第三角法による点 ・線 ・平面の投影。理解度確認演習．

3視点と視方向の変更一投影面の追加。理解度確認演習。

4総合演習および課外演習．

5投影対象の姿勢変更一対象の直線のまわりの回転。理解度確認浪習。

6軸測投影。理解度確窮演習．

7透視投影。理解度確籾演習。

8総合演習および課外演習．

9副投影法一平面の端視と実形。理解度確認演習．

10副投影法一江線と平面の交点。理解度確認演習。

11回転法一逆問題、 不等角投影の軸測尺。理解度確窮演習。

12総合演習および課外課題。・

13切断法一旺線と平面、平面と平面の交わり。 理解度確認演習．

14立体の切断。理解度確詑演習。

15立体の展開。理解度確窮演習。

16総合演習および課外演習。

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

ラア A•知諜の定着 ・ 確認 〇諜外作図演習には、謂義内容を理解して取り組む発展的問題や空間 ・立
工そ
LIIS (Mood 1 e)の活用

lクB：意見の表現 ・交換
o体の幾何学やベクトルなどを活用する科目横断的な問題を含めている。 夫の

--T - c：応用志向
履修者間での議綸や教貝への質問などにより、自主的学習を行うことが 他

ンイ 要求される。 の
グ ブD．知諜の活用 ・創造

時閏外学修
準備 開講前に各回の講義内容に対応した教科書の範囲を示すので、使用教科書の講義範囲に必ず目を通した上で受講すること。授業は予習していることを前提に辻

学修 める。予習に要する時間は20分～30分程度である。
の内容と時

事後 開講日ごとに応用的内容を含む課外作図演習2枚を課す。解答時間の目安は1枚あたり30~45分程度である。問題配布から提出までに3日程度をとるので、履伯
間の目安

学修 者間での意見交換および教只への質問を積極的に行うとよい。次の開講日の第1限に解鋭するので、確実な理解を得て次の学習内容に進むこと。

松井・竹之内 • 他、 「始めて学ぶ図学と製図」、朝倉書店、ISBN978-4-254-23 I 32-8 C3053 

教科書

図学には、図形科学の幅広い分野への発展をホした多くの良著がある。図学に興味を持ち、より深く学習したい場合は、担当教只に尋ねること。

参考書



成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
理解度確認諜題 [12回］

゜
評 40% 

゜゚ ゜゚価 総合演習[4回］ 30% 

゜゚ ゜゚ ゜の課外諜題 [4回］ 30% 

゜゚ ゜゚ ゜方

法

及

び

評

価

割
成績は、 各時間の取り組み［理解度確認演習］ 40%、学習内容の理解の深化 ［総合演習および課外課題］ 60％を目安として総合的に評価する。
合
指定された用具を正しく使用せず、正確さと図の見やすさとからなる 「図の品質」を確保できていない作図課題は、評価の対象としない。

注意事項
初回から作図用具 (0.5mm ・ 0. 3mm芯のシャープベンシル、2枚組三角定規、コンバス）および下敷きを使用する。

傭考
課外課題の提出先 ・方法はMoodleで指示する。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

波動と光(Waveand I i ght) 

R241C803 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名岩下拓哉

必修／選択 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I ti wash i taOo i ta-u ac j p 内線 7950 

授 振動、波動現象について物理的基礎概念を学ぶ。水の波、行、光、電磁波、地震など身近に見られる振動や波動を統一的に理解することを目的とする。力学で学んだ運動方

集 程式の応用として振勤する物体や媒質の運動を方程式で表して解を求めていく。音や光についてはそれぞれに特徴的な現象、回折、干渉、うなり等についても言及する。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1単振動について甚本的性質を理解し、 一般の振動が多数の単振動の重ね合わせであること理解する。

゜目標2連続的な物体である弦、棒、流体中を伝わる波勤を波動方程式で表現し、その解を求めることが出来る。

゜目標3振勤．波動現象とフーリエ変換の関係性を理解することができる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1単振動

2減衰振勁 (1) ：減衰振動の一般的解法

3減衰振勤 (2) ：減衰振動の基本的特性

4強制振動

5共咀とエネルギー散逸

6多粒子の振動 (1) : 2素子結合系における連成振勤 ヽ

7多粒子の振動（2) :うなり

8多粒子の振動 (3) ：多自由度の連成振動と分散関係

9弦の振勲と波動方程式

JO 1次元の波 (1) ：進行波と群速度

11 1次元の波 (2) ：反射波と透過波，波の分散

12フーリエ変換 (1) ・波束とフーリエ変換

13フーリエ変換 (2) ：フーリエ変換と数値計算

14フーリエ変換 (3) ：フーリエ変換を用いた信号解析

15磁波・光の回折，干渉

ラア
A．知諜の定着・確認 〇適宜レポー ト課題を課す。授業で理解度確認アンケー トを行う。オンデ

工そ

1クB：意見の表現・交換
マンド型の講義動画で事後学習を進める

夫の
ー...ア・・・
c：応用志向 他

ンイ の
グブ D•知織の活用 ・ 創造

時間外学修
準傭 教科書の内容を事前に読んでおく (15h)。

学修
の内容と時

事後 授業の内容を基に、授業内容の復習や、指ホされた演習問題に取り組むことが求められます(45h)。
間の目安

学修

振動 ・波動 小形正男著（裳華房） 1999年

教科書

振動と波動 吉岡大二郎（東京大学出版会） 2005年

参考書 物理のための数学（和田三樹著、岩波書店出版） 1997年

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 授業において課す課題 20% 

゜゚ ゜価 期末試験 8"‘ 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項
受講生の講義に対する積極性を高く評価する。また期末試験に含まれる中等教育の数学および物理の内容において成績が十分でない場合は単位取得が困難である。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（ 分野） 授集形式

機械工学概譲(Introductionto Mechanical Engineering) 

R242C900 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名加藤議隆

選択 2 2 • 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ykatoOo i ta-u ac j p 内線 6064 

授 この科目のねらいは、携械工学の中心となる材料力学 ・流体工学 ・熟工学 ・槻械力学の入門的な内容に触れつつ，単位や計算の取り扱いや微分や積分で記述された式の解釈

集 が可能になることで、受謂者が自然科学の幅広い分野における知識の修得や槻械システムに関する専門分野における知識および技術の作得し、また収集した情報を整理して

の 活用する能力を培うことである。低温度差スターリングエンジンを例に、 「回転軸の出力」 「流路での損失」 「構成部品の剛性J 「クランク様構の連接樟にヒ゜ストンビン

概 の加速度と連接棒の回転による慣性力および向心力が作用する」について悦明を行う

蔓

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1機械工学に関る範囲内で、微分や積分の利用ができる。

゜目標2機械工学に関る範囲内で、次元の考慮ができる。

゜目標3機械工学に関る範囲内で、適切な有効数値の判断ができる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1計算過程の書き方，有効数字，＝角関数，単位や次元

2計算過程の書き方，有効数字，三角関数，単位や次元

3三角関数，単位や次元，積分と確かめ算

4 ＝角関数，単位や次元，積分と確かめ算

5積分，微分

6微分

7微分，公差

8 中間試験，積分（繰り返し計算）

9積分を使って式で表現する

10積分範囲

11重積分

12微分と積分を用いて現象を表現する

13不連続な積分範囲

14平面運勤（微分，行列，ベクトル）

15平面運動（微分，行列，ベクトル）

ラア A•知謙の定着・確認 〇授業は期末試験を除き15回行います。小テストもしくはグループでの演
工そ
受講者は基本的に毎回解答用紙（回答用紙）の提出が求められ

1クB．意見の表現・交換
習を課します． 夫の ます．授業中の演習問題の取り組みと成績評価の間には，正の

- 7 c：応用志向 他 相関関係があります。
ンイ の
グブ D•知謙の活用·創造

時間外学惰
準備 前の授業の復習 (2th).普通科の高等学校で扱う程度の物理および数学の内容が定看していない受講者は，別途更に復習が必要です。

学修
の内容と時

事後 演習問題の反復練習 (22h)．より多様な演習問題を希望する場合は、工業力学の 「慣性モーメン トjや材料力学の 「断面一次モーメント」など形状毎に教禾間の目安
学修 書で一覧表示されているものを自力で計算し、教科書と同じ解が導く練習を提案する。ただし、反復練習は理解を助けるものではありません。

指定しません。必要に応じて資料を提供します。

教科書

加藤義陸著， 15時間で糀む「機械工学の微分と積分」： Introductionto mechanical engineering in Japanese, llylSBNーデザインエッグ社 (2021)

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 451' 

゜価 中間試験 55% 

゜゚の
方

法
及

び
評
価

割
総合的な評価は60点以上で合格ラインです。試験では、関数霞卓と電卓を使用する。電卓以外の霞子機器の利用は記めない．状況によっては、予告無しに、毎回の授業の
合
提出物が成績評価の対象となる可能性がある。

高等の数学や物理の知識が不十分な受講者は教科書等を参照することが推奨される 毎回の提出物の内容は，基本的に，一人一人個別にコメントが返されることは
注意事項 無く，受講者全只に対するコメントに反映される授業中に関数霞卓が必要な場合がある．講義終了後の資料配布は原則行われない．

授業は下記の書藉に沿って進行する予定です．
備考 加藤義隆著 15時間で醗む「機械工学の微分と積分」 ：Introductionto mechanical engineering in Japanese, MyISBNーデザインエッグ社 (2021)

リンク
一部の内容は担当者のウェプサイトに類似問題の解答例と解税が公開されている。

URL https://www. mech. oita-u ac. jp/lab/netu/kato/katol. html 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】／（分野） 授業形式

科学英籍表現法(AdvancedEnglish for Engineer in& and Science Study) 

R243C501 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名園井千音、佐々木朱美、大谷英理果

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I chi neOo i ta-u. ac j p（園井）． akemi saOo i ta-u ac j p（佐々 木）． o-eri ka@o i ta-u ac. j p（大谷）

授 理工学部の高学年次にふさわしい知的言匝運用力、この習得に必要な専門的知識、 科学と社会的文化的関連について英託で学ぶ。また科学や社会、文化の総合的内容を英栢

集 で餅みまた、 それについて論理的に思考することができる。英話の文法的知識、梧彙、発行などについて知織を得、それらを運用し自分の意思を正確に伝達することができ

の る。英語による広く深い知諏を習得することを目的とする。

概

蔓

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1科学、また科学と社会的文化的背景について英託で読むことができる。 00  

゜゚目標2英話により自分の考えを粍すことができる。 00  00  

゜目標3英語によ り論理的にエッセイ作成をすることができる。 00  

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1イントロダクション

2英文エッセイ読解 (1)

3英文エッセイ院解 (2)

4英文エッセイに閲する英匝による意見表現 (1)

5英文エッセイに開する英栢による意見表現 (2)

6英文エッセイ読解 (3)

7英文エッセイ読解 (4)

8英文エッセイに関する英栢による意見表現(3)

9英文エッセイに関する英語による意見表現(4)

10英文エッセイ読解 (5)

11 英文エッセイ貌解(6)

12英文エッセイに関する英栢による意見表現(5)

13英文エッセイに1!1lする英栢による意見表現 (6)

14復習とまとめ (1)!Ii彙 ・文法 給合的復習

15復習とまとめ (2)英作文もしくは意見発表

ラア A：知紐の定着・確認
0英話の辞書活用に慣れること。英話表現の特徴について日本話表現との

工そ
図書館における資料検索などの実施 自由な作文課題を選ぶ

1クB，意見の表現・交換
。違いについて常に認識すること。各講義において、 ペアワーク、ディス 夫の

--T - c：応用志向 カ゚ッションなどを通して、より英栢栢彙力の多い英語読解と論文作成を 他

ンイ 実践する。 の
グブ 〇：知織の活用・創造

゜時間外学修
準傭 各主題のテキス トや参考資料について必要に応じて予習する (15h・学期合計）各主題の英匝エッセイや作文内容についてより詳しい情報を必要に応じて収負

学修 する (15h：学期合計）
の内容と時

事後 各主題のテキストや参考資料について話彙、英匝内容について復習 (15h．学期合計）各主題の英栢作文や英粍院解についての課題を完成させる (15h：学期合間の目安
学修 計）

講義で指示する。

教科書

講義で指ホする。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
英語による作文小課題

゜゚ ゜
評 30% 

価 英語によるディスカッション 10% 

゜゚ ゜の総まとめ筆記試験 60~ 

゜゚ ゜方
法

及

び
評
価

劉

合

注意事項
なし。

傭考
なし．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題］／（分野） 授集形式

インターンシッブA(Internship A) 

R242C630 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名岩本光生

｀ 選択 I 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I i waOo i ta-u. ac j p 内繰 7806 

授 実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

集 を認諏する。また、繊業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学條の方向性への示唆や職業遺択を行う場合に必要な自分の適性や粒種についての理解を

の 深める。

概

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来職業人として活躍するための方法論や戟業選択を行うための経験を行む。 00  00  00  
目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1企業、官公庁等の実際の諜場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い、

2 .実際の業務の流れはどのようになっているか

3 .識湯では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知識、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6なお、企業等へ派遣される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア A．知鰈の定着・確認
O実際の織場による研條により、自ら考え行動する力を育む。

工そ
・事前研修会の実施

1クB：意見の表現 ・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

- T c：応用志向

゜
他 ・研修報告書の作成

ン イ の
グブ 0•知謙の活用・ 創造

゜時間外学修
準備 事前研究会を基にした、事前準傭 (7. 5時間）

学修
の内容と時

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (7. 5時間）間の目安
学修

必要に応じてプリントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 実習先による評価 100% 

゜価

の
方

法
及

び
評

価
割

合

注意事項
• 学生保険に必ず加入のこと
• 安全に注意すること

傭考

リンク
URL I 



担当教貝(f,

実務経験IT.

゜右縄：教只の実さ
岩本光生：昭和62年 4月～平成2年 12月 ，（株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

峯蛉

教只以外て

指導に関t

゜る者実の務有経無葛

教只以外<T.

指導に関わ 実習先の企業 ・行政の戟湯の担当者 ：実習を通して実務を体験する。

る実務者経舅

実務経験を

いかした麹 実際の企業での様務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。

古内容



ナンパリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授業形式

インターンシッブB(InternshipB) 

R243C630 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

氏名岩本光生

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I iwa@oita-uac.jp 内練 7806 

授 実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との防わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

業 を認説する。また、謀業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学修の方向性への示唆や職業選択を行う場合に必要な自分の適性や殿種についての理解を

の 深める。

概

夏

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来謙業人として活蘊するための方法論や諜業選択を行うための経験を育む。 00  00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1企業、官公庁等の実際の粒場において夏季休業中に4週間以上の実習を行い、

2 .実際の業務の流れはどのようになっているか

3 ・職場では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知識、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6 なお、企業等へ派遣される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A．知謙の定着・確認 〇実際の職場による研修により、 自ら考え行動する力を育む。

工そ
・事前研修会の実施

1ク 8：意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

--T -
C•応用志向

゜
他 ・研修報告書の作成

ンイ の

グブ D•知謙の活用・創造

゜時間外学惰
準傭 事前研究会を基にした、事前準傭 (15時間）

学修
の内容と脱

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (15時間）
間の目安

学修

必要に応じてプリントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書 ． 

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
評 実習先による評価 100% 

゜価

の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
・学生保険に必ず加入のこと

• 安全に注意すること

傭考

リンク
URL I 



担当教且c
実務経験c

゜右無教只よの幽実召 岩本光生 ・昭和62年4月～平成2年 12月 （株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知謙を基礎とした応用製品の開発を担当
教只以外て

指導に関わ

゜る実務経扇

者の有無

教且以外(T,

指導に関わ 実習先の企業 ・行政の織湯の担当者 ．実習を通して実務を体験する。

る実務経慰
者

実務経験吝

い古か内したテ乾実際の企業での謙務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（分野） 授業形式

起業家養成講座(Entrepreneursh i p Training) 

R291C600 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名氏家訳司 ・江藤真由美

選択 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I seuj i iefoita-u.ac.jp 内線 7903 

授 次代の担い手となる若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する講義を行う．企業研究を行い．企業経営や戦略について理解し，実際に事業計画を立て．理解を深める．

業
の

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1起業に必要となる企業経営に関する基礎知識や考え方について体系的に理解し，習得する。 00  

目標2実際の起業の例について，学び，検討するとともに，その概要を理解し，身につける． 00  

゜目標3起業を想定した事業計画をグループで実際に作成し，餃明できるようになる． 00  00  00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目檬10

授集の内容

1創業の基礎知識に関する講義

2県内起業家 ・経営支援者等を招いた講話等

3県内起業家・経営支援者等を招いた講話等

4企業研究（講義，討論等）

5企業研究（謂義，討論等）

6企業研究（謂義，討論等）

7企業研究（謂義，討論等）

8企業研究（講義，討論等）

9事業計画作成の基礎を学ぶ謂義

10事業計画の検討に係るワーク

11事業計画の検討に係るワーク

12事業計画の検討に係るワーク 事業計画の概要発表

13事業計画の概要発表

14事業計画の概要発表

15産学連携の瓜要性

ラア A知様の定着・確認
〇意見交換，事業計面の立案演習，プレゼンテーションと意見交換

工そ
授業は外部講師（専門家等）との連携で行う．

1クB意見の表現 ・交換

゜
夫の

--T - c：応用志向 他

ンイ の
グブ D：知靡の活用・創造

゜時間外学修
準傭 事業計画書立案のための情報収集および事業計画書作成を行う．（15h)

学修
の内容と時

事後 授業の内容を復習し，事業計画書作成に役立てる．（!Sh)間の目安
学修

資料を配布する

教科書

参考書を指定しない．

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚
評 演習 10% 

価 事業計面書作成 40" 

゜゚の プレゼンテーション 50% 

゜方
法

及

び
評

価
割

合

講義は集中的に行う，
注意事項 開講日は6月～8月の中で3~4日間（できるだけ連続になるように日程を組む）となる予定．

備考
本講義の受講生が，ピジネスプランに関するコンテストで，賞を獲得している．

リンク
URL I 



企業経営指導を行っている中小企業診断士の方に事業計画書作成指導などを分担してもらう．

1財務，会計，経営，事業計画など企業運営についての指導経験をもとに事業計画書の作成指導を行う



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

情藉科学A(lnformationScience A) 

R211S200 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名大隈ひとみ・池部実

必修 2 1年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 コンピュータのハードウェアと ソフ トウェアの仕組みや動作原理，コンビュータ内部での情報の表現方法を理解する。また，情報化された現代社会において欠かせないツー

業 ルとなったインターネットの仕組みやサーピスを理解し，インターネットを安全に利用する上での基礎知識とマナーを身につける。さらに，プログラミング演習では，プロ

の グラミングの基本的な考え方を理解し，様々な情報がコンピュータによってどのよ うに処理されていくのかを体験的に学習する。

概
蔓

具体的な到達目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンビュータの動作原理を税明できる。

゜゚目標2 コンビュータによる情報処理において必要な基礎的概念を貌明できる。

゜゚目標3正しく情報機器を操作し，情報を活用することができる。

゜゚目標4初歩的なプログラミングができる。

゜゚目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1情報科学とは

2 コンピュータの仕組み 1 （コンピュータの構成）

3 コンピュータの仕組み2 （内部表現）

4インターネッ トの仕組みとサーピス

5インターネッ トのマナー ・セキュリティ

6基礎プログラミング（初めてのプログラム）

7基礎プログラミング（変数と計算）

8基礎プログラミング（条件分岐）

9基礎プログラミング（繰り返し1)

10基礎プログラミング（繰り返し2)

II応用プログラミング（イベント処理1)

12応用プログラミング（グラフィック）

13応用プログラミング（乱数）

14応用プログラミング（イベント処理2)

15まとめ

ラア A知紐の定着 ・確認
〇毎回，授業内容に関連する演習問題に取り組んでもらう。また，必要に

工そ
UtSの活用

1クB．意見の表現・交換
応じてレポートを課す。 夫の

--T  ... 

c：応用志向 他
ンイ の
グブ 0．知紐の活用・創造

゜準傭 授業の資料を確認し，必要に応じて予習する (15h)。 ' 
時間外学修 学修
の内容と時

事後 演習や小テストの復習をする (15h)。バソコン実習は積み菰ね式の授業構成になっているので，授業時間内に演習問題が完成しなかった湯合や，やむをえ1間の目安
学修 欠席した場合は，次回までに自習して補っておく (15h)。

授業中に適宜資料を配布する。

教科書

授業中に適宜紹介する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
課題レポート

゜゚ ゜゚
評 50" 

価 各回の演習や小テスト 50% 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び
評
価

割

合

注意事項
バソコン実習は積み直ね式の授業構成になっているので，授業時間内に演習問題が完成しなかった場合や，やむをえず欠席した場合は，次回までに自習して補って

おくこと。

備考
受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。

中一種免 「数学」、高一種免 「数学」 、嵩一種免 「情報J指定科目。JABEE「知能情報プログラム」学習・教育目標(A3), (83), (C2, 3), (DI), (dl, d2)関連科目。

リンク
なし

URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授業形式

情報科学B(InformationScience B) 

R211S201 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名大隈ひとみ・中島械
ヽ

必修 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内練

授 コンピュータで問題を解くには，プログフムが必要である。プログラムは，計算手続きとしてのアルゴリズムとデータの構造を定め，これらをコンビュータの言語（言葉）

集に翻訳すると出来上がる。この翻訳の過程がプログラミングである。大切なのは，特定の数字や文字列等の具体的な値が組み入れられた特定のプログラムではなく，どのよ

の うな値が組み入れられても問題を解くことができるようなアルゴリズムを設計することである。この授業では，代表的なアルゴリズムとデータ構造の学修を通して，問題触

概 決のためのアルゴリズム的思考を身につける。

夏

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1簡潔で効率的なアルゴリズムの重要性を認識し，その性能を比較，評価できる。

゜゚目標2整列アルゴリズムなど基本的アルゴリズムを理解し，実際の勤作をシミュレートできる。

゜゚目標3具体的な問題に応じた適切なアルゴリズムとデータ構造を選択できる。

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

l計算とアルゴリズム

2アルゴリズムの例

3アルゴリズムの評価指標

4データ構造1 （リスト，スタック，キュー）

5データ構造2 （グラフと木）

6データ構造3 （集合）

7探索アルゴリズム 1 （探索木）

8探索アルゴリズム 2 （探索木の操作）

9探索アルゴリズム3 （ハッシュ）

10整列アルゴリズム 1 （単純なソート法）

11整列アルゴリズム2 （高速なソート法）

12整列アルゴリズム3 （比較によらないソート法）

13整列アルゴリズム4 （ソー トの計算量）

14問題解決のためのアルゴリズム設計

15まとめ

ラア A：知謀の定着 ・確認
〇毎回，授業内容に関連する演習問題に取り組んでもらう。また，必要に

工そ
UiSの活用

lクB：意見の表現・交換
・応じてレポートを課す。 夫の

＿アc：応用志向 他
ンイ の
グブ D．知諜の活用 ・創造

゜時間外学修
準傭 授業の資料を確認し，必要に応じて予習する (15h)．

学修
の内容と時

事後 授業内容について，演習や小テストを用いて復習する (30h).闇の目安
学修

， 

授業中に適宜資料を配布する。

教科書

授業中に適宜紹介する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 70% 

゜゚ ゜価各回の演習や小テスト 30% 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
債i
割

合

注意事項
なし

受講生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。
備考 中一種免 「数学」、高一種免「数学」、高一種免 「情報J指定科目． JABEE「知能情報プログラム」学習・教百目標(A3), (di)関連科目．

リンク
なし

URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

情報科学B展望(AdvancedInformation Se i enee B) 

R211S202 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教日

氏名大隈 ひとみ・高見利也

必修 2 1年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I 内線

授 コンピュータを効果的に活用するために必要な知謙や実践的な技術を身につけることを目指す。具体的には，コンビュータや周辺機器の仕組みと槻能を学び，プログラム開

集 発を行う上で必要となる操作方法を習得する。さらに．プログラミング演習を通じて，基礎的なコードの記述方法とデバッグの技能を体得し，問題を解くための手順を組み

の 立てる力を培うとともに，情報を効率的に処理し，コンピュータを効果的に活用する技術を学ぶ。

概

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンピュータと周辺機器の仕組みと機能を説明できる。

゜゚目標2 コンビュータの基本的な操作ができ，場面に応じてアプリケーションを活用できる。

゜゚目標3 問題を解決するための手順を組み立て，プログラムを作成できる。

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1 コンピュータの各装置の役割と基本操作

2 プログラムとプログラミング言語

3 変数と算術演算

4 文字列

5 基本構造1く逐次．分岐，反復＞

6 基本構造2く迂次，分岐，反復＞

7 リスト（配列）の基本

8 リスト（配列）の操作

9 関数の基本

10関数の操作

11応用プログラミング1くモジュール，ファイル操作，グラフィック，ライプラリなど＞

12応用プログラミング2くモジュール，ファイル操作，グラフィック，ライプラリなど＞

13応用プログラミング3くモジュール，ファイル操作，グラフィック，ライブラリなど＞

14応用プログラミング4くモジュール，ファイル操作，グラフィック，ライプラリなど＞

15まとめ

ラア A：知諜の定着・確認
〇毎回，授業内容に関連する演習問題に取り組んでもらう。また，必要に

工そ
ulSの活用

lクB：意見の表現・交換
応じてレポートを課す。

夫の
ーアc：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知織の活用 ・創造

゜時間外学修
準傭 授業の資料を確認し，必要に応じて予習する (15h)。

学修
の内容と時

事後 演習や小テストの復習をする (15h)。バソコン実習は積み重ね式の授業構成になっているので，授業時間内に演習問題が完成しなかった場合や，やむをえす
間の目安

学修 欠席した坦合は，次回までに自習して補っておく (15h)。

授業中に適宜資料を配布する。

教科書

授業中に適宜紹介する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 5~ 

゜゚ ゜価 各回の演習や小テスト 50% 

゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

劃

合

パソコン実習は積み重ね式の授業構成になっているので，授業時間内に演習問題が完成しなかった揚合や，やむをえず欠席した場合は，次回までに自習して補って
注意事項 おくこと。

受讀生の予備知識，理解度，関心の度合いによっては，授業内容に挙げた項目，順序，程度を変更することがあります。
傭考 中一種免 「数学」、高一種免 「数学」、高一種免「情報」指定科目。JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標(A3), (83), (C2), (Dl), (dl), (d2)関連科目。

リンク
なし

URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

プログラミング濱習(ProgrammingLaboratory) 

R212S210 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名高見利也 ・ 池部実 ・ 大城英裕·賀川 経夫•佐藤慶三

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I (takami-toshiya, minoru, ohki, t-kagawa, k-sato}@oita-u.ac.jp 内繰

授 「情報科学A」および「情報科学B展望Jで学んだプログラミングの基礎にもとづき計算機の代表的なプログラミング言栢であるC言語の基礎を学ぶ演習科目である。

業本演習では， C言話の基本構文，基本データ構造，モジュール化，構造化プログラミングの概念といった手続き型プログラミングの基本概念を学び， Cプログラムの作成，フ

の アイルの構成と換作，コンバイル，実行を含む計算機操作法を習得する。さらに，メモリ，変数，配列，ポインタ変数，関数，変数スコープ，動的メモリ，構造体，入出力

概 の基本概念の理解を深め， I情報科学BJおよび「情報構造論」で学んだアルゴリズムをプログラムとして実現できるようにする。実際にプログラムを自分で書くことによ

蔓 り，より「よい」プログラムに関する理解とその作成能力を養う。

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1C言語の基本的な構文を用いてプログラムを独力で作成・実行・デバッグすることができる

゜目標2与えられたアルゴリズムをもとにCプログラムを独力で作成し，注釈などによってプログラム仕様を簡潔かつ簡潔に記述できる

゜目標3基本データ構造と従来から開発されてきたアルゴリズムをプログラムとして作成 ・実行 ・デバッグすることができる

゜目標4演習で求められている問題内容と解決法，プログラムの仕様，実行結果を論理的に記述できる

゜゜目標5作成者以外の人が容品に理解でき，かつ効率よく動作するプログラムの設計し，実装できる

゜目標6 プログラムの設計 ・作成 ・テス トの計画を企画立案し，その工程に沿って期間内に遂行できる

゜目標7複数人で協力して1つの応用プログラムを開発できる

゜目標8

目標9

目標10

授業の内容

1計算機操作法とCプログラミングの基礎

2変数とデータ型，計算と式と演算子

3処理の制御（I)分岐， if, switch 

4処理の制御(2)反復， while, for 

5配列と文字列

6 ファイル入出力，プリプロセッサ

7関数の基礎

8 関数の引数と配列

9 ポインタの基礎

10構造体

11計算機の内部構造と変数，変数スコープ

12変数とメモリ

13配列とメモリ

14関数の引数とポインタ

15動的メモリ割り当て

16構造体と配列，ポインタ

17グループ課題（1)単体テス ト

18グループ課題（2)結合テスト

19プログラミングとデータ構造

20 リスト構造（I)ポインタを用いたリスト構造

21 リスト構造（2) リスト構造におけるデータの追加，削除，出力

22 スタックとキュー

23 ハッシュ（I)配列を用いた内部ハッシュ，ハッシュ関数

24 ハッシュ（2)ハッシュを用いた入カデータの探索

25 2分探索木（I)数値データにもとづく2分探索木

26 2分探索木(2)2分探索木におけるノードの削除

27 ソーティング（I)挿入ソート，クイックソート

28 ソーティング（2)多頂ソートと所要時間計算

29 文字列探索(I)文字列探索アルゴリズム，大文字・小文字の違いを考慮した探索

30 文字列探索（2)探索文字列の出現箇所出力

ラア A．知謙の定着 ・確認

゜
工そ
実際の計算機を用いて演習諜題に取り組む。

IクB：意見の表現・交換 夫の
ーア C．応用志向

他

ンイ の
グブ 〇：知紐の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書や資料を読む(30h)

学修
の内容と時

事後 教科書や資料を参考にして，演習問題に取り資且む内容を復習する(30h)間の目安
学修

太田直哉，コンビュータの原理から学ぶプログラミング言語C,共立出版， 2021

教科書 演習内容を理解するための資料を学習支援システム上で適宜配布する

(1) Brian W．カーニハン， DM.リッチー，石田晴久（訳），プログフミング言栢C-ANSI規格準拠ー第2版，共立出版， 1989年

参考書 (2)茨木俊秀， Cによるアルゴリズムとデータ構造改訂2版，オーム社， 2014

他の参考書 ・参考資料については適宜紹介する。



成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポー ト課題 50% 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜価 試験 50" 

゜゚ ゜の

方

法

及

び
評

価

劉

合

注意事項

備考
教且免許「情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3).(83). (C2, 3). (DJ). (di). (d2)関連科目．

リンク
URL I 

担当教Rの
実務経験の

゜右聟教只の実務 佐藤 ．計測制御分野におけるソフ トウェア開発および技術謂査
、騎

実務経験た懃を佐藤 ：企業でのソフ トウェア開発および技術謂査の経験をもとに，既存のプログラムの院解，あらたに記述するプログラムの基本設計，アルゴリズムの応用に関す
いかし
t内容 る知識を収集する手段等について，コーチングに基づく指導を行う。



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】 ／（ 分野） 授業形式
応用数学A(App I i ed Mathemat i es A) 

R212S108 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名吉川周二

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I yosh i kawa@o i ta-u. ac j p 内線 6150 

授 数値解析は数学的詫問題を数値的に計算するための手法や、それに伴って生じる誤差を評価する学問である。本講義では種々の問題に対する数価解法とその誤差 ・収束評価

菓 など数値解析にあらわれる全般的な話題について概観する。ここで紹介する結果の多くは微積分や線形代数の基本的事項で証明できる。この授業のねらいは数値解析を通じ

の て応用に対する視点を涵養するとともに、これまでに学んだ微積分や線形代数がどのように応用されるのかを知ることでこれらの理諭の再確窮を促し理解を深めることであ

概 る。

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1非線形方程式の数憧解法について貌明ができる。

゜゚目標2数値積分と補間多項式について説明ができる。

゜゚目標3連立一次方程式の数値解法について悦明ができる。

゜゚目標4 常微分方程式の数値解法について税明ができる。

゜゚目標5授業の中で説明した数俯計算の概念 ・手法について説明できる。

゜゚目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

漫業の内容

1数値計算の背後にある数学 ：数値計算における数学の必要性

2非線形方程式に対する反復法 ：ニュー トン法のアルゴリズム

3非線形方程式に対する反復法・ニュートン法の収束、多変数のニュートン法

4補間と数値積分複合中点公式、復合台形公式、複合シンプソン公式

5補間と数値積分 ：ラグランジュ補間多項式

6連立一次方程式の肛接解法・ガウスの消去法、 LU分解

7連立方程式の反復解法 ：ガウス ・ザイデル法、 SOR法

8 中間試験

9 常微分方程式の数値解法：常微分方程式の復習とオイラー法のアルゴリズムと収束

10常微分方程式の数値解法： Iレンゲ ・クッタ法のアルゴリズムと収束

11常微分方程式の数値解法：常微分方程式系の数値解法、構造保存数値解法

12浮動小数点数：浮動小数点数の仕組みと問題

13計算量数値解法の計算量の評価

14偏微分方程式の数値解法：差分法の基礎

15偏微分方程式の数値解法 ：有限要素法の基礎

ラア A：知諜の定着 ・確認
Oほぽ毎回演習の時間を割き内容の理解を深める。レポー ト作成のための

工そ
LltS (I.toodle)の活用。

lクB：意見の表現・交換 情報収集。 夫の
- 7 c：応用志向 他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜準傭 予習 (15h)
時間外学修 学修
の内容と時

事後 復習および演習問題の解答の確窮 (30h)間の目安
学修

齊藤立ー「数値解析（共立講座数学探求）」（共立出版）、 2017年

教科書

齊藤立ー「数値解析入門」（東京大学出版）、 2012年

参考書 山本哲朗 「数値解析入門」 （サイエンス社）、 2003年

森正武 r数値解析［第2版］」 （共立出版）、 2002年

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 30% 

゜゚ ゜価 期末試験 30% 

゜゚の

方
演習・レポート 40% 

゜゚ ゜゚ ゜法

及

び
評

価

割
上記で合計60％以上を単位取得の条件とする。
合

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授業形式

幾何学A(Geometry A) 

R212S107 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教R
氏名 内田俊

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I shunuch i da@o i ta-u. ac. j p 内線 7867 

授 現代数学の基礎概念である論理，集合，関数（写像），同値 ・順序関係の定義 ・用託，及びこれらの操作 ・証明方法について学ぶ。また学んだ知識をベースに，ユークリッ

業 ド空間における集合の幾何学的性質，及びグラフ理論について解餃する。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1論理 ・ 集合•関数（写像） ・同値・顛序関係といった現代数学の基礎知識を説明できるようになる。 00  
目標2命題と論理記号について理解し，数学的な問題設定やその証明ができるようになる。

゜゚
00  

目標3集合とその上に定義される二項． n項関係について理解し，これらを用いた数理モデルの設定ができるようになる。

゜゚
00  

目標4 論理 ・ 集合 •関数（写位） ・同値・顛序関係の知織を，幾何学・離散数学へ応用できるようになる。

゜゚
00  

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9 ， 

目標10

浸業の内容

1論理l：命題，論理記号

2論理2．論理記号，述栢，論理式

3論理3：論理式，証明

4集合1：集合，集合演算

5集合2 集合演算，集合族，江積集合

6 関数1：全射，単射，合成関数，逆関数

7 関数2 集合の大きさ，濃度

8 関係1 n項関係

9 関係2:関係の性質，閉包

10同俯関係1.同値関係

II同値関係2：同値類，商集合

12順序関係1：順序関係，順序集合，全順序

13穎序関係2:ハッセ図，極大，極小，束

14まとめ1 （ユークリッド空間） ：ノルム，距離，開集合・閉集合，凸集合

15まとめ2 （グラフ理論） ：有向グラフ，連結性，隣接行列，無向グラフ，木，全域木，根付き木，グラフの探索と探索木，顛序木，順序木の探索

ラア
A：知謙の定着・確認 O レポート課題（全2回を予定）を出題し．知識の定着度を確認する。ま

工そ
Moodle上で講義レジュメを配布する。

1ク B•意見の表現・交換 た，講義内容の応用として，幾何学 ・グラフ理論の初歩についても解餃 夫の
＿ア
C．応用志向 す゚る。

他
ンイ の
グブ 〇：知謙の活用 ・割造

準傭 テキスト ・レジュメを中心に内容の確認を行う（各回 0.Sh) 
時間外学修 学修
の内容と時

事後 講義ノート，レジュメの内容を確認し，講義内容を復習する（各回 lh)
間の目安

学修

横森貴・小林聡：基礎情報数学，サイエンス社 (ISBN:978-4-7819-1207-3) 

教科書

Mood le上で講義レジュメを配布する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 30'.lli 

゜゚ ゜゚価 期末テスト 70% 

゜゚ ゜゚の

方
法

及

び

評

価

割

合

注意事項
特になし

備考
特になし

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授集形式

マルチメディア処理(MultimediaProcessing) 

R212S302 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名行天啓二

必修／選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E→na i I gyohtenOo i ta-u. ac. j p 内線 7865 

授 l．授業の目的

業 この授業は，コンピュータ上におけるマルチメディアデータの表現およびその処理方法について学ぶことを目的とします。マルチメディアデータがコンピュータにどのよ

の うにして入力され，表現されるかについて学んだ後，マルチメディアデータに対してどのような処理を施すことにより，どのようなデータを獲得でき，どのような効果を期

概 待することができるかについて学びます。

憂 2カリキュラムに占める位置

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンビュータ内の画像 ・映像（以下マルチメディア）をデータ構造レベルで説明できる

゜目標2マルチメディアデータに対しする変換処理および，獲得できる情報について税明できる．

゜目標3 マルチメディアデータの圧縮の意義およびその方法について貌明できる。

゜目標4各種マルチメディア入出力機器の種類およびその原理について悦明できる。

゜目標5マルチメディア処理を活用した情報処理システムの応用例を挙げることができる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

吸業の内容

1情報のディジタル表現 讀義の目的，情報のディジタル表現ディジタル化

2 画像データ 画像データ構造，画像の種類

3 濃淡画像データ処理 (1) 幾何学変換

4 濃淡画像データ処理 (2) 濃度補正，差分フィルタ

5 濃淡面像データ処理 (3) 平滑化，鮮鋭化

6 一値画像データ処理 (1) 2値化

7 二値画像データ処理 (2) ハーフトーニング

8 中間試験及びその解貌と，前半までの振り返り

9 二値画像データ処理 (3) 2値画像処理における基礎事項ラペリング

10二値画像データ処理 (4) 膨張収縮処理，細線化，距雌変換，輪郭線追跡

11画像特徴 テンプレートマッチング，コーナ検出， Hough変換，慣性モーメント

12画像の正規旺交変換 周波数分析，フーリエ変換，周波数のフィルタリ ング

13色 色度座標， RGB表色系，マンセル表色系

14動画像処理 動画像データ，背果差分 ・フレーム間差分，勤きペクトル

15データ圧縮 ・マルチメディア入出力機器 データ圧縮，マルチメディア入出力機器，情報処理システム応用例

ラア
A：知諏の定着・確認 〇毎回の授業中に． moodleを用いて，授業内容に関する小テストを実施し

工そ
講義中にmoodleを使用しますので，受構生は，スマートフォン

1クB：意見の表現・交換
ます。また，授業の最後に，記述式の小テストを実施することもありま 夫 の ・ PCなど持参してください。

_ 7 
c：応用志向

す。授業に関する質問については， moodleによる掲示板や，毎回の授業 他
ンイ において配布する質問記入用紙で受け付けます。 の
グ ブD：知謙の活用 ・創造

時間外学修
準傭 資料を事前に公開します。授業に先立って資料をあらかじめ読んでおき，概要を把握したうえで，授業に臨んでください(7h)

学修
の内容と時

事後 授業の最後に実施される記述式の小テストについては，過去の授業で既に税明済みの内容を問題にします。授業終了後に復習を怠らないようにしてくださし
間の目安

学修 (38h) 

教科書は指定しません。資料は事前に公開します。

教科書

(1)田村秀行．コンビュータ画像処理，オーム社(2002)

参考書 (2)ディジタル画像処理，CG-ARTS協会(2004)

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
小テスト (moodle) 評 15% 

゜゚ ゜゚ ゜価 小テスト（記述式） 15% 

゜゚ ゜゚ ゜の 中間試験 35% 

゜゚ ゜゚ ゜方
期末試験 35% 

゜゚ ゜゚ ゜法

及

び
評

価

割

合

注意事項
なし。

備考
教只免許「情報」指定科目。]ABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育目標(A3).(d4)閲連科目。

リンク
全文は以下の通り

URL http://.,.,.,2. csis. oita-u. ac. jp/media/syllabus/syllabus2016/mp. pdf 



担当教只の

実務経験の

゜右無教貝の実秒 システムエンジニア， 1J11発者
江鰤

実務経験を

いかした彰情報システムに関連する実用的なマルチメディア処理技術について悦明する．

守内容



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授業形式

ヒューマン・インタフェース(HumanInterface) 

R212S201 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名古家賢一

必修・選択 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I fu ruya-ken i ch i@o i ta-u ac. j p 内線 7879 

授 1 授業の目的

業 コンピュータを人と人とをつなぐコミュニケーションメディアととらえて，人とコンビュータとのインタフェースのあり方やインタフェースシステムの餃計法を，人的特性

の の面，コンビュータシステムとのインタラクション面，ハード／ソフトウェアシステムデザイン面から学びます。

概

蔓 2.カリキュラムに占める位置

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種システムの構築に際して， •システム自体についての設計以外に，人とのインタフェースを扱う部分に関する設計の重要性を 00  

゜目標2インタフェースの設計では， システム中心ではなく，人中心の考え方が大切であることを税明できる。 00  

゜目標3人中心の設計のための科学的 ・技術的方法を理解したうえで活用できる。 00  

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1人間とヒューマンコンピュータインタラクション

2 ヒューマンインタフェースとは，人間の感覚と知覚，人間の認知と理解

3対話型システムのデザイン

4 デザイン目標とユーザ特性，対話型システムの設計原則

5入カインタフェース

6 キーポード，ポインティングデパイス，携帯型コンビュータ

7 中間試験， ピジュアルインタフェース

8 表示デバイス， GUIの基本概念，ウィンドウシステム，情報視覚化

9 人とコンピュータのコミュニケーション

10ノンバーバルコミュニケーション，廿声インタフェース，マルチモーダルインタフェース

11空間型インタフェース

12バーチャルリアリティ， 実世界志向インタフェース

13世同作業支援のためのマルチューザイ ンタフェース

14マルチューザインタフェース，コンビュータによる協同作業支援，グループウェアの分類

15インタフェースの評価，評価の目的，評価技法の種類，開発プロセスにおける評価の意毅

ラア A：知紐の定着・確認
〇授業中に理解度を確認するための試験，レポート課題あるいは演習問題

工そ
lクB：意見の表現・交換 を課す。 夫の
ー-ア- c：応用志向 他

ンイ の
グブ 0•知紐の活用・創造

時間外学惰
準傭 教科書を予習して来てください (15h)．

学修
の内容と時

事後 復習で教科書を読み返し，内容を理解していってください (15h)。間の目安
学修 課題レポートを着実に提出していくこと。

岡田謙一ほか：ヒューマンコンピュータインタラクション，オーム社．

教科書

(1)ヤコプ ・ニールセン：ウェプ ・ユーザピリティ．エムディエヌコーポレーション (2000)

参考書 (2)神崎洋治他：検索エンジンの仕組み． 日経BPソフトプレス (2004)
(3)ジェフ ・ラスキン：ヒューメイン ・インタフェース，ビアソン ・エデュケーション (2001)

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

30~ 0 

゜゚
評 中間試験

価 課題レポート 20" 

゜゚ ゜の期末試験 5”‘ 

゜゚ ゜方
法

及

び
評

価
割

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育到達目標(A3),(82), (D2), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験の

゜右聟教旦の実務情報通信企業で通信会議システムの研究開発に従事
江蝙

実い務守か経内し験容た巻を企業においてどのように研究開発を行うかを経験をもとに紹介



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授業形式

統計科学A(StatisticalScience A) 

R212S100 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名原恭彦

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hara@o i ta-u. ac j p 内線 7870 

授 現実世界で得られたデータの要約や可視化について，度数分布表，平均，分散，散布図， 相関係数，分割表（クロス集計表）などの計算や図表を理解する。また，事象と確率

集 ，確率変数と確率分布について，現実世界の現象の場合分けや数え上げに必要な順列と組合せや，現象の客観的な表現や理解に有効な平均，分散，独立性，条件付き確率，

の 同時分布，周辺分布などの基本事項を理解する。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1データの要約の計算ができ，可視化された図表について設明できる。

゜目標2穎列， 組合せ，確率，分布の平均と分散などが計算でき，独立性などについて説明できる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

漫集の内容

1統計科学の概観，数学と統計科学を両輪としたAIと社会で起きている変化

2 平面座標と空間座標，データの配列（表）， ペクトル，行列

3 データの要約と可視化(I)度数分布表，代表値， 平均，分散，標準償差など

4データの要約と可視化(2)共分散，相関係数，分散共分散行列，相関行列など

5 データの要約と可視化(3)分割表（クロス集計表）， 独立性など

6 データの要約と可視化(4)ヒストグラム，散布図，3D散布図，散布図行列など

7場合分けと数え上げ，顧列， 組合せ

8事象と確率

9条件付き確率，独立性，事後確率

10確率変数と確率分布

II離散型確率変数とその分布

12連続型確率変数とその分布

13重総和と累次総和，重積分と累次積分

14多次元確率変数とその分布，条件付き分布，事後分布

15まとめ

ラア A：知紐の定着 ・確認
0第1回から第14回まで小プストを実施します。その他にも，授業では問

工そ
小テス トはMoodle上で実施します。授業について質問 ・要望 ・

1ク8・意見の表現 ・交換
題などを出題します。それらを，まず自分で解き，その後，解答例など 夫の 意見などがあれば，メールやMoodie上のメッセージ機能を使っ

-T  c：応用志向
をも考に自分で採点するなど自主的に取り組みましょう。 他 て知らせてください。

ンイ の
グブ 〇：知識の活用・創造

時間外学修
準備 教科書を使って予習しましょう。(15h)

学修
の内容と時

事後 教科書を使って復習しましょう。授業では問題などを出題します。それらを，まず自分で解き，その後，解答例などを参考に自分で採点するなど自主的に取り間の目安
学修 組みましょう。 (30h)

宿久 ・村上 ・原 「確率と統計の基礎I［増補改訂版］」ミネルヴァ書房 2013年

教科書

授業前に適宜資料をMoodleに掲載する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 50% 

゜゚価 小テスト SO% 

゜゚の

方

法

及

び

評

価

割

合

ルー ト（平方根）キーがある電点を用意しましょう。定期試験の際にも前述のような電卓を持参しましょう。ただし，スマホなどを電卓の代わりに使用することは認
注意事項 められません。

教職免許「教科（中学校及び高等学校数学）に関する科目」
備考 JABEE「知能情報コース」学習 ・教育到達目標(Al),(d3)関連科目

リンク
大分大学Moodleの授業ページに毎週アクセスしましょう。

URL https. / /glms. cc. oi ta-u. ac. jp/login/index. php 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授業形式

データペースシステム(DatabaseSystems) 

R213S202 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名紙名哲生

必修／選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

集大量データを効率よくコンビュータで処理するには，それらをデークベースとして管理することが蓋要です。この科目では，現在丑も利用されているリレーショナルデータ
の ベースシステムの基本概念と基本知轍を学習します。

概

璽 2.カリキュラムに占める位置

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1データペース応用やデータベースシステム管理のための基礎知識を理解する。

゜目標2 リレーショナルデータペースを総合的に理解する。

゜目標3データベース問合せ言託SOしを活用できる。

゜目標4現実世界のデータから，計算機上のデータベースを設計できるようになる。

゜゚目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1データペースシステム基本概念 データベース，データベース言匝

2データモデリング 実体関連モデル，関係モデル，概念設計

3 リレーショナルデータモデル 関係，データ制約，関数従属性

4 リレーショナルデータモデル 関係代数，関係論理

5 リレーショナルデータベース百話 SQL,データベース定義

6 リレーショナルデータペース言語 問合せ言語の実際，データ更新

7中間試験，物理的格納方式 記録媒体，ハッシュファイル，

8物理的格納方式 索引ファイル， B木，二次索引

9 問合せ処理 問合せ最適化，処理木

10問合せ処理 データ操作実行法

II同時実行制御 トランザクション，直列化可能性

12同時実行制御 各種同時実行制御

13障害回復 障害の分類．ログを用いた障害回復

14リレーショナルデータベース設計論 データペースの論理設計

15リレーショナルデータベース設計論 関数従属性，正規形の表

ラア A．知識の定着・確認
〇授業中に理解度を確認するための諜題レポートあるいは演習問題を課す

工そ
1クB意見の表現・交換 ゜ 夫の
ー-ア-c：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知識の活用・綱造

゜峙間外学鱈
準傭 教科書を予習してきてください (!Oh)。

学修
の内容と時

事後 教科書を適宜読み返しながら、レポート謀題を完成してください (20h)。間の目安
学修

北川博之：データベースシステム（改訂2版），オーム社， 2020年．

教科書

(1)増永良文・リレーショナルデータベース入門 ［新訂版］，サイエンス社．

参考書 (2)データペース操作言語SQLの参考資料（図書館に多数あります）．

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 50%. 

゜゚ ゜゚価 中間試験 40" 

゜
。
゜の

方
課題レポート IO" 

゜゚ ゜法

及

び
評
価

警l
合

注意事項
並修科目の 「データベース演習」で，この講義の演習問題を扱い，また計算様を使ったデータベースの構築・検索をします。 「データペース演習」を併せて受講し
てください。

傭考
教貝免許 「情報」指定科目。JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(d4)関連科目。

リンク
URL I 



担当教只の

実務右経鉦験の

゜教只の実さ
民間の研究所に非常勤研究貝（教員との兼業）として勤務し、実証実験向けのデータペース含む各種サーピスの構築を行った。

江朧

実い務か斉経六し験容た彰を実務で符られた実体験を適宜織り交ぜながら講義する。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

応用数学B(Applied Mathematics B) 

R213S100 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名小畑経史

必修／選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-obata釈oita-u.ac.jp 内線 7871 

授 オペレーションズ ・リサーチは，数理的な裏づけをもとに最適な意思決定を支援するための学問分野である．本謂義ではオペレーションズ ・リサーチで扱う代表的な問題で

集 ある線形計画問題を中心に，ゲーム理論，待ち行列問題， 組合せ最適化問題，階層化意思決定法を取りあげ 具体的な現実の問題から解決のための本質のみを取り出すモデ

の ル化， 解決のための手法とそれを裏付ける数理的理論について学ぶ

概

褒

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1線形計画問題を定式化し， シンプレックス法を用いて解く ことができる 00  00  00  

目標22人ゼロ和ゲームを理解し，最適戦略を求めることができる 00  00  00  

目標3待ち行列問題を理解し，待ち行列システムの評価指標を求めることができる 00  00  00  

目標4 階層化意思決定法を理解し，主観的意思決定に利用できる 00  00  00  

目標5組合せ最適化問題を理解し，問題を定式化できる 00  00  00  

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1オペレーションズ ・リサーチとは，線形計画問題の定式化

2 一般形線形計画問題の標準形への変換

3 掃き出し法の復習 基底変数と基底解

4 シンプレックス法の理論

5 シンプレックス法の手順，シンプレックスタプロー

6線形計画問題の演習

7 2段階法， Big-M法

8 双対問題， 双対定理，退化と巡回

9 中間試験および解悦

10 2人ゼロ和ゲーム，純粋較略

11混合較略，ミニマックス定理，線形計画問題での表現

12待ち行列問題，ケンドール記号，シミュ レーションの利用

13階層化意思決定法，一対比較行列，整合性

14組合せ最適化問題，割当て問題，ナーススケジューリング問題

15最短路問題，ダイクス トラ法，巡回セールスマン問題

ラア
A：知謀の定着・確認 0小テストとレポートにより知識の定着をはかる 工そ

講義資料等の提ホ，小テス トなどにLMS(Moodle)を活用する

1ク B •意見の表現・交換 レポートにより活用能力向上をはかる 夫の
_ - T -
C．応用志向

゜
他

ン イ の
グブ D：知諏の活用・創造

時間外学修
準傭 U{Sにて事前に配布した講義資料や参考書を用いて予習する(!Sh)

学修
の内容と時

事後 講義資料、小テスト、レポー トにより復習する(!Sh)
間の目安

学修

教科書を指定せず，必要に応じて資料を配布する

教科書

大野 ・逆瀬川 ・中出「Excelで学ぶオペレーションズリサーチ」近代科学社 (2014)

参考書 松井 ・根本 ・宇野 「入門オベレーションズ・リサーチ」東海大学出版会 (2008)

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験
301' 

゜価期末試験 40" 

゜゚ ゜゚ ゜の 確認テス ト 15" 

゜゚ ゜゚ ゜方
レポー ト 15" 

゜ ゜法

及

び

評

価

割

合

注意事項
行列変形による連立1次方程式の解法（掃き出し法）を修得していること

傭考
JABEE「知能情報コース」学習 ・教育到達目標 (Al), (d3)関連科目

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授業形式

マルチメディア処理濱習(MultimediaProcessinc Seminar) 

R242S310 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名行天啓二

選択 1 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I gyohten@oi ta-u ac.jp 内線 7865 

授 本演習は， 「マルチメディア処理」において学んだ手法を，C言栢を用いてコンビュータ上に実装する技術を習得することを目的とします。まず，マルチメディアデータ

業の入出力機能を実装することにより，各種データがコンビュータ上でどのように表現されるかについて理解します。その上で， 「マルチメディア処理」の授業で招介した各

の 種手法をコンピュータ上に実装することにより，マルチメディア処理に関わるプログラミング技術を修得します。同時に，作成したプ白グラムによって得られる結果を検釈

概 ・考察することにより，マルチメディアデータから獲得することができるデータや，マルチメディア処理によって得られる効果などについて．深く理解します。

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1マルチメディアデータの入出カ ・ 変換 • 特徴抽出など，さまざまな関連アルゴリズムをプログラミングし，応用できる。

゜゚ ゜目標2C言栢により実現されたソフトウェアをソースコードレベルで分析する技術および機能を拡張する技術を体得し，活用できる。

゜゚ ゜目標3課題を解決するための事項を座学の授業内容から把握し，さまざまな方策を体系的に見出す技術を体得し，活用できる。

゜゚ ゜目標4演翌課題を的確に把握して分析し，決められた期日内にスケジューリングおよび実装する技術を体得する。

゜゚ ゜目標5演習課題に取り組む上で，座学で明確に提示しなかった事柄について自ら情報収集することができる能力を身につけ活用できる．

゜゚ ゜目標6各アルゴリズムの意義や限界について体略し，様々な科学的事項について分析餞論することができる能力を身につけ活用できる。

゜゚ ゜目標7演習課題の考察執筆を通じて，伝えたい事柄を論理的に正しく記述することができる能力を身につけ，活用できる。 00  

゜゚目標8

目標9

目標10

授集の内容

1マルチメディア処理演習の貌明 閲境設定

2画像データ入出力 濃淡画像画素値操作

3濃淡画像処理 (1) 幾何学的変換など（その1)

4濃淡画像処理 (2) 幾何学的変換など（その2)

5濃淡画像処理 (3) 各種濃淡画像処理（その3)

6濃淡画像処理 (4) 各種濃淡画像処理（その4)

7濃淡画像処理 (5) 各種濃淡画像処理（その5)

8 ―｛直画像画素値操作

9 二値画像処理 (1) 各種二値画像処理（その1)

10二値画像処理 (2) 各種二値画像処理（その2)

11一値画像処理 (3) 各種一値圃像処理（その3)

12二値画像処理 (4) 各種二値画像処理（その4)

13画像特徴 (l) 各種特徴抽出処理（その1)

14画像特徴 (2) 各種特徴抽出処理（その2)

15動画像処理 各種動画像処理

ラア
A• 知謙の定着・確認 Mood leを用いて，学生が提出したプログラムを公開し，お互いのプログ

工そ

1クB：意見の表現・交換
。ラムを参考にすることができるようにします。また，提出したレポー ト夫の

ーア c：応用志向
を学生同士で相互評価してもらいます。その結果に基づき，自分のレボ 他

ンイ トの内容を修正してもらいます。 の
グブ D知鰈の活用・創造

時間外学惰
準傭 すべての問題は「マルチメディア処理Jで説明した内容と深く関連するので，事前に「マルチメディア処理Jの授業内容を復習しておいてください(7.Sh) 

学修
の内容と時

事後 演杏時間内にプログラミングを完了させることができなかった場合は，提出期限までに完成させる必要があります。 (0-15h) 
間の目安

学修 いくつかの課題についてはレポートを課しています。期限までに提出するように注意して下さい。また，レポー トについては，学生同士で相互評価します

教科書は指定しません。 「マルチメディア処理」で用いる資料を使用します。

教科書

(I)田村秀行：コンピュータ画像処理，オーム社(2002)

参考書 (2)ディジタル面像処理， CG-ARTS協会(2004)

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
演習時間内プログラム評価

゜゚ ゜゚ ゜
評 50% 

価 提出プログラム評価 30% 

゜゚ ゜゚ ゜゚の 提出レポー ト評価 201ら

゜゚方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

備考
教只免許「情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(B2, 3), (C2, 3), (DI), (d4)関連科目。

リンク
全文は以下の通り

URL・ ~t tp: //m2. csis. oi ta-u ac. jp/media/sy llabus/sy llabus2016/mps. pdf 



担当教只の

実務経験rr;

゜右無教只江の幽実務システムエンジニア，開発者
実務経験を

いか守内し容た彬情報システムに関連する実用的なマルチメディア処理技術について餃明する．



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式
コンビュータグラフィックス(ComputerGraphics) 

R243S301 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名畑中裕司

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hateneka-yuj ito i ta-u. ac j p 内線 7876 

授 医療，製品設計，芸術教脊など，さまざまな分野に応用されているコンピュータグラフィックスの基本原理について学びます。物体の形状を立体的に定義したり（モデリン

業 グ），ディスプレイ装置上に本物らしく画像を描き出したり（レンダリング） ，物体等に動きをつけたり（アニメーション）するための仕組，処理アルゴリズム，データ楕

の 造等について学習します。また，基本原理の学修と並行して，各種の技法を用いて制作した映像作品などについても随時紹介します。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 2次元および3次元図形の座標変換の原理を理解して計算問題の解導出に活用できる。

゜目標2図形データのコンビューク上でのモデル化とその解析 ・編集方法を理解して鋭明できる。

゜目標3色や光の表現とその計算方法を問題の解導出に活用できる。

゜目標4 コンピュータグラフィックスの基本原理とディスプレイ等の表示機器上に表現される映像とを技術的に関連づけて税明できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lコンピュータグラフィックス (CG)の歴史および応用分野

2 2次元CGの基碕：面像処理と幾何変換

3 3次元CGの基礎： 3次元座標系，幾何変換

4投影変換

5 ピューイングバイプライン

6モデリングの基磋

7中間のまとめ 2次元と3次元CGの座標系

8モデリング ：近（以曲線

9モデリング ポリゴン

10レンダリング：隠面梢去，シェーディング

IIレンダリング ：影付け，マッピング

12アニメーション

13グラフィックス制作演習I:光源，幾何変換

14グラフィックス制作演習2:テクスチャマッビング，表面反射，質沼

15グラフィックス制作浪習3:アニメーション作品制作

ラア
A知鰈の定着 ・確認 Oグラフィックス制作演習を通じて、基礎技術の理解を深めるとともに倉I

工そ
1クB．意見の表現 ・交換 造的な作品作りを行います

夫の
-・-T -

C• 応用志向 他
ンイ の
グブ D．知謙の活用・割造

゜時間外学修
準傭 授業内容を予習すること (6h)

学修 また、制作演習で自身が実施する内容を需要までに考えてくること (5h)
の内容と時

事後 講義内容を復習し，提ホした課題に解答すること (6h)間の目安
学修 グラフィックスの作品を完成させる (5h)

適宜，資料を配付します．

教科書

(I)藤代一成（編）：コンビュータグラフィックス， CG-ARTS協会， 2016

参考書 (2)藤代 ・奥宮（編）：ピジュアル情報処理 一CG・画像処理入門ー，CG-ARTS協会， 2017

(3)荒屋真二 明解3次元コンピュータグラフィックス，共立出版， 2003

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 401' 

゜゚ ゜゚価 中間試験 301' 

゜゚の 課題レポート ・演習 30% 

゜゚方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項

傭考
教只免許「情報」指定科目． JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(d4)関連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題l/（分野） 授集形式

データベース濱習(DatabaseSeminar) 

R243S211 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名紙名哲生・西島恵介

選択 1 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I k-nisij ima@oita-u.ac.jp 内線 7883 

授 並習科目である「データベースシステム」の授業で学習したことを， 淡習問題やレポート課題を解く ことでその内容理解をより深めます。また，実際に計算機を使って，

集 自分でデータベースを構築 ・検索することで， より正確にデータベースを理解することをねらいます。

の

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1データベースの基本概念を説明できる。

゜ ゜目標2データベースの構築 ・検索方法について鋭明できる。

゜目標3データペースのモデリングを行うことができる。

゜目標4演習で求められている問題内容とその解決法，実行結果と考察を論理的に記述できる。

゜目標5データベース設計 ・実装 ・テス トの計画を企画立案し， その工程に沿って期間内にそれを遂行できる。

゜゚目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1データベースの基礎概念

2データモデリング，実体関連モデル

3 リレーショナルデータモデル

4 リレーショナル代数

5データベース利用の実践 ：PostgreSQL,接続方法

6 リレーショナルデータベース百語SQL:SQLの記法，問合せ

7データベースの設計 ：自分でデータペース化するテーマを選び，モデル設計

8データベースの構築

9構築したデータベースの活用

10物理的格納方式， B＋木

II問い合わせ処理 ・処理木の変換

12同時実行制御： トランザクション，正列化可能性

13同時実行制御 ．ロッキングプロトコル

14障客回復 ：ログを用いた障害回復

15データベースシステム最前線の調査

ラア
A：知識の定着 ・確認 OTAを配置し、疑問点やうまくいかない点なとを受講生か・すく 1こTA

工そ
1ク B：意見の表現・交換 に゚相駁てきる体制を整えている。 夫の
ー-ア- c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知識の活用・割造

゜時間外学修
準備 並習科目 「データベースシスプム」の内容をよく理解すること (lOh)。

学修
の内容と時

事複 課 レポートを培実に提出すること (!Oh)。
間の目安

学修

北川博之 ・データベースシステム（改訂2版），オーム社， 2020年．

教科書

増永良文 ：リレーショナルデータベース入門 ［新改定版］，サイエンス社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目襴 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート課題 70% 

゜゚ ゜゚ ゜価 計算機浪習課題 30% 

゜゚ ゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

罰

合

注意事項
レポー ト提出期限は厳守し，再提出も考えて早くとりかかるようにしてください。

備考
教只免許 「情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」 （選択）学習 ・教育目標(A3),(B3), (C2, 3), (DI), (d4)関連項目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ （新主題】／（分野） 授業形式

統計科学B{StatisticalScience B) 

R243S101 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名原恭彦

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

， 

E-mai I harato i ta-u. ac. j p 内線 7870 

授 統計科学は科学技術の基盤をなすものであり，数学分野の体系に支えられたデータの収集，分祈，モデル化などのために，統計科学Aで習得した事象と確率，確率変数と確

業 率分布にもとづいて，統計的推測法の前提となる基本確率分布，母集団と標本，標本分布について理解する。その上で，推定，検定，回帰などの杭計的推測法について理解

の する。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1基本確率分布，母集団と標本，標本分布についての知識を貌明できる。

゜目標2推定，検定，回帰分析などの統計的推測法により計算できる。

゜目標3

目標4

目標5

目標6 ， 
目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1数学と統計科学を両輪としたAlとデータ駆動型社会

2基本確率分布(1)1次元離散分布

3基本確率分布(2)1次元連続分布

4基本確率分布(3)多次元分布

5母集団と標本，シミュレーション

6標本分布

7推定と推定量，点推定

8 区間推定(1)母集団の母平均の1言類区間
9 区間推定(2)母集団の母分散の信類区間， 母比率の信頼区間

10統計的仮悦検定(I)帰無仮悦と対立仮悦，検定統計最

II統計的仮説検定(2)母集団の母平均の検定

12統計的仮説検定(3)母集団の母分散の検定， 母比率の検定

13線形回帰モデルと回帰直線，予測と予測誤差

14母回帰係数の推定と検定

15まとめ

ラア A：知謀の定着・確認
0第1回から第14回まで小テストを実施します。その他にも，授業では問

工そ
小テストはMoodie上で実施します。授業について質問 ・要望・

1クB：意見の表現・交換
題などを出題します。それらを，まず自分で解き，その後，解答例など 夫の 意見などがあれば，メールや!foodie上のメッセージ機能を使っ

ー-ア-
C• 応用志向

を参考に自分で採点するなど自主的に取り組みましょう。 他 て知らせてください。

ンイ の
グブ D知紐の活用・創造

時間外学修
準備 教科書を使って予習しましょう。 (15h)

学修
の内容と時

事後 教科書を使って復習しましょう。授業では問題などを出題します。それらを，まず自分で解き，その後，解答例などを参考に自分で採点するなど自主的に取り
間の目安

学修 組みましょう。 (30h)

宿久・村上 ・原 「確率と統計の基礎II」ミネルヴァ書房 2009年

・教科書

宿久 ・村上 ・原 「確率と統計の基礎I［増補改訂版］」ミネルヴァ書房 2013年

参考書 授業前に適宜資料をMoodleに掲載する。

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 定期試験 50芦

゜゚価 小テスト 50% 。
゜の

方

法

及

び

評

価

割

合

ルート（平方根）キーがある電卓を用意しましょう。定期試験の際にも，前述のような電卓を持参しましょう。ただし，スマー トフォンや携帯電話などを霞卓の代わ
注意事項 りに使用することは認められません。

教職免許「教科（中学校及び高等学校数学）に関する科目」
備考 JABEE「知能情報コース」学習 ・教育到達目標(Al),(d3)関連科目

リンク
大分大学Moodieの授業ページに毎週アクセスしましょう。

URL ~ttps://glms. cc. oita-u ac. jp/login/index php 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題l/（分野） 授業形式

ウェブサイエンス(WebScience) 

R243S401 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名吉崎弘一

選択 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I kyosh iOo i ta-u. ac.j p 内線

授 私達が様々な場面で利用するWebシステムは、多くの要素技術から構成された計算機応用の典型例と言える。 Webシステムの特性を理解し、効率的にシステムを開発するには

業 、その基礎知識と要素技術の習得が必要である。この授業ではクラウドサーピスを用いて実際にWebシステムを開発しながら、それらを習得することを授業のねらいとする

の 。

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1Webシステムが動作する基本的な知識と技術を片につける。

゜目標2標準的な技術を用いてWebページを作成できる。

゜目標3Web APIを活用したWebシステムを開発できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

謄業の内容

1オリエンテーション

2クラウドサーピスとWebシステム

3 HTiILで情報の構造化

4スタイルシートとメディアの利用

5 JavaScriptでDOll操作

6 HTTPでWebベージにアクセス

7 HTTPでWebAP!にアクセス

8 FaasでWebAP!の構築

9 フロントエンドフレームワークの導入

10フロントエンドフレームワークでDOM操作

11フロントエンドフレームワークでルーティング

12データベースの設計と参照

13 HTTPでデータ送信

14コンポーネン ト間のデータ共有

15 Webシステムの公開と責任

ラア
A：知諜の定着・確認 0 PC及び無償利用可能なクラウドサーピスを活用した開発演習を行う。 工そ

学習支援システムLePoの活用

1ク B•意見の表現・交換 夫の
-T  C•応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時間外学修
準傭

学修
の内容と時

事後 授業で学習したことを活かした課題の完成 (23h).Mの目安
学修

学習支援システムLePoにWeb教材として掲載。

教科書

参考書は授業中に適宜紹介。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 開発課題 93% 

゜゚ ゜価 レポート 7% 

゜の

方
法

及
→ 

び

評

価

劃

合

注意事項
実習環境として紐azonWeb Servicesの利用を予定

傭考
教且免許「情報」指定科目。

JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教百到達目標(A3),(El), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授集形式

統計科学C(Statistical Science C) 

R243S102 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名原恭彦

選択 2 4年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hara@oita-uac.jp 内線 7870 

授 科学技術の基盤をなす統計科学を社会的応用や情報科学技術などのイノベーションにつなげ，異分野への展開や社会における数理的知識 ，推論を活用した課題解決に寄与す

業 るために，瓜回帰分析，主成分分析，判別分析，クラスター分析などの基本的な数理モデルと方法論について理解する。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1直回帰分析，主成分分析，判別分析，クラスター分析などの基本的な数理モデルと方法論により計算できる。

゜目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1変数とデータ，標本平均，変動（平方和），標本分散と不偏分散，標準侶差，共変動（偏差積和），共分散，相関係数

2 ヒス トグラム，密度関数，期待値（平均），分散，正規分布，標準正規分布，統計量の分布(t分布， F分布）

3推定と検定

4 単回帰，線形回帰モデル，最小2乗法正規方程式，回帰係数

5回帰直線，回帰係数の分布，推定，検定，予測，予測誤差，予測誤差の分散，寄与率（決定係数）

6重回帰，線形重回帰モデル，瓜回帰式，偏回帰係数，予測と予測誤差

7皿相関係数， 寄与率（決定係数），偏相関係数

8 主成分，ラグランジュの未定乗数法，分散共分散行列の固有値問題，特性方程式，寄与率，累積寄与率，主成分得点

9 因子久荷量，変数の標準化，標準化された変数の主成分

10判別方式，学習データ，誤判jJIJ, 1変数2群判別（分散が等しい場合）と線形判別関数，スコア（判別得点）

11誤判別率． 1変数2群判別（分散が異なる場合）， 2変数2群判別，等分散性の検定(I変数と2変数の場合）

12クラスター，類似度，個体間の距離，クラスター間の距離，最短距離法，デンドログラム

13最長距離法，群平均法，重心法

14ウォード法，鎖効果

15まとめ

ラア
A：知謀の定着・確認 0第1回から第14回まで小テス トを実施します。その他にも，授業では課 工そ

小テストはMoodle上で実施します。授業について質問 ・要望 ・

lク B•意見の表現・交換 題を出題することもあります。その湯合は，自主的に謀題に取り組み， 夫の 意見などがあれば，メールやlloodle上のメッセージ機能を使っ

＿ア
C．応用志向

レポートを提出しましょう。また，課題の解答例などの解説を参考に自 他 て知らせてください。

ンイ 分で採点するなど自主的に取り組みましょう。 の
グブ D：知諜の活用・ 創造

時間外学修
準傭 教科書を使って予習しましょう。 (15h)

学修
の内容と時

事悛 教科書を使って復習しましょう。授業では謀題を出題することもあります。その場合は，自主的に課題に取り組み， レポートを提出しましょう。また，課題の
間の目安

学修 解答例などの解説を参考に自分で採点するなど自主的に取り組みましょう。 (30h)

永田 ・棟近「多変量解析法入P9」サイエンス社 2001年

教科書

1. 宿久・村上•原は皇率と統計の基礎I［増補改訂版］」ミネルヴァ書房 2013年

参考書 2 宿久 ・村上 • 原 f確率と統計の基碍II」ミネルヴァ書房 2009年
授業前に適宜資料をMoodleに掲載する。

成 評低方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末レポート
． 

50" 

゜価 小テスト 501' 

゜の

方
法

及

び
評

価

劉

合
ぐ

注意事項
A4サイズのレポート用紙を用意しましょう。また，ルート（平方根）キーがある電卓を用意しましょう。期末レポートの際にも前述のような電卓を使いましょう。

傭考
JABEE 「知能情報~コース」学習 ・ 教育到達目標 (Al), (d3)関連科目

リンク
大分大学Moodleの授業ベージに毎週アクセスしましょう。

URL ~ttps //glms. cc. oi ta-u. ac. jp/login/index. php 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】／（分野） 授業形式

計算機科学概譲(lntroduction to Computer Science) 

R212P600 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 中島 械，大竹哲史，畑中裕司，行天啓二，池部実

必修 1 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I {nakasima, ohtake, hatanaka-yuj i, gyohten, minoru}@oita-u.ac jp 内線 7884, 

授オムニパス形式で，情報技術者として必要な基礎的な知諏，技術の発展，および高度情報化社会で生活を営む上で必要な安全意識や情報倫理について概扱する。また，計算

業機や情報技術の利用，その社会への導入や適用に必須となる法的側面も話題とする。

の

概

蔓

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1情報工学の歴史ならびに情報技術の発展の流れの概略を税明できる。 00  

゜目標2情報技術が人間・社会 ・文化 ・自然環境に及ぼす基本的な影響について説明できる。 00  

゜目標3情報公開・個人情報保護・知的財産権 ・セキュリティの瓜要性を記識し，配慮することができる。 00  

゜目標4 安全意臓や情報倫理・技術者倫理など情報技術者の社会的責任を餃明できる。 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

咲集の内容

1情報工学の歴史 IT革命［計算の機械化 ・自動化（担当．大竹哲史）

2情報化と社会構造の変革情報社会，情報システム（担当・畑中裕司）

3情報社会と法情報公開，個人情報保護，知的財産権（担当・畑中裕司）

4情報社会における安全性と情報モラルセキュリティ，情報モラル （担当．池部実）

5情報と臓業情報産業，情報技術者（担当：中品 馘）

6情報社会における情報技術者の責任1 技術者倫理 （担当 ・行天啓二）

7情報社会における情報技術者の責任2 地球規模の諜題（担当 行天啓二）

8ネットワーク社会と情報倫理ネットワーク社会，情報倫理（担当：池部実）， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A：知諏の定着・確認 〇授業中に理解度を確認するための試験，レポート課題あるいは演習問題

工そ
lクB：意見の表現・交換 を課す． 夫の
ーア
C．応用志向

他
ンイ の
グブ D：知諜の活用・創造

時間外学修
準備 学習支援システムUISにある資料を読んでおくこと (llh)

学修
の内容と時

事後 授業中に実施した試験 レポート課題あるいは演習課題の復習あるいは関連事項の謂査(llh)間の目安
学修

講義中に資料を配布します。

教科書

(1)情報教脊学研究会編：インターネットの光と影Ver.6,北大路書房， 2018

参考書 (2)西原英晃・工学伯理入門丸善， 2002

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目憬 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 試験， レポート課題あるいは演習問題 IOOS 

゜゚ ゜゚価

の

方

法

及

び
評

価

劉
合

注意事項

傭考
教只免許 「情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(D), (E), (dl)関連科目。

リンク
URL I 



1中島 ：情報処理技術者試験実施関連団体
1仁＝ ：システムエンジニア

中島 ：情報処理技術者の資格に関する詳細な紹介

行天 ：企業内における情報システム開発に係わる技術者倫理について説明



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】／（分野） 授集形式

情報構造譲(Information and Data Structures) 

R212P200 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名中島訳

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I nakas i ma@o i ta-u ac.j p 内線 7884 

授 「情報構造論Jでは， 「アルゴリズム論」の後修科目として，実際の場面で使えるアルゴリズムについて学ぶ。現実の問題では，単純にそれを解くというだけでなく，与え

集 られた種々の条件下で多くの解の中から最も良いものを，効率を瓜視しながら選ぶことが瓜要となる。これらの要求に応じるには，内在する情報の構造を把振し，それに応

の じたアルゴリズムやデータ構造を使わなければならない。現在のノイマン型コンビュータでは，解くのに非常に時間のかかる問題がある。このような問題について，効率よ

概 く解を見つけるようにするには，どのような方法を用いればよいかを講義する。

蔓

具体的な到運目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1与えられた実用的な時間内では解けない問題（クラスNPの問題）の存在を知り，クラスNPに属する問題とは何かを悦明できる。

゜目標2 クラスNPに属する問題でも，実用的な時間内で解が見つけられる可能性が高くなるアルゴリズムの設計について説明できる。

゜目標3種々のアルゴリズムの設計法を理解したうえで，実際に活用 ・応用ができるように動作をシミュレートできる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1授業ガイダンス，および整列データの処理 (1) ：配列の併合，共通要素の抽出， 2分探索

2整列データの処理 (2) ：非減少連続関数の零点の発見，ニュートン法

3分割統治法：マージソート，長大数の掛け算

4動的計画法 (1) ：動的計画法の基礎， SUBSET-S血問題と勁的計画法

5動的計画法 (2) ：配達スケジューリング問題

6最適化問題 (l) ：最適化問題の定義，貪欲法と資源配分問題

7最適化問題 (2) ：連続ナップサック問題と貪欲法， 0-1ナップサック問題と動的計画法

8 グラフの問題 (1) ：グラフの表現（接続・隣接行列），最小木とプリムの方法

9 グラフの問題 (2) 最短経路問題，最短経路木，ダイクストラの方法

10 グラフの問題 (3) ：無向グラフの深さ優先探索， 2lli:連結成分，関節点の検出

II文字列の照合（1) : 素朴なアルゴリズム，クヌース ー モリス - プラット法，ポイヤー—ムーア法

12文字列の照合 (2) ・ラピン一カープ法，接尾辞木による方法

13計算幾何：凸包，ポロノイ図

14問題の難しさ：多項式時間，クラスPおよび坪，問題の帰着とNP完全問題

15 給括と復習演習：過去の演習課題に関する復習

ラア A•知紐の定着 ・ 確認 〇各回の授業中に理解度を確認するための演習問題を課す（成績にも反映
工そ

lクB．意見の表現 ・交換
させる）。複数人で問題に取り組むことも行い．相乗的により理解を深 夫の

-．．． ~ T 一
c：応用志向

められるようにする。併設する演習科目でアルゴリズム設計の実践を学 他

ンイ ぶ。 の
グブ 〇，知織の活用 ・創造

時間外学修
準傭 授業を受ける前に，教科書の関連する章 ・節は読んでおく必要がある(15h)．

学修
の内容と時

事後 授業中に出題する演習問題は復習のため必ず解くこと(!Sh)。並任する演習科目でアルゴリズムの理解を深め，実践に通じるプログラミング能力を養う (15h)。間の目安
学修

茨木俊秀： Cによるアルゴリズムとデータ構造，オーム社(2014).

教科書 講義中に適宜プリントも配布する。

Rセジウィック著，野下浩平他訳：アルゴリズムc；第1巻，近代科学社(I990). 
参考書 R．セジウィック著野下浩平他訳：アルゴリズムC.新版，近代科学社(2004).

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 60% 

゜゚ ゜価課題レポート 40% 

゜゚ ゜の

方
法

及

び
評
価

罰

合

注意事項
なし。

傭考
教職免許「情報J指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標(A3), (dl)関連科目。

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験の

゜右鉦教只の実秒 並列計算機を中心とした研究用システムの餃計と構築
こ鯰

実務経験た恙を
いかし プログラム設計の経験を基にした，アルゴリズムの実践的応用例の紹介
古 d吹



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】／（分野） 授業形式
計算機アーキアクチャ(ComputerArchitecture) 

R212P400 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名大竹哲史

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ohtake@o i ta-u.ac. j p 内練 7875 

授 ノイマン型コンピュータは現代のコンピュータの溝成原理となっています。この講義ではその基本アーキテクチャについて学びます。具体的には，計算機内部でのデータ表

集 現，綸理回路，命令セットアーキテクチャ，制御アーキテクチャ，メモリアーキテクチャ，入出カアーキテクチャの基礎知識を習得し，ソフトウェアとハードウェアのイン

の ターフェースについての理解を深めます。

概

夏

具体的な到違目標 .. OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1計算機内部の数俯表現，文字表現方法について脱明できる。

゜目標2計算機の基本命令セ’ットアーキテクチャ（命令形式，アドレス指定モード，命令実行サイクル）について説明できる。

゜目標3組合せ回路と顛序回路の基本的な動作を税明できる。

゜目標4計算機の制御アーキテクチャについて悦明できる。

゜目標5計算機のメモリアーキテクチャ （メモリ階層，仮想メモリ，キャッシュメモリ，ファイル装置）について鋭明できる。

゜目標6計算機の入出カアーキテクチャについて税明できる。

゜目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

Iノイマン型コンピュータ

2数とデータの表現1 (10進数 ・文字の2進数）

3数とデータの表現2 （数値データの数表現）

4命令セットアーキテクチャ 1 （基本命令セット）

5命令セットアーキテクチャ 2 （命令形式，実行形式）

6論理回路1 （組合せ回路）

7綸理回路2 （順序回路）

8第1回～第7回要点解説および中間試験

9制御アーキテクチャ1 （制御機構）

10制御アーキテクチャ 2 （命令実行順序制御）

11制御アーキテクチャ 3 （割り込み処理）

12メモリアーキテクチャ 1 （メモリ装置）

13メモリアーキテクチャ 2 （仮想メモリ）

14メモリアーキテクチャ 3 （キャッシュ）

15入出カアーキテクチャ（入出力制御）

ラア A：知諜の定着 ・確認
〇毎回、謂義の最後に小テストを実施し、愕符した知識の確認ができるよ

工そ
1クB・意見の表現・交換

うにする。 夫の
ー-ア-c：応用志向 他
ンイ の
グブ D• 知諜の活用 ・ 創造

時闇外学修
準傭 教科書の該当箇所をあらかじめ予習し、少なくとも専門的な用栢について理解しておく (!Oh).

学修
の内容と時

事後 小テストで理解が不十分だったところを復習する(5h)。各授業回の内容に関連する話題について、 参考書やインターネッ ト等を利用して理解を深める(lOh間の目安
学修

柴山潔：コンビュータアーキテクチャの基礎，近代科学社

教科書

へネシー＆パターソン： 「コンビュータの構成と設計」第5版上 ・下，日経BP社

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト ヽ 20% 

゜゚ ゜゚ ゜゚価 中間試験 40'.II 

゜゚ ゜の期末試験
方

40'11, 

゜゚ ゜法
及

び
評

価
割

合

注意事項

備考
教且免許 「情報」指定科目。 JABEE「知能情報コース」学習 ・教育到達目標(A3),(di)関連科目．

リンク
URL 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授集形式

オペレーアイング ・シスTム(OperatingSystems} 

R212P401 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名畑中裕司

必修 2 2年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I hatanaka-yuj ito i ta-u. ac. j p 内線 7876 

授 計算機システムの最も基本的なソフトウエアであるOSを理解するために，その役割，基本的概念および実現方式などについて学びます。また， OSと社会の関係について

集も学仕します。

の

概

妻

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1計算機システムにおけるOSの役割と基本概念（プロセス，スケジューリング，仮想記憶，ファイル等）を理解して税明できる。

゜目標2同一の計算機ハードウエアでも異なるOSを搭載すれば利用者から見ると別の仮想マシンになることを理舷して税明できる。

゜目標3 OSには計算機アーキテクチャと関係してさまざまな実現手法があることを理解して悦明できる。

゜目標4 OSには安全性を高めるさまざまな工夫がされていることを理解して悦明できる。

゜゜目標5 OSの概念や実現手法を，人間社会で採られてきた組織のあり方や仕事の割当て方など，社会システムと関連づけて説明できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

I OSの基本概念歴史，基本機能，および構成

2 0 Sの構成要素，運用と管理

3 プロセスの構造と状態

4 プロセスのスケジューリング，スレッド

5 プロセス間通信共有メモリ

6 プロセスの競合状態と相互排除

7 メモリ管理，スワッピング，空きメモリ管理

8 中間のまとめ ：OSの基本要素

9仮想記憶， ページング

10ページ置換えアルゴリズム， FIFO,LRU 

IIファイルシステム，ファイル，ディレクトリ

12ファイルシステムの実装，ファイルシステムの携能

13入出カデパイス，割り込み，デバイスドライパ

14ディスクアクセス

15デッドロック

ラア A•知謙の定着・確認 0直要な仕組やアルゴリズムについては，授業中の質疑 ・討論および課題
工そ

lクB．意見の表現・交換 浪習によーって理解を深めます。 夫の
- T c：応用志向 他
ンイ の
グブ D知諜の活用・割造

時間外学脩
準備 教科書の関連する章を予習する (8h)

学修
の内容と時

事後 授業内容を復習し，出題した演習課題に解答すること (15h)間の目安
学修

菱田隆彰，寺西裕一，峰野博史，水野忠則 ：オペレープィングシステム，共立出版， 2014

教科書

(I)大久保英嗣 オベレーティングシスプムの基礎，サイエンス社， 1997

参考書 (2)柴山潔：オペレーティングシステムーOS学一，近代科学社， 2007

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜゚ ゜
評 中間試験 40% 

価 期末試験 40" 

゜ ゜゚ ゜の演習課題
方

20" 

゜゚ ゜゚法
及

び
評

価： 「再試J判定の受講者に対しては，学翔終了後に再試験を実施します。
注意事項

備考
教只免許 「情報J指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標 (A3).(El), (dl)閣連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（分野） 授業形式
計算機科学演習(ComputerScience Seminar) 

R212P211 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 古家賢一．畑中裕司 ．中島絨，高見利也， 大竹哲史．紙名哲生．行天啓二．池部実，賀川経夫．

理工学部理工
永田亮ー，佐藤慶三，西島恵介，大城英裕

必修 1 2年
学科

前期

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

集 複雑で高度なプログラミング課題について，準備構習を経て，グループ単位で輯査 ・検肘，設計，作業分担，プログラミング，プログラムの集約，給合テストを集中的に

の 行い，その成果をグループ対抗のコンテストで発表する「プログラミングキャンプ」を実施する。これにより，グループ単位での大規模プログラムの作成工程を学ぶ。また

概 ，この作業を通じて，デバッガ等のプログラミング開発環境の習得も行う。さらに，課題を解決するための関連アルゴリズムの知識も広める。

蔓 2. カリキュラムに占める位置

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1グループでの共同作業において，自身の役割を正確に認諏し，他者と協調してプログラミング全体をまとめることができる。

゜目標2学習目標を立て，計画の進行状況や問題点などを指導教只等に報告や相談をしつつ，計画的 ・継続的にその計画を遂行できる。

゜目標3書籍やウエプ等を活用して国際的規模で情報の収集をすることができる。

゜ ゜目標4他者の質問の意図や内容を正確に理解し，適切なコミュニケーションが行える。

゜目標5 自らの考えを述ぺるとともに，｛也者の考えにも耳を傾け，他者と十分な繕論を経て，結論を導き出そうと努められる． 00  

目標6

目標7

目標8

目標9 ヽ

目標10

授業の内容

lガイダンス， AI技術概論

2深層学習アルゴリズム入門

3 Python入門・課題 (1)

4 Python入門・課題 (2)

5 Python入門 ・蝶題（3)' コンテスト課題悦明

6 （プログラミングキャンプ1)グループ別ミーティング，謀題検討

7 （プログラミングキャンプ2)プログラミング (1)

8 （プログラミングキャンプ3)プログラミング (2)

9 （プログラミングキャンプ4)プログラミング (3)

10 （プログラミングキャンプ5)プログラミング (4)

11 （プログラミングキャンプ6)プログラミング (5)

12 （プログラミングキャンプ7)プレゼンテーション資料作成

13 （プログラミングキャンプ8)成果発表ならびにコンテスト (l)

14 （プログラミングキャンプ9)成果発表ならびにコンテスト (2)

15 （プログラミングキャンプ10) レポート作成

ラア A：知諜の定着 ・確認
Oプログラミングに関して，集中して取り粗む時間ならびに複数人で協

工そ
lクB：意見の表現 ・交換 o力して取り組む時間を多く取る。集中と他者の意見を取り入れる環境で 夫の
ー-ア- c：応用志向 プ゚ログラミングスキルの向上を促す． 他
ンイ の
グブ D：知諜の活用 ・割造

゜時間外学修
準傭 課題プログフムの設計に関して，グループごとに予め検討しておく必要がある(Sh)

学修
の内容と時

事後 グループでの自分の役割 ・貢献について振り返る (2h)
1111の目安

学修

本演習としての教科書の指定は行いません。適宜資料を配布します。

教科書

参考書を指定しません。資料を配布します。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プレゼンテーション課題 10% 

゜゚価 経過報告レポート 30% 

゜゚ ゜゚ ゜の
方
最終レポート 60% 

゜ ゜法

及

び
評

価

割

合

注意事項
第1回から第5回の事前説明会ならびに準備謂習会は，基本的に平日の講義の空き時間 (6限目）に行う。第7回から第15回のプログラミングキャンプは，夏季
休業時に実施するため，日程には十分注意すること。詳細は，掲示，ならびに， L.11S(l1oodle)を通じて通知する。

備考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(B3),(D2), (F)関連科目

リンク
URL 



担当教貝c
実務経験c

゜右無教只の実を 古家賢一（情報通信企業で通信会鏃システムの研究開発に従事）
、石璽

実務経験を
いかした竜企業において，大規模システムの開発グループの一只であった経験から，協謂的 ，計画的なプログラミングにアドバイスする
守内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名〉 区分・【新主題J/（分野） 授集形式

ディジタル回路(DigitalCircuits) 

R212P402 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名大竹哲史

必修 2 2 
理工学部理工

後期
学科

E-mai I ohtaketloi ta-u ac.jp 内線 7875 

授 1 授業の目的

集 ディジタル回路はコンビュータの主要な構成要素であり，その設計を知ることは情報科学分野の技術者にとって必須です。この瞑義で

の は，基本的なディジタル回路の動作を理解し，回路の解析 ・骰計方法について学びます。

概 2.カリ キュラムに占める位置

蔓 回路技術に関する講義の中で，最も計算機ハードウェアに近い部分を担当する科目 として位置づけられます。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1組合せ論理回路の動作原理と設計方法を悦明でき，組合せ回路を設計できる。

゜目標2順序回路の動作原理と設計方法を骰明でき，順序回路を設計できる。

゜目標3基本的なディジタル回路の動作を餃明できる。

゜目標4 レジスタ転送レベルでのディジタル回路殷計方法を餃明でき， 初歩的な設計ができる。

゜目標5

目標6

目標7
． 

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1論理回路の基礎（1):コンピュータ，ディジタル回路の設計の流れ，プール代数

2 論理回路の基礎(2)．論理関数とその表現

3 論理回路の基礎(3)：論理ゲートと論理回路，諭理式の筋単化

4 組合せ回路の殺計（J):多段論理回路

5 組合せ回路の設計（2) 組合せ回路の設計

6 顧序回路の設計（1):順序回路の表現，フリップフロップ

7順序回路の設計(2).顧序回路の設計

8 中間試験

9 コンビュータの原理（1):ディジタルコンピュータ，基本構成．データ表現

10コンピュータの原理(2)：命令とアドレスの表現

11レジスタ転送レペルの殷計．レジスタ転送言語．マイクロ操作

12演算部の設計（1):演算部の構成， 算術演算 ・論理演算回路の設計

13演算部の設計(2):ALU・シフタの設計

14制御部の設計 制御部の構成，決戦制御の設計

15コンビュータの設計：設計の流れ，回路全体の設計

ラア
A：知謙の定着 ・確認 〇授業の中で演習問題を出題し，時間内あるいは時間外に取り組んでもら

工そ
lクB：意見の表現・交換

う。次回以降あるいは和bCJassを用いて解悦する。
夫の

ー アc：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知靡の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書の予習／30分

学修
の内容と時

事後 演習問題に取り組む／30~60分
間の目安

学修

藤原秀雄 ・コンビュータ設計概論 工学図書

教科書

必要に応じて授業中に招介する。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目掃 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト 20" 

゜゚ ゜゚価 中間試験 401' 

゜゚の

方
期末試験 40% 

゜゚ ゜゚法

及

び

評

価

割

合

注意事項

備考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標 (A2),(A3), (dl)関連科目。

リンク
URL 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題］／（分野） 授集形式

ソフトウェア工学1(Software Engineering 1) 

R212P202 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教只

氏名吉田和幸

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I yoshidatloita-u ac.jp 内線 7874 

授 オプジェク ト指向の概念と、 JAVA言語を例としてオプジェクト指向プログラミングについて学修する。具体的には、オプジェクト指向モデル、データの抽象化、オプジェク

業卜 とクラス、継承、多相性について解税する。さらにプログラミングに必要なファイル入出力、 GUI(Graphic User Interface)についても触れる。

の
概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1オプジェクト指向プログラミングの以下の基本概念を理解している。 データの抽象化、オプジェク トとクラス、継承、多相性 00  00  
目標2オプジェクト指向モデルについて理解している。 00  00  
目標3Java言栢で簡単なプログラムを記述できる 00  00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lソフ トウェア工学の始まり、構造化プログラミングとオプジェク ト指向プログラミング

2 JAVA言語とC言栢、 JAVA言栢の基本データ型、配列

3 ケタ落ち等の数値計算の娯差、 簡単な入出力

4 クラスとオプジェクト、フィールド、メソッド、コンストラクタ

5 クラスの機能、アクセス制御、オーバロード

6 クラスライプラリ、 String, Math,ラッパクラス、 mutableobjectとimmutableobject 

7 クラスの継承、スーパクラスとサプクラス、オーバライド

8抽象クラスとinterface、多相性、多重組承

9例外処理、 try-catch文， throw文

10入出力処理

II即Cモデル、リスト構造等のデータ構造の表現、プログラム例

12 Graphic User Interface, コンポーネントとレイアウト、プログラム例

13アニメーション、スレッド、プログラム例

14ダプルバッファリング、プログラム例

15まとめ

ラア A：知紐の定着・確認
〇筍単なプログフムの作成

工そ
lクB：意見の表現・交換 夫の
- T c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知諜の活用 ・創造

時間外学修
準傭 mood leで配布する資料，テキストを事前に読んでおく (!Oh)

学修
の内容と時

事後 毎回講義内容にそった宿題を課します (30h)間の目安
学修

石橋友ー他 (2008) 「JAVAで学ぶオプジェクト指向プログラミングJ サイエンス社

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 70~ ・O 

゜゚価 レポート 30" 

゜゚の

方

法

及

び
評

価

割
合

注意事項

備考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（ 分野） 授業形式
ソフトウェア開発濱習1(Software Dove I opmont Laboratory 1) 

R212P212 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名西島恵介・永田亮ー・池部実

必修 1 2年
理工学部理工

後期
学科

E--ma i I (k-nisij ima. nacata-r, minoru}Ooita-uac.jp 内練 7883, 6607, 7872 

授 1.授業の目的： Javaを用いたプログラミング演習を通じてオプジェクト指向について理解を深めます。

集 2.カリキュラムに占める位憶 ．3.の関連科目と併せて、オプジェクト指向やソフトウェアのモデリングを習得する科目として位置づけられます。

の 3.他の授業科目との関連 ：先修科目く情報科学A/8展望，プログラミング演習＞、並修科目くソフトウェア工学l>、後修科目くソフトウェア1l11発演習2>

概
憂

員体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1簡出なJavaプログラムを作成 ・実行 ・デバッグすることができる。

゜目標2オプジェクト指向に基づき、要求されるシステムの分析、設計、実装を計画的に立案 ・実行できる。

゜目標3要求されるシステムを構成するJavaプログラムを作成するときの詫問題について、多面的に考察し解決できる。

゜目標4 作成したシステムの構成について説明する文書を作成できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス

2 Javaプログラミングの基本（1)変数とデータ型，場合に応じた処理，繰り返し処理

3 Javaプログラミングの基本（2)配列，簡単な入出力処理

4 クラスとオプジェクト指向ブログラミング（1)クラスとオブジェクト，メソッ ド，コンストラクタ

5 クラスとオプジェクト指向プログラミング (2)クラス変数，クラスメソッド，オプジェクトの配列

6 クラスの機能（1)フィールドヘのアクセス制御

7 クラスの機能（2)オーバーロード

8 クラスライプラリの利用（1)クラスライプラリ，いくつかの有用なクラス， ArrayList

9 クラスライプラリの利用（2)パッケージ，仕飾子とアクセス制御，クラス型の変数

10クラスの拡張と継承（1)拡張と継承

11クラスの拡張と継承 (2)オーバーライド，クラスの階層

12 抽象クラスとインタフェース，例外処理 (1)抽象クラス，インタフェース

13抽象クラスとインタフェース，例外処理（2)例外とその処理方法

14 入出力機能，図形の描面とGUI(1)標準入出カストリーム，ファイルクラス，ファイル入出力

15 入出力機能，図形の描画とGUI(2) ウィンドウの表示と図形の描画， GUI部品の配置とイベント処理

ラア A• 知識の定着 ・ 確認 〇受講生を班にわけ、班ごとにTAを配置し、 疑問点やうまくいかない点な
工そ

lクB．意見の表現・交換 。どを受講生がすぐにTAに相談できる体制を整えている。 夫の
-- 7 -
c：応用志向 他

ンイ の
グブ D：知識の活用・割造

時間外学修
準備 教科書を読んで予習する(15h)．

学修
の内容と時

事後 課題に取り組む(15h)。間の目安
学修

高橋友ー他 ：Javaで学ぶオプジェク ト指向プログラミング入門、サイエンス社

教科書

参考書は指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 100" 

゜゚ ゜゚価

の
方

法
及

び
評
価
窮
提出したレポー トの内容によって到達目標の達成度を評価します。
合
なお、欠席回数が全授業回数の1/3を超える場合、単位は認められません。

注意事項

傭考
教貝免許「情報」指定科目． JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標(A3)、 （B)、 （C2、3)、 （Dl)、 （dl)、 （d2)閲連科目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授業形式

情報ネットワーク(ComputerNetwork) 

R212P403 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名池部実

必修 2 2年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I mi noru@o i ta-u ac. j p 内線 7872 

授 インターネットの普及により，通信とネットワークの利用は人々の生活に必要不可欠なものとなっている。ネットワークを社会で活用するとともに， 新たな分野に適用して

業 いくためには，その基本的な仕組みや動作原理など，ネットワークコンビューティング技術やネットワークの安全確保のための情報セキュリティ技術を理解することがが必

の 要である．コンビュータネットワークに関して．物理的な構成や機能ばかりでなく．目に見えない論理的な構成や機能，多様なアプリケーションプログラム，およびセキュ

概 リティ保護方策など，その概念や原理について学習する。

蔓 コンビュータと通信の基礎の上に，コンピュータネットワークの基本構造とその上で動くソフトウェアやシステムの構築法に関して学修する授業科目である

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンピュータネットワークの基本概念や原理を説明できる

゜目標2ネットワークアーキテクチャ，各プロ トコル階層の機能および階層間の関係を説明できる

゜目標3代表的なデータ伝送方式を脱明できる

゜目標4インターネッ トの基本的な経路制御方式と接続方式を貌明できる

゜目標5ネットワークセキュリティの考え方，暗号と鎚方式の原理，認証など，セキュリティ確保のための保護方策を税明できる

゜目標6情報ネットワークを社会へ導入する際に，その利点と克服すべき課題を挙げることができる

゜目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lコンビュータネットワークの概要 コンピュータネットワークの発展と目的，ネットワーク接続形態，階層プロトコルとOSI参照モデル

2インターネットとTCP/IP インターネットの歴史および標準化， TCP/IPプロトコル群

3上位層プロトコルとアプリケーション(I) クライアント・サーバ，＂Wプロトコル， HTTPの概要， DNSの仕組み

4上位層プロトコルとアプリケーション（2) 電子メール，ファイル転送，遠隔ログイン

5 トランスポート層プロトコル（I) コネクション， UDPプロトコル

6 トランスポート層プロトコル(2) TCPプロ トコル， ウインドウ制御，輻躾制御

7 TCPソケットプログラミング ソケットシステムコール，プログラム例

8前半のまとめ，中間試験

9インターネット層とIP(l) IP概要， IPアドレス，IPによる経路制御

10 インターネット層とIP(2) IP以外のプロトコル，ARP,DHCP 

II 経路制御プロトコルとIPv6 経路制御プロトコル， IPv6の特徴と機能

12下位層プロトコルとメディア（I) データリンク， IIACアドレス，送信権制御方式

13下位層プロトコルとメディア(2) Ethernet,無線LAN

14ネットワークセキュリティの基礎と応用（I) 概要，秘密鍵・公開鍵暗号アルゴリズム，認証

15ネットワークセキュリティの基礎と応用(2) セキュリテイプロトコル，無線LANセキュリティ

ラア A：知諜の定着・確認
〇講義形式で実施し，授業内容の理解度を確窮するためにeラーニングシ

工そ
直要な仕組やアルゴリズムについては， eラーニングシステムに

lク B•意見の表現・交換 ステムを用いた演習鰈題を謀します。 夫の よる演習課題を解くことにより，理解を深めること。

＿ア
C．応用志向

他

ンイ の
グブ 〇：知織の活用・劇造

準備 教科書を事前に貌んでおく (15h)
時間外学修

学修
の内容と時

事後 演習課題 ・出席諜題などでできていない箇所を謂義内容を復習して理解する(13h)間の目安
学修 学習した内容をインターネットなどにより実際に試し，その原理や仕組みを体得する(2h)

小口正人，コンビュータネットワーク入門，サイエンス社， 2007

教科書

(I) A. S.タネンバウム著，水野忠則ほか訳，コンピュータネットワーク（第5版）． 日経BP社．

参考書 (2)小林孝史，コンビュータ ・ネットワーク入門 ［改訂版】，ムイスリ社， 2017

(3)井口償和，ネットワークー目には見えないしくみを構成する技術ー，森北出版社， 2015

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 501' 

゜゚ ゜゚ ゜゚価 中間試験 30% 

゜゚ ゜ ゜の

方
演習レポート 2~ 

゜゚ ゜゚ ゜法

及

び
評

価

割
F＋判定の受講者に対しては，学期終了後，半年以内に再試験を実施します
合

注意事項
eラーニングシステムにて講義資料 ・講義スライドを配布する。講義資料 ・謂義スフイドを参考にして予習 ・復習をしつかりしてください。授業で出す課題に必ず取

り組んでください。

備考
教且免許「情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(AZ.3), (E), (di)関連科目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】／（分野） 授集形式
ソフトウェア工学2(Software En1ineer ing 2) 

R213P203 

必修選択 皐位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名紙名哲生

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I kaminaOoita-u ac.jp 内線 7873 

授 ソフトウェアには物理的な実体がなく ，言語的な表現でしかその成果物を表すことができない。その記述方法を正しく理解 ・活用しないとソフトウェア開発において大きな

集 問題が生じる。本謂義では，分析 ・設計といった各工程におけるソフ トウェアの記述方法を学ぶ。それを含めて，ソフトウェアの開発工程について総合的に学ぶ。

の 先修科目 ソフトウェア工学1

概 並修科目・ ソフトウェア開発演習2

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 ソフ トウェア開発における分析工程で用いられるモデリング言匝を正しく使い分けることができる。

゜゚目標2分析工程において得られたモデルに基づいて，適切にソフトウェアを設計できる。

゜゚目標3 ソフ トウェア開発で用いられる様々なテスト技法や検証手法について鋭明できる。

゜目標4 ソフトウェアの開発工程について税明できる。

゜゚目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目欄10

授集の内容

1ソフトウェア開発における謀題

2要求分析

3オプジェクト指向分析とUl,IL

4制御の流れ・協調モデル

5状態遷移モデル

6構造化分析 ・データの流れモデル

7オプジェクト指向開発方法論

8 中間試験

9 ソフトウェアアーキテクチャ

10モジュール設計

11構造化設計 ・プログラミング、

12オプジェクト指向設計 ・プログラミング

13テストと検証

14ソフトウェアプロセス

15プロジェクト管理

ラア A：知識の定着・確認
〇授業中に学生自身が理解度を確認するための演習問題を出題する。

工そ
lクB：意見の表現・交換 夫の
ーアc：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知識の活用・割造

時間外学修
準傭 教科書の予習 (8h)

学修
の内容と時

事後 演習問題に取り組む (8~!5h)間の目安
学修

高橋立久 ・丸山勝久：ソフトウェア工学，森北出版

教科書

玉井哲雄・ソフトウェア工学の基礎，岩波書店

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 501' 0 

価 期末試験 50" 。
゜゚ ゜の

方
法

及

び
評

価

書

合

注意事項

備考
教員免許 「情報」指定科目。JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(Bl), (dl)関連科目。

リンク
URL I 



担当教只c
実務経験c

゜右無教只江の•凸実召 民間の研究所に非常勤研究貝（教貝との兼業）として勤務し、実証実験向けの各種サーピスの構築を行った。
実務経験を

いかした竜 実務で得られた実体験を適宜織り交ぜながら講義する。
守内容



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題 】／（分野） 授業形式

ソフトウェア開発濱習2(Software Development Laboratory 2) 

R213P211 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名大城英裕・賀川経夫•佐藤慶三

必修 1 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I t-kagowoOoita-u ac jp,ohkitloita-u ac Jp,k-sato@oita-u ac jp 内線 7877, 7882, 

授 ソフトウエア開発における要求分析や仕様作成から実装までの工程をUMLを利用して実践的に学習します。クライアントの要求や仕様に書かれた内容をユースケース図で表

業 現し，ソフ トウエア設計のための正確で分かりやすいクラス図やシーケンス図を作成する能力を身につけます。この過程で作成された図を用いて正しく実装を行う能力を習

の 得します．

概

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1要求分析によって得られた要件をまとめ，ソフトウエアの基本設計をおこない，ユースケース図を作成できる。 00  

゜目標2 ソフ トウエアを実装するためのクラス図やシーケンス図などの設計モデルを作成することができる。

゜゚目標3 クラス図やシーケンス図に基づいてプログラムを作成することができる。

゜゚目標4旧ILによって作成された設計図を介して他者にソフトウエアの要件を伝えることができる。 00  

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目憬10

授集の内容

1 UMLを利用したソフトウエア開発についての悦明

2要求分析（1)... オプジェクト図とクラス図の作成

3要求分析 (2).. ユースケース因の作成

4 ソフ トウエアの設計（1)...詳細化クラス図の作成

5 ソフトウエアの設計 (2) ．プログラムに対応したクラス固の作成

6 ソフトウエアの設計（3)... クラス図を用いたプログラムの作成

7 ソフトウエアの設計（4).. .シーケンス図の作成

8 ソフ トウエアの設計（5)... プログラムに対応したシーケンス函の作成

9 ソフ トウエアの設計（6)...シーケンス図を用いたプログラムの作成

10 実践演習（ 1)... アプリケーション開発に関する説明

11実践演習（2)' '' アプリケーションに関する要求分析クラス図の作成

12実践演習 (3). .．アプリケーションの設計と作成 ・クラス図とシーケンス図の作成

13実践演習 (4).. ．アプリケーショ ンの設計と作成 ・クラス図の作成とそれに基づく実装

14実践演習 (5) アプリケーションの実装

15実践演習 (6)... アプリ．ケーションの実装 ・テスト

ラ ア
A知紐の定着 ・確認 o・課題によっては，モデルの作成に関するグループワークを行います。 工そ • 各種開発ツールを利用して効率的なモデリングやプログラミ

lクB：意見の表現・交換

゜
夫の ングを実践します。

- T c：応用志向

゜
他 ・実際のアプリケーションを作成することにより実践的なソフ

ン イ の トウェアの設計と実装を経験します。
グ ブD．知様の活用・創造

゜準備 教科書による予習 (15h)
時間外学修

学修
の内容と．＂

事後 演習時間内に作成したモデル図やプログラムの見直し、自己評価 (7.Sh) 
間の目安

学修

竹政昭利 ：かんたんU!fL入門（改訂2版），技術評論社

教科書 ・演習で利用するプレゼンテーションをレポート作成用資料として配布します

• 松本啓之亮：ソフトウェア工学 オプジェクト指向 ・ ~IL ・ プロジェクト管理，森北出版

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題（モデル作成） 25li¥ 

゜゚価 諜題（プログラム作成） 15% 

゜ ゜の レポート 60% 

゜゚ ゜゚方

法

及

び
評

価

劃

合

・ 「ソフトウェア工学Il」と一体化して同時に受講すること．
注意事項 ・すべてのレポートを必ず提出してください。

備考
教只免許「情報」指定科目。

JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(Bl, 2, 3), (C2, 3), (DI), (di), (d2)関連科目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】／（分野） 授集形式

言穎処理(LanguageProcess i nr) 

R213P204 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名紙名哲生

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E--ma i I kam i naOo i ta-u.ac.j p 内線 7873 

授この授業では，高級言栢のプログラムをコンビュータで実行可能な形に変換するソフトウェアであるコンパイラについて学ぶ。授業のねらいは，コンパイラの役割と機能お

業よび実現方法を理解するとともに，閉単なコンパイラを作成できる基礎能力を養成することである。

の

概

璽

具体的な到達目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1コンパイラの構成について悦明できる。

゜目標2正規言語とオートマトンについて理解し，簡単な字句解析プログラムを作ることができる。

゜目標3文脈自由文法と構文解析について理解し， LL(l)・文法で書かれた簡単な言匝の構文解析プログラムを理解できる。

゜目標4記号表やコード生成について理解し，悦明できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢集の内容

1言栢処理系とは

2スタックマシン

3 コンバイラの構成

4文法と言匝

5正規表現

6有限才ートマトン

7字句解析プログラムの作成

8 中間試験

9下向き構文解析： LL(l)文法

10下向き構文解析プログラムの作成

11上向き構文解析

12意味解析・記号表

13意味解析：スコープの処理

14仮想マシン

15仮想マシン語への変換

ラア
A：知識の定着 ・確認 〇鵡義内容に基づくプログラム，レポートの作成

工そ

1クB：意見の表現・交換 夫の
-T  C• 応用志向 他
ンイ の
グブ D知識の活用・割造

時間外学修
準傭 教科書や、 moodleで配布する資料を事前に読んでおく (!Oh) 

学修
の内容と時

事後 毎回，講義内容にそった宿題を諜す (30h)
間の目安

学修

田中育男・コンパイラ作りながら学ぶ、オーム社

教科書

R.ハンター：コンパイラ構成論， 近代科学社、

参考書 中田育男：コンパイラ，産業図書

成 評価方法 割合
目標 目標 目襴 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習謀題 20" 

゜゚ ゜゚価 中間試験 40" 

゜゚ ゜゚の期末試験 40" 

゜゚ ゜゚方

法

及

び

評

価

劃

合

注意事項

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（ 分野） 授業形式
計算機システム実験(ComputerSystem Experiments) 

R213P420 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 罐 ・限 担当教日

氏名大竹哲史

必修 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ohtakeOo i ta-u. ac j p 内線 7875 

授 計算機システムを構成するハードウエアとソフトウエアのつながりの部分に関して実験を通じて理解します。オペレーティングシステム (OS)の基本部分が，どのような

業 原理と仕組みでハードウエアを直接動作させたり，制御したりしているのかを学びます。これにより，ハードウエアの基本勁作とそのためのプログラムの構成法に関する気

の 識が実験により確認され，知能システムを構築する基盤となる計算機システムの原理や動作が理解できます。

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 OSの基本部分の動作を確認し，ハードウエアとソフトウエアのインタフェース部を理解して税明できる。

゜目標2実験の計画を立て，その工程に沿ってグループで協鯛して処理し，期間内に遂行できる。

゜目標3問題を理解 ・分析して，多面的に考察し，問題解決のために必要な技術や知諏を系統的に整理できる。

゜目標4詮理的展開に沿ってレポートを作成するとともに，その内容を他者に明確に説明できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

浸業の内容

1実験餃明

2開発環境 (Eclipseとタスク トレーサ）

3デバッグとチューニング

4 PI 0入出力

5 LED表示とDA変換

6 PI 0割込みとAD変換割込み

7ハードウェアタイマ

8 タスクの絶対優先度スケジューリング

9 時刻，周期ハンドラ，アラームハンドラ

10タスクの排他制御と同期（セマフォ， ミューテックス，イペントフラグ）

11クスク間通信（メッセージバッファ，メールボックス，メモリプール）

12スイッチのチャタリング除去手法

13スイッチと LEDの応用(!+数器とルーレットの作成）

14高度な排他制御 （デッドロックと優先度逆転現象）

15ネットワーク通信（簡易TCPサーバーの作成）

ラア A・知紐の定着・確認
〇実験課題をグループ単位で行い，その過程で実験記録として「実験手11l

工そ
lクB．意見の表現・交換 。と段取り」および「実験結果Jの記載 ・悦明を，実験終了後には実験レ 夫の
ー-ア-
C・応用志向

ポートの提出を課します。グループによる検討と実験をとおして理解を 他
ンイ 深めます。 の
グブ D．知鰈の活用・創造

時間外学修
準備 次回の実験部分について実験プキストにより予習が必要です。 （合計15時間程度）

学修
の内容と

事後 実験後には実験報告書の作成と提出が必要です。 （合計30時間程度）間の目安
学修

実験テキスト （理論編と実習編） ，

教科書

(!)組込みシステム実践プログラミ ングガイド，技術評論社．

参考書 (2)実践TRON組込みプログラミ ング， パーソナルメディア．

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 実験レポート 80% 

゜゚ ゜価 実施記録と税明 201' 

゜の

方
法

及

び
評
価

割
合

注意事項
全回出席して，実験をし，実験レポー トを提出しないといけません。

備考
教只免許「情報」指定科目。JABEE「知能情報プログフムJ学習 ・教育到達目標(A3),(83), (C), (Dl), (dl)関連科目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［ 新主題】／（分野） 授業形式

情報セキュリアイ(Cybersecurity)

R213P400 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 大竹哲史，吉田和幸，行天啓二

必修 1 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I ohtaket!o i ta-u. ac. J p 内線 7875 

授 情報システムを構築・運営する上で，情報セキュリティヘの配慮は不可欠です。この講義では，情報システムの基盤としてのネットワークやハードウェアのセキュリティ

集 ，情報システムに使用されている認証技術として，生体記肛技術等について学ぶ。

の

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1ディジタル回路に対する脅威とその対策を説明できる。

゜゜目標2 インターネットにおける境界防御の方式について貌明できる。

゜゜目標3公開鍵基盤(PKI)について税明できる。

゜゜目標4 バイオメトリックス認証，電子透かしの意義，および，原理や応用方法について税明できる。

゜゜目標5

目標6

目標7

目標8
ヽ

目標9

目標10

授集の内容

1ガイダンス ・情報システムと諜業（担当：大竹哲史） ヽ

2 ディジタル回路に対する膏威と対策（担当 ・大竹哲史）

3 ファイアウォール（担当：吉田和幸）

4 ファイアウォール（担当 ：吉田和幸）

5 暗号通信（担当 吉田和幸）

6 PKT (Public Key Infrastructure) （担当：吉田和幸）

7 認証方式（担当：吉田和幸）

8 バイオメトリックス籾証・電子透かし（担当 行天啓二）

9期末試験

10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A．知謙の定着・確認 〇演習問題の出題あるいは講義時間中のレポート作成．

工そ
1ク B•意見の表現 ・ 交換 夫の
＿ アc：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知鰈の活用 ・創造

時間外学修
準傭 事前にe-Learningシステムに掲叡された資料を確認する／30分

学修
の内容と時

事後 授業で出題する演習間題には必ず取り組む／30分～60分
間の目安

学修

謂義資料を配布あるいは事前にe-Learningシステムに掲載する。

教科書

必要に応じて授業中に紹介する．

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポートあるいは試験 15" 

゜価 レポートあるいは試験 70% 

゜゚の レポートあるいは試験 15'.lli 

゜方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項

備考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(E), (di)関連科目。

リンク
URL 



• "'如エ直ヤ‘ノター(f)7マイアウォールなどセキュリティ機器の運用

実初11!1!.... 
いかしト』吉田和幸：サイパーセキュリティについて、実態に沿って最新の状況について税明する。
- ,＝一啓二：情報システムに関連するセキュリティ技術について餃明する。



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題 】／（分野） 授集形式
知識処理綸(KnowI edge Processing) 

R213P302 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名高見利也

必修／選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E--ma i I takam i-tosh i ya@o i ta-u. ac.j p 内線 7880 

授 「人工知能基礎」で学んだ基礎的な要素技術のうち，推論技術・自然言語処理 ・人工生命に関してさらに深く掘り下げ，いくつかの知譲処理手法とその応用領域について紅

業 見を得る。さらに，ロボットや自動運転システムを対象として．不確実な情報の元で行われる推論．意思決定のメカニズムについて学ぶ。

の
概

憂

具体的な到運目欄 DP事の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 高次推論の位置付けを理解し，貌明できる。

゜目標2 自然言栢を処理する基本的な手法を理解し，悦明できる。

゜目標3生物由来の手法，遺伝的アルゴリズムを悦明できる。

゜目標4 ロポットの基本的メカニズムとその制御方式を悦明できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目欄10

慢業の内容

1知識処理の歴史

2 人工知能の基碕

3 論理表現と推論

4 述語論理と導出法

5 不確実な推論

6 自然言語処理・統計的アプローチ

7 自然言梧処理．深層学習， トランスフォーマー

8 中間試験

9 人工生命の研究

10分散人工知能と群知能

11生物由来のアルゴリズム

12遺伝的アルゴリズム

13ロボットシステムの概要

14ロポットにおける知識処理

15ロポット制御の具体例

ラア A：知識の定着・確認
〇毎回、講義の最後に小テストを実施し、習得した知識の確認ができるよ

工そ
lクB．意見の表現 ・交換 うにする。 夫の
ーアc：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知識の活用 ・割造

時間外学修
準傭 各授業回で扱う内容に関連するキーワードについて、あらかじめインターネットなどを利用して予習しておく (10h)．

学修
の内容と時

事後 小テストで理解が不十分だったところを復習する(5h)。各授業回の内容に関連する話題について、書籍やインターネット等を利用して理解を深める(10h).間の目安
学修

教科書を指定しない。

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目襴 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 40% 

゜゚fili 期末試験 60% 。
゜゚ ゜の

方
法
及

び
評
価

劉

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3), (d4)関連科目

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（ 分野） 授業形式
知能シスアム実験(Intel!igent System Laboratory) 

R213P320 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名賀川 経夫

必修 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I t-kagawallo i ta-u. ac j p 内線 7877 

授 知能ロボットにおける様々な知的処理をプログラムとして実現し，実際に複数センサを装備した車輪走行ロボットを動作させます。前修の講義や実験，演習で習褐した知諜

業 とプログラミング技術を応用して，自律型移動ロポッ トにおける様々な知的処理を実装していくことにより，実践的に人工知能に関して理解を深めます。 また，受講者間

の の相互評価を通して，綸理的な文章でレポートを作成する能力や，グループワークを通して，グループでの役割分担や作業スケジュールなどの計画を立案し，協調的に実践

概 する能力を養います。

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応〈別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1障害物回避や物体探索などの移動ロポットにおける様々な知的な移勲殷略をプログラムとして実装できる。

゜゚ ゜目標2マルチタスク，割込み，タイマ処理などの技術を応用しながら，各種センサやモータの制御を行うプログラムを作成できる。

゜゚目標3 グループで役割分担やスケジューリングを計画的に行い，アイデアを出しあいながら，課題解決の提案ができる。

゜゜目標4 実験レポートやプレゼンテーションを通して，自分のアイデアを他者に分かりやすく的確に伝えることができる。

゜゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1実験の概要悦明，ロポットの操作方法悦明，演習謀題（モータ制御）

2 ロボットのセンサ利用方法税明，演習課題（センサ利用）

3課題1 高速走行制御の実現

4課題1 高速走行制御の実現 ・動作確認

5課題2 障害物回避などの自敷運転技術の実現

6課題2 障害物回避などの自動運転技術の実現 ・動作確認

7課題3 il'li度な知能システムの実装と評価

8課題3 高度な知能システムの実装と評価・動作確館

9課題4 自動掃除機の実現、動的環境における移動制御法の検射

10課題4 自動掃除機の実現、動的環境における移動制御法の検肘 ・勤作確聡

11最終課題 課題内容の検討，プログラム開発

12最終課題 諜題内容の検討，プログラム開発

13最終課題 課題内容の検討，プログラム開発

14最終課題 デモ用ビデオ撮影，プレゼンテーショ ン資料の作成

15最終課題発表会

ラア A・知紐の定着・確認
0 ・ 2人～4人のグループで課題を分析し、独自に目標を設定し、その上で

工そ
・課題出題、レポート提出などはMoodieを利用して行います。

1クB．意見の表現・交換 プ゚ログラムの作成を行います。 夫の • 最終課題では、班単位で課題を決め、その解決に取り組んで
-・、.T -
c：応用志向 ・゚なるべ＜／也班のロポットの動作をチェックしあうことにより、学生ど 他 もらいます。

ンイ うしで繕論できるようにします。 の
グブ D：知紐の活用・創造

゜時間外学惰
準傭 ロポットプログフミングの予習 (3h)や課題解決のためのアイデアづくり (3h)

学修
の内容と時

事後 人工知能の観点からのロボットの動作に関する考察 (6h)間の目安
学修

教科書は指定しない。

教科書 ロポットの利用方法、 プログラム作成のためのマニュアルなどの基本的な情報はWebページ等で提供します。

人工知能に関する書籍全般

参考書

成評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート以外の提出物 101' 

゜゚価 レポート 90" 

゜゚ ゜゚の
方

法

及

び
評
価

劃
合

注意事項
ロボットの制御に関する各課題での成否は評価対象としません。与えれたタスクの成否の要因の分析と考察を直視します。

備考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標 (A3),(B2, 3), (CJ, 2, 3), (DJ), (di), (d2). (d4)関連科目

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】 ／（分野） 授業形式

情報英栢(Englishfor Computer Science) 

R213P500 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名畑中裕司

必修 2 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I hatanaka-yuj i@o i ta-u. ac. j p 内線 7876 

授 科学技術に関する英文の読み書きとコミュニケーションに必要となる基礎能力を養成することを目的とします。このために，科学技術文献の貌解と英作文に必要となる基

業本栢彙や専門用話の学習．文法知織の復習，情報 ・知能分野を中心とする英文記事の貌解等，演習を中心に講義を進めます。また，英栢による清報収集，資料作成，発表

の 演習を通じて，必要な情報や知識を自主的に学習 ・獲得する能力およびそれらのプレゼンテーション能力を養います。

概
蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1情報 ・知能分野における英語の基礎的文書 ・文献を読み，理解して税明できる。

゜目標2 与えられた諜題を解決するために，＂ V等の情報源を活用して，国際的規模で情報収集と分類ができる。

゜・目標3収集した情報を整理 ・分析して他者に分りやすく悦明することができる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1授業概要 謂義の目的，演習の進め方，発表方法

2情報英栢の基礎I 技術文書における基本梧彙と構文

3情報英窮の基礎I 技術文書，梨品カタログの構造

4情報英粍の基礎I 技術文書における単位表記，仕様書の醗み方

5情報英語の基礎l 操作マニュアルの記載方法

6情報英語の基礎I ピジネス文書の基礎

7情報英語の基礎I ピジネスレターの書き方

8情報英語の基礎Il 科学雑誌の基礎，読み方

9情報英話の基礎1I 技術プレゼンテーションの基礎

10情報英栢の基碕1I 技術解鋭書，研究論文の基礎

II情報英語の応用 英匝スピーチ，質疑，評価（導入）

12情報英語の応用 英栢スピーチ，質疑，評価（実践）

13情報英話の応用 英栢スピーチ，質疑，評価（改良）

14情報英語の応用 英栢スビーチ，質疑，評価（応用）

15情報英語の応用 英栢スビーチ，質疑，評価 （まとめ）

ラア A：知識の定着 ・確認
oeラーニングシステムを利用した浪習形式の謂義を行います。また，講

工そ
1クB：意見の表現・交換 。義の中で小テストを随時実施します。さらに，英話による3分のスピー 夫の
ーア C．応用志向

チを全只に課すことで，話題の選択から発表内容の設計，資料の作成， 他
ンイ 英栢の講演までの全プロセスを体験できるようにします。 の
グブ 〇：知織の活用 ・創造

時間外学修
準傭 講義は教科書の内容に対する演習を中心に行うため，予習すること (15h)

学修 また，英栢スピーチのために，閑連情報の収集や発表用スライドの作成を行う (5h)
の内容と時

事後 随時，小テスト（復習テスト）を随時行いますので，謂義内容を復習しておくこと (Sh)間の目安
学修

野ロジュディー，深山品子（監） ：ESPにもとづく工業技術英語，講談社， 2009

教科書

(I) Eric H. Glendinning and John McEwan: Basic English for Computing, Oxford University Press, 2003 

参考書 (2) Eric H. Glendinning and John McEwan・ Oxford English for Information Technology, Oxford University Press, 2002 

(3) 田中雅博（監）： 21世紀の情報英栢，講餃社， 2004

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 35% 

゜価英語スピーチ演習 ・レポー ト・授業中の課題演習 35~ 

゜゚の

方
復習テスト 3吸

゜法

及

び
評

価

劉
「再試J判定の受講者に対しては，学期終了後に再試験を実施します。

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラムJ学習 ・教育到達目標(D3),(d4)関連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】／（分野） 授業形式

卒業研究(Gradualion Thesis) 

R214POOO 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名 古家賢一．中島駿． 高見利也．大竹哲史．畑中裕司 ．紙名哲生．行天啓二．池部実．吉崎弘一

必修 8 4年
理工学部理工

通年
学科

E-mai I 内線

授 1.卒業研究の目的

集 自らの研究テーマについて教只の指導の下，自ら考え研究を行い，卒業論文として結果をまとめ，発表を行う。これらを通し，これまで学んだ分野に対し深い知識と経験

の を有する人材を育成する。また論文としてまとめる能力やプレゼン能力の育成 ・向上を図る。

概 2.カリキュラムにおける卒業研究の位置付け

夏 卒業研究は知能情報システムコースでの学習の総まとめにあたり，卒業研究の研究活動はこれまで学んできた知識を総勤且し，さらに先端的な知識を自ら習徘していくこ

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1情報 ・知能分野の専門知識 ・技術を理解し．これらを応用することができる。

゜目標2個人またはチームで．ソフトウエアやシステムに要求される機能を検討し，計画的に設計 ・実装 ・評価することができる。

゜目標3情報 ・知能分野の新たな謀題を探求し，問題を整理 ・分析し，多面的に考えることができる。

゜目標4考えや諭点を自ら正確に記述表現して皆の前で発表し，射議することができる。

゜目標5情報技術者としての責任と情報技術の社会に及ぼす影響について考えることができる。

゜目標6 自ら学習目標を立て，適切に情報や新たな知識を獲得し，継続的に学習することができる。

゜目標7

目標8

目標9

目標10

浸業の内容

1卒業研究の形式 ・進め方

2 各研究室の研究テーマに従って，ゼミナール形式，プロジェクト開発形式などで実施します。

3 

4卒業研究の内容 ・

5 各研究室における卒業研究テーマによります。

6 研究室配属前に指示がありますが，各年度のテーマとその概要については，

7 随時，コースのホームベージから参照することが可能です。

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラ アA：知紐の定着・確認
o研究活動ではこれまでの構義や演習とは異なり，自ら主体的に学び研究

工そ

1ク8：意見の表現・交換 。を進めることが基本となります。 夫 の
-T  c：応用志向

゜
他

ンイ の
グ ブ〇：知謙の活用・ 創造

゜時間外学修
準傭

学修
の内容と時

事後
間の目安

学修

各研究室で指示があります。

教科書

各研究室で指示があります。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績
研究室での研究活動の評価 50" 

゜゚ ゜゚ ゜゚
評

価 卒業研究中間発表会での評価 JO% 

゜の卒業綸文発表会での評価 15% 

゜方
卒業論文の評価 25" 

゜ ゜゚ ゜法

及

び

評

価

割
・卒業研究中間発表 ・卒業論文発表会での発表は卒業論文の評価のための必須要件です。
合
・卒業研究評価時期 ：

注意事項
・卒業研究を履修するためには，卒業研究渚手要件を濶たしていることが必要です。

• 3年後期に履修状況に基づいて資格判定を行い．有資格者については， 4年での卒業研究実施に先立ち， 3年後期に研究室への配属を行います。

［備考】
備考 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(B3), (C), (D), (E2), (F), (d4)関連科目。

リンク
URL I 



担当教只の

実務経験の

゜右鉦教只の実務古家賢一 ・中品誠（研究開発者），紙名哲生（ソフ トウェア開発者），行天啓二（システムエンジニア）
江鵬

実務経験を
企業等での実務経験をもとに，実践的なシステム開発や研究の方法を教授するとともに，論文執筆やプレゼンテーションの指導を通じた，効果的な表現方法につい

いか守内し容た毬て指導する。



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】 ／（分野） 授集形式

英！吾コミュニケーション(EnglishCommunication) 

R243P510 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名大城英裕・畑中裕司

選択 1 3年
理工学部理工

前期
学科

E--mai I ohkiOoita-<J.ac jp 内線 7882 

授 「受験英栢」から「使う技術英語」への橋渡しが本講義の目的である加えて TOEIC受験も視野に入れ．オンライン教材の活用も積極的に行う．講義では．実際に使われ

集ている英栢に暫目し，英栢表現， 醗み，書き，ヒアリングのトレーニングを行う．実際に使う英語において，これまでの受験英話の知識でありがちな落とし穴に珀目して

の テーマを設定し，例題を挙げながら解説していく 加えて，関連課題も出題する 課題のレポートを期限内に提出して，添削を受けることで，各テーマの理解を深める 今

概 年度はオンライン講義の予定である．詳細は別途moodleで知らせる

璽

具体的な到違目襴 DP筆の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1英語の検定試験で標準的な評価が得られるよう． 自ら計画的に電子教材を活用する。 00  

゜目標2技術文書の一般的な読解の方法を理解する． 00  

゜目標3英単栢と日本匝の概念の違いを知り，1000話程度の英単栢の語彙を拡充する。 00  

゜目標4 代表的な英語のスビーチを聴き，英語に書き下すことで聴き取りが不十分な箇所を見つける。 00  

゜目標5卒業論文の概要程度を英文で書く方法を身につける。 00  

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目檬10

慢集の内容

! （概要）概要講義の目的，講義の進め方

2 （準備，確詑）オンライン教材の利用方法の悦明

3 （栢彙）大量記憶，英和辞典の性質理解

4 （読解）技術文書の理解と和訳

5 （院解）技術文書の理解と和訳

6 （院解）技術文書の理解と和訳

7 （罰解） NativePoetryの理解と和訳

8 （中間試験）講義で習得した貌解カ ・語彙カ ・ヒアリングカの確認

9 （書取 ・和訳）英語発表の書き取りと和訳

10 （書取 ・和訳）英栢発表の書き取りと和訳

II （書取 ・和訳）英匝発表の書き取りと和訳

12 （英作文）技術英話文の作成

13 （英作文）技術英語文の作成

14 （会話）英栢面接の対策

15 （会話）英話面接の対策

ラア A• 知識の定着・確認
工そ

lクB：意見の表現・交換 夫の
--T - c：応用志向 他
ンイ の
グブ 0 •知識の活用・割造

時間外学修
準傭

学修
の内容と時

事後間の目安
学修

オンライン教材とpdfテキストを使用する。

教科書

(1)フランシス ・J・クディラ，プライアン・ J・フリン：技術英語の基礎， 朝日出版社．

参考書 (2) TOEICテストに関する書籍

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題レポート 30" 

゜゚ ゜゚価 中間試験 10" 

゜゚ ゜゚の 期末試験 60% 

゜゚ ゜゚方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報コース」必修科目，学習・教育到達目標(D3)関連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・【新主題l/（分野） 授業形式

情報諜業指導(CareersGuidaanncce e oon n IInnf formation Industries) 

R243P501 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教日

氏名古家賢一

選択 2 3年
理工学部理工

前期
学科

E-mai I furuya-kcnichi@oita-u.ac jp 内繰 7879 

授 1.授業の目的・目標

集 情報関連の識業・業務について正確な知織と様業意織を身につけ，将来，技術者として活躍しうる進路を選択できるよう必要な知織や考え方について学びます。この授業

の を通じて，受講生自身の将来の進路について考える携会を与えます。

概 2. カリキュラムに占める位世

蔓 情報化社会，情報産業，情報技術者，情報モラルなど情報分野を目指す織業人として必要な知廠の習得とその準備段階．

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1高度情報化社会の進展と情報産業の現状を理解し，適切な職業観と動機をもって将来の進路を選択できる能力を習得する。 00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1情報謙業指導で学ぶ内容

2情報モラルとITの社会的責任

3情報モラルとITの社会的責任

4情報化社会で求められる人材

5情報産業の発展と将来

6情報産業における臓種と粒務

7情報モラル1ー情報化の便利さと影，権利の尊頂一

8情報モラル2ーコンピュータウイルス，ハイテク犯罪とセキュリティー一

9情報技術者にとっての勤労観

10情報技術者にとっての織業観

II情報関連分野での就識活動

12載業選択にあたって

13情報技術者としての第1歩を踏み出すために

14まとめ

15情報系資格取得に向けて

ラア A．知謙の定着 ・確認
〇毎回，講義の終わりにその週のテーマに対する自分の意見を整理し提出

工そ
1クB：意見の表現・交換 。する。 グループでテーマについて謂査しプレゼン ・討綸を行う。 夫の
-T  
C．応用志向 他

ンイ の
グブ D知靡の活用・ 創造

時間外学と修時
準傭 WWW(World胃ideWeb)等を通じて，実際に情報産業の状況や，進路情報，就闇情報を自分でも探して，情報系関連の粒業・業務に関する知識を深め，臓業柑

学修 導に活用する方法を体褐します (15h), 
の内容

事後 教材を用いて復習する(!Sh)。間の目安
学修

山崎償雄編著 情報と識業，丸善プラネット

教科書

(I)情報通信白書（インターネットで入手できる）

参考書 (2)伏見正則 ．最新 情報産業と社会，実教出版．

(3)近藤勲 ：情報と謙業，丸善

成評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題取組みと発表・討論 60" 

゜価課題レポート 30% 

゜の受講状況 ・態度
方

JO" 

゜法

及

び

評

価

割

合

注意事項
関連するi青報をインターネットで収集し，受講の準備をしておいてください。

傭考
教只免許 「情報」 （必條）指定科目．

リンク
URL I 



担当教只(T,

実務経験の

゜右無教只紹の齢実召 情報通信企業で通信会議システムの研究開発に従事
実務経験を

いかした彬企業においてどのように研究開発を行うかを経験をもとに紹介
守内容



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題 】／（分野） 授集形式

情雑識業指導濱習(Seemmii nar on Careers Gui dance) 

R243P610 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 古家賢一，中島験，高見利也，大竹哲史，畑中祐司，紙名哲生，行天啓二，池部実，賀川経夫，

理工学部理工
永田亮ー，佐藤慶三，西島恵介

選択 1 3年
学科

後期

E-mai I 内線

授 授業の目的

集 情報関連企業の仕事の現場を見学し，企業の担当者と直接意見交換をすることにより，進路や載業に対する意謙を高めるとともに，大学で学習していることの社会的意義や

の 社会との開わりについて考えます．

概 カリキュラムに占める位置

蔓 情報技術産業に関する謂査を通して，大学で学ぶ内容がどのように社会に貢献しているかを考えます。また，実際の企業を見学し，現場の方々と意見交換をすることによ

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1大学で学ぶさまざまな情報技術と実社会との関わりについて，より深く考えることができる．

゜目標2企業が求める人材について理解し，自らの進路や謙業に対する意識を高める。

゜目標3企業に関する情報を収集する能力やコミュニケーション能力を学ぶ。

゜゚ ゜目標4情報技術が企業活動により社会に浸透していることを確認する。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1情報織業指導演習についての説明

2情報産業全般，兄学先企業について情報収集

3見学，調査内容の発表，討論会

4兄学先企業への質問事項のまとめ

5企業見学 (1日）

6 

7 

8 ， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア A・知様の定着・確認
単なる企業見学するだけではなく、大学においても事前に情報収集を行

工そ
lク8：意見の表現・交換

。い十分に理解を深めた上で見学に臨みます。 夫の
- T c：応用志向 ． 

゜
他

ンイ の
グプ 〇：知諜の活用・創造

゜時間外学修
準備 インターネッ トや各種メディアを利用して，情報産業全般，見学先企業に関する情報を収集する (5h)。班内で討綸を行い，企業に対する質問事項をまとめそ

学修 (5h)。
の内容と時

事後 企業見学した結果を踏まえ，進路や識業に対する意識をまとめ，大学での学習内容と社会とのかかわりについてまとめる (5h)。
間の目安

学修

教科書を指定しない。

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成評価方法 割合
目標 目凛 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目樗 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 60~ 

゜゚ ゜価 受講状況の態度 40% 

゜゚ ゜゚の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
見学先企業に失礼のない学生らしい行動をお願いします。

備考
原則として全且参加。 JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教脊到達目標 (E2)関連科目。教員免許「情報」指定科目。成績指標制度対象科目です。

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式

情報セキュリティ濱習(CybersecuritySeminar) 

R243P410 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名池部実

選択 1 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I minorutoita-u ac.jp 内線 7872 

授 l. 授業の目的

集本演習では，情報セキュリティで学んだ内容を踏まえ，実際のシステムを用いて脆弱性の原理や影響範囲，対策方法や解析ツールを用いた解析など実践的な演習を行う。そ

のして，脆弱性の脅威とセキュリティの直要性について理解するとともに，安全な情報システムを開発 ・運用するために必要な知識を習得することを目的とする。

概

夏 2.カリキュラムに占める位置

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1情報セキュリティに必要な知識を習得し，安全な情報システムを開発・運用できる

゜゜目標2暗号方式の仕組みについて理解し，暗号化と復号ブログラムを作成 ，実行できる

゜目標3OS上でプログラムがどのように勤作するか知り，安全なプログラムを作成できる

゜目標4情報セキュリティのための解析手法を習得し，様々な解析ツールを利用できる能力を身につける

゜目標5様々な情報を分析し，セキュリティ上の問題点やその対策方法を説明できる 00  
目標6チームで協働してリスクを分析し，セキュリティを確保する能力を習得しようとする

゜目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1ガイダンス（演習目的，演習の進め方，レポートの書き方） 暗号（1)共通鍵暗号方式による暗号化と復号

2暗号（2)公開鍵暗号方式による暗号化と復号

3バイナリ解析（I) 静的解析

4バイナリ解析（2) 動的解析

5バイナリ解析（3) ソフトウェアの脆弱性．パッファオーバーフロー攻撃，シェルコード

6バイナリ解析（4) セキュアプログラミ ング

7 Webセキュリティ（I)クロスサイトスクリプティング

8恥bセキュリティ (2)SQLインジェクションの原理と対策

9バケット解析(I) tcpdump/Wiresharkによるパケット解析， HTTPパケット解析

10パケット解析(2) DNSパケット解析， telnet/SSHパケッ ト解析

11システム運用 Webサーパ， TLS/SSL,証明書， OpenSSL

12 oグ解析 Webサーバログ解析，正規表現，ログの可視化

13システム侵入 ・防御（I)ペネトレーションテストの基礎

14システム侵入 ・防御(2)ペネトレーションテストによる脆弱性発見

15システム侵入 ・防御（3)システム防御技術． リスク分析

ラア A：知紐の定着・確認
o教育用計算機を用いた演習形式で実施する。

工そ
実横・仮想環境を用いてサイバーセキュリティについて学習す

1クB：意見の表現 ・交換 ドリル形式の演習課題をステップごとに解税しながら受謂生が解く形式 夫の る

- T c：応用志向
． にしており，ひとつひとつの事項を理解しながら演習を進めていくこと 他

ンイ ができる。 の
グブ D．知織の活用・創造

時間外学修
準備 Webサイトなどを参照して単元の概要について籾ぺる(Sh)

学修 情報セキュリティに関するニュースや解餃記事を院む(7h)
の内容と時

事後 配布した資料や参考書を院んで復習する(8h)間の目安
学修 情報セキュリティに関するニュースや解税記事を院む(7h)

eラーニングシステムにて資料を配付

教科書

猪俣敦夫：サイパーセキュリティ入門，共立出版， 2016

参考書 八木毅ほか．コンピュータネットワークセキュ））ティ，コロナ社， 2015

結城浩．暗号技術入門第3版秘密の国のアリス，ソフトパンククリエイティブ， 2015

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 100% 

゜゚ ゜゚ ゜゚価

の
方
法

及

び
評

価
額
到達目標の達成度を演習中に出題する6課題および演習終了後の最終課題に対して提出されたレポートにて評価する。
合

注意事項
eラーニングシステムでINFOSS情報倫理を改めて受讀すること。

備考
教貝免許 「情報」 指定科目。JABEE「知能情報プログラム」学愕・教育到達目標(A2,3),(83), (C2,3), (E), (di), (d2)関連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式
知的処理濱習(Practiceon Intel I igent Information Processings) 

R243P310 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名中島絨

選択 I 3年
理工学部理工

後期
学科

E-mai I nakas i ma@o i ta-u. ac. j p 内線 7884 

授人間の行う知的処理を計算機によって実現しようとする人工知能のソフ トウェア技術を，探索，推論， 学習などの問題解決用のプログラム作成を通じて学びます。同時に，

業 論理型プログラミング言栢であるPrologを用いながら，実践的なプログラミング能力の習得を目指します。

の 先修科目：情報論理学，人工知能基礎，知識処理論

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1Pro logプログラムの実践的なプログラミング技術を習得しつつ，再利用性に配慮したプログラミングスタイルをクにつける。

゜目標2探索，推論，学習などの人工知能の要素技術への理解を深め，これらをプログラムで実現できる。

゜目標3 問題解決のために必要とされる技術や知識を整理して，その実現のためのスケジューリングを行える。

゜゚目標4 問題内容とその解決法について複数の観点からの考察を行い，プログラムの内容，実行結果を綸理的に記述できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lガイダンス，述語綸理とProlog 

2 Prolog構文； 質問，事実，規則の書き方，宜言的 ・手続き的意味，再帰呼び出し

3 リス ト：リストの操作，メンバーシップ，連接，パックトラックの制御

4 導出原理，代入と単一化， SLD導出

5探索 (1) 状態空間の表現，深さ優先探索，巡回回避，深さ制限

6探索 (2) ：深さ優先探索，巡回回避．深さ制限，幅優先探索

7探索（3) :情報のある探索，ヒューリスティックス探索（A＊探索）

8 プランニング (1) 手段一目的分析

9 プランニング（2) :目標後退

10構文解析：差分リスト,DCG（決定節文法）

II高度な推論問題

12機械学習 (1) ：概念学習，事例表現

13機械学習（2) :被覆 (Covering)アルゴリズム

14機械学習 (3) ：分類器と属性選択，情報利得比

15機械学習 (4) ：決定木プログラム

ラア
A：知様の定着・確認 〇毎回の演習課題で，問題の宜言的な定義の仕方がはっきりするような問

工そ
LMS (Moodle)の活用

1ク B•意見の表現・交換 いを設定する。資料はウェプ上で公開する。
夫の

ー-ア-
C．応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 〇：知諜の活用 ・創造

゜時間外学修
準傭 Mood le上の資料を院んでおく {!Oh)

学修
の内容と時

事後 Pro logは，これまでに習った手続きを中心としたプログラミング言栢とは異なるため，その習熟に時間が必要である。実行過程が凡える。実行環境があるのて
間の目安

学修 ．自身でのプログラミングに時間をかけらて復習しつつ．課題レポー トを完成させる(35h)

関係資料を配布します。 Moodie上で講義内容と課題を公開します。 ・

教科書

(I) I. Bratko著／安部憲広•田中和明共訳： Prologへの入門．近代科学社

参考書 (2) I. Bratko著／安部憲広•田中和明共訳： AIプログラミング，近代科学社．
(3) Leon Ster ling他／松田利夫訳 Pro logの技芸，構造計画研究所．などのProlog参考書

成 評価方法 割合
目標 目憬 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 課題レポート JOO% 

゜゚ ゜゚価

の

方

法

及

び

評

価

割
合

注意事項
情報論理学J' 「人工知能基礎J' 「知識処理論」を受講済みであることが望ましい。

備考
JABEE「知能情報プログラム」選択，学習 ・教脊到達目標(A3),(B2, 3), (C2, 3), (DI), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



担当教只IT,

実務経験c

゜右鉦教只の実ぢ Pro logとそれを起源とするプログラミング言託を用いた，人工知能関連ソフトウェアの研究開発
江齢

実務経験を

い古か内し容たき プログラミング実務の経験を活かした，プログラミングの実践指導



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（ 分野） 授業形式

情報工学特別実習2A(P ract i ca I Laboratory for Information Techno I ogy 2A) 

R242P830 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 古家賢一，中島絨，高見利也，大竹哲史，畑中裕司，紙名哲生，行天啓二，池部実，賀川経夫，

理工学部理工
永田亮一，佐藤慶三，西島恵介、大城英裕

選択 1 2年
学科

通年

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

業 IT技術を応用する開発プロジェクトに参加し，実務を担当 ・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。

の • IT技術の応用 ・活用の場を体験する。

概 • IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知識を習得する。

蔓 ・業務遂行の責任唇 (IT技術者論理）を涵養する。

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1初級IT技術者としての実習体験と技術 ・知臓の獲得を目標とします。

゜
00 00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1 この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中講義の形式で実習を進めます。

2 まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェクトは実施チーム（学生数名）と実習指導教諜只から構成されま

3す。学生主体でプロジェクトを遂行し，実習指導教識只はプロジェクトのガイダンスとプロジェク トヘのアドバイスを行います。プロ

4ジェクトは，知能情報システム工学科で推進している「知の創造プロジェクト」として承認される必要があります。

5作業時間として23時間程度を要するプロジェクトでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
JO 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア A：知1農の定着 ・確認
oこれまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について．実務での

工そ
1ク8．意見の表現・交換 。応用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の
- T c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 〇：知謙の活用・創造

゜準傭 プロジェクトに関連する先修科目の復習 (!Oh：全体）
時間外学修 学修
の内容と時

事後 フィードバックとして与えられた新たな課題に関連する調査 (!Oh:全体）間の目安
学修

教科書を指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに設定されます。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プロジェクトにおける実習活動の評価 501' 

゜価プロジェクトにおける成果物の評価 50" 

゜の

方
法

及

び
評

価
割

合

注意事項
実習プロジェクト終了予定の学期に履修登録，単位認定を行います。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題l/（分野） 授業形式

情報工学特別実習3A(Practical Laboratory for Information Technology 3A) 

R243P830 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 古家賢一， 中島該，高見利也，大竹哲史，畑中裕司 ，紙名哲生，行天啓二，池部実，賀川経夫，

理工学部理工
永田亮一，佐藤慶三，西島恵介

選択 1 3年
学科

通年

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

集 IT技術を応用する開発プロジェクトに参加し，実務を担当・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。

の.IT技術の応用 ・活用の堤を体験する。

概 • IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知識を習得する。

蔓 ・業務遂行の責任感 (IT技術者論理）を涵養する。

具体的な到遠目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1中級IT技術者としての実習体験と技術 ・知議の獲得を目標とします。

゜
00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

慢業の内容

1 この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中講義の形式で実習を進めます。

2 まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェクトほ実施チーム（学生数名）と実習指導教糊貝から構成されま

3す。学生主体でプロジェクトを遂行し，実習指導教識只はプロジェクトのガイダンスとプロジェク トヘのア ドバイスを行います。プロ

4 ジェクトは，知能情報システム工学科で推進している「知の創造プロジェクト」として承認される必要があります。

5作業時間として23時間程度を要するプロジェクトでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア A：知紐の定着・確認
O これまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について，実務での

工そ
lクB：意見の表現・交換 応゚用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の

ー-ア- C•応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D．知謙の活用・創造

゜時間外学修
準傭 プロジェクトに関連する先修科目の復習 (!Oh :全体）

学修
の内容と時

事後 フィードパックとして与えられた新たな謀題に関する調査 (!Oh 全体）間の目安
学修

教科書を指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに設定されます。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
績

評 プロジェクトにおける実習活動の評価 50% 

゜価 プロジェクトにおける成果物の評価 50% 

゜の

方
法

及

び
評
価

割
合

注意事項
実習プロジェク ト終了予定の学期に履修登録，比位認定を行います。

備考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

情報工学特別実習4A(PracticalLaboratory for Information Technology 4A) 

R243P831 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 古家賢一，中島絨，高見利也，大竹哲史，畑中裕司，紙名哲生，池部実，行天啓二，賀川経夫，

理工学部理工
永田亮一，佐藤慶三，西島恵介

選択 1 4年
学科

通年

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

業 IT技術を応用する開発プロジェク トに参加 し，実務を担当 ・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。
の • IT技術の応用 ・ 活用の揚を体験する。

概 . IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知織を習得する。

蔓 ・ 業務遂行の責任~ (IT技術者論理）を涵養する。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） t 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1上級IT技術者としての実習体験と技術 ・知識の獲得を目標とします。

゜
00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1 この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中講義の形式で実習を進めます。

2 まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェクトは実施チーム（学生数名）と実習指導教謙只から構成されま

3 す。学生主体でプロジェク トを遂行し，実習指導教識只はプロジェクトのガイダンスとプロジェク トヘのアドパイスを行います。プロ

4 ジェク トは，知能情報システム工学科で推進している「知の創造プロジェクト」として承認される必要があります。

5 作業時間として23時間程度を要するプロジェク トでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア
A• 知諜の定着 ・ 確認 oこれまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について，実務での

工そ
1クB：意見の表現・交換 応゚用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の
-- 7 -c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知諜の活用・創造

゜時間外学修
準備 プロジェク トに関連する先修科目の復習 (IOh：全体）

学修
の内容と時

事後 フィー ドバックとして与えられた新たな課題に関する調査 (!Oh:全体）
間の目安

学修

教科書は指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに餃定されます。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プロジェク トにおける実習活動の評価 5~ 

゜価 プロジェク トにおける成果物の評価 50% 

゜の

方

法

及

び
評

価

劃

合

注意事項
実習プロジェクト終了予定の学期に履修登録，単位認定を行います。

傭考

リンク
URL I 



ナンパリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】／（分野） 授業形式

情報工学特別実習2B(Practical Laboratory for Information Technology 2B) 

R242P831 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 古家賢一．中島絨．高見利也．大竹哲史．畑中裕司．紙名哲生．行天啓二．池部実．賀川経夫．

理工学部理工
永田亮ー，佐藤慶三，西島恵介，大城英裕

選択 2 2年
学科

通年

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

業 IT技術を応用する開発プロジェク トに参加し， 実務を担当 ・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。

の . IT技術の応用 ・活用の場を体験する。

概 . IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知識を習得する。

蔓 ・ 業務遂行の責任~ (IT技術者論理）を酒養する。

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目憬1初級IT技術者としての実習体験と技術 ・知識の獲得を目標とします。

゜
00 00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中講義の形式で実習を進めます。

2 まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェクトは実施チーム （学生数名）と実習指導教謙貝から構成されま

3す。学生主体でプロジェクトを遂行し，実習指導教殿貝はプロジェクトのガイダンスとプロジェクトヘのアドパイスを行います。プロ

4 ジェク トは，知能情報システム工学科で推進している 「知の創造プロジェクトJとして承認される必要があります。

5作業時間として45時間程度を要するプロジェクトでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
10 

II 

12 

13 

14 

15 

ラア
A：知紐の定着 ・確認 oこれまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について，実務での 工そ

1クB：意見の表現・交換
。応用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の

--T - c応用志向

゜
他

ンイ の
グブ 〇：知諜の活用・創造

゜時間外学修
準傭 プロジェク トに関連する先修科目の復習 (20h.全体）

学修
の内容と時

事後 フィー ドパックとして与えられた新たな謀題に関係する謂査 (20h:全体）
間の目安

学修

教科書を指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに設定されます．

参考書

成 評価方法 割合
目標 目襴 目櫂 目禰 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プロジェクトにおける実習活動の評価 50% 

゜価 プロジェクトにおける成果物の評価 50% 

゜の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
実習プロジェク ト終了予定の学期に履修登録，単位認定を行います。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題l/（分野） 授業形式
情報工学特別実習3B(P ractical Laboratory for Information Technology 38) 

R243P832 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 古家賢一．中島該．高見利也．大竹哲史．畑中裕司．紙名哲生．行天啓二．池部実．賀川経夫．

理工学部理工
永田亮ー，佐薦慶三，西島恵介

選択 2 3年
学科

通年

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

業 IT技術を応用する開発プロジェクトに参加し，実務を担当・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。

の . IT技術の応用 ・活用の楊を体験する。

概 • IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知識を習得する。

憂 ・業務遂行の責任感 (IT技術者論理）を涵養する。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1中級IT技術者としての実習体験と技術・知識の獲得を目標とします。

゜
00  00  

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目憬10

授業の内容

1この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中講義の形式で実習を進めます。

2まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェク トは実施チーム（学生数名）と実習指導教粒只から構成されま

3す。学生主体でプロジェクトを遂行し，実習指導教織只はプロジェクトのガイダンスとプロジェクトヘのアドバイスを行います。プロ

4 ジェクトは，知能情報システム工学科で推進している「知の創造プロジェクト」として承認される必要があります。

5作業時間として45時間程度を要するプロジェクトでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
10 

II 

12 ヽ

13 

14 

15 

ラア A知諏の定着・確認
Oこれまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について，実務での

工そ
1ク B•意見の表現 ・ 交換 。応用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の
- 7 C．応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D•知諜の活用・ 鯖造

゜時閲外学修
準傭 プロジェクトに関連する先修科目の復習 (20h・全体）

学修
の内容と時

事後 フィードバックとして与えられた新たな謀題に関する調査 (2Oh：全体）間の目安
学修

教科書を指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに設定されます。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プロジェクトにおける実習活動の評価 50% 

゜価プロジェク トにおける成果物の評価 50" 

゜の
方

法
及

び
評

価
劉

合

注意事項
実習プロジェクト終了予定の学期に履修登録，取位認定を行います。

傭考

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（分野） 授業形式

情報工学特別実習4B(P ractical Laboratory for Information Technology 4B) 

R243P833 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名 古家賢一，中島絨，高見利也，大竹哲史，畑中裕司，紙名哲生，行天啓二，池部実，賀川経夫，

理工学部理工
永田亮ー，佐籐慶三．西島恵介

選択 2 4年
学科

通年

E-mai I 内練

授 1. 授業の目的

集 IT技術を応用する開発プロジェクトに参加し，実務を担当・実習することにより，次のような効果を得ることを期待しています。

の • IT技術の応用 ・活用の場を体験する。

概 • IT技術の問題点の発掘や新たな技術 ・知識を習得する．

蔓 ・ 業務遂行の責任~ (IT技術者論理）を涵養する。

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1上級IT技術者としての実習体験と技術・知識の獲得を目標とします。 。 00  00  
目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1この実習は，通常の講義時間の合間や休暇期間を利用して，集中構義の形式で実習を進めます。

2 まず，準備としてプロジェクトを組織することから始めます。プロジェクトは実施チーム（学生数名）と実習指導教諜只から構成されま

3 す。学生主体でプロジェクトを遂行し，実習指導教職Rはプロジェクトのガイダンスとプロジェクトヘのアドバイスを行います。プロ
4 ジェクトは，知能情報システム工学科で推進している 「知の創造プロジェクト」として承認される必要があります。

5 作業時間として45時間程度を要するプロジェクトでなければなりません。

6 

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A•知紐の定着・確認 Oこれまでに学科の講義 ・演習等で学んできたIT技術について，実務での

工そ
1クB：意見の表現・交換

。応用 ・活用を考える機会を提供します。 夫の
- T c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

゜時間外学修
準備 プロジェクトに関連する先修科目の復習 (20h：全体）

学修
の内容と時

事後 フィードパックとして与えられた新たな課題に関する調査 (20h・全体）間の目安
学修

教科書は指定しない。

教科書

実習プロジェクトごとに設定されます。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 プロジェク トにおける実習謀題の評価 5011 

゜価プロジェク トにおける成果物の評価 50" 

゜の

方

法

及

び
評

価

割

合

注意事項
実習プロジェクト終了予定の学期に履修登録，取位認定を行います。

備考

リンク
URL I 




